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　　　第一話　街へ行こう！







　煌こう々こうと輝かがやく太陽。乾かわいた空気が泳ぐ風。

　時折鼻び腔こうを擽くすぐる青々とした匂においの下もと、悠ゆうは空を見上げて眼めを細める。

　雲一つないという表現が似合う天候は正しく快晴。悠は自分の晴れ晴れとした気分に空模様を重ねる。

　無限にでも広がっていそうな空は、未知の冒ぼう険けんへの期待をそのまま映していそうな気がした。

「えっへっへぇ～」

　だが、上じよう機き嫌げんなのは悠だけではない。

　自分の少し前を歩く声に視線を戻もどすと、そこには白銀の髪かみを風に遊ばせる少女がいた。

　森で遭そう難なんしている時に出会った少女にして、今は大切な仲間の一人。クララだ。

　顔で笑えみ、声で楽しさを表現しているものの、それだけでは表しきれない喜びは踊おどるような動きとなって現れていた。

「あんまりはしゃぐと危ないぞー」

「あははー、ごめんごめん。自由に歩き回れるのが楽しくって！」

　後ろ手に手を組んで振ふり返るクララが銀の髪をなびかせるのは、まるで物語の中のお姫ひめ様のようで。

　日本では見たこともないような、広々とした草原と併あわせて、ここが異界の地であることを悠に実感させる。

「まったく。また脚あしを怪け我がしても知らないぞ？」

「うっ……それはちょっと嫌いやかな……き、気をつけるね？」

　草原とは言っても平へい坦たんな道ばかりではなく、なだらかではあるものの傾けい斜しやも存在する。

　よそ見をしながら跳はね回れば、転んでしまってもおかしくはない。

　そうなれば、大怪我……とまではいかなくても、足を挫くじくくらいはあるだろう。そのことに気がついたのか、ついこの間まで自分が置かれていた状じよう況きようを思い出したのか。クララは肩かたを小さくしながら悠の方へと歩いてやってきた。

　隣となりに並び立つと、歩調を合わせて二人は歩き始める。

「しかしまあ、向こうまではどれくらいかかるんだ？　もう結構歩いたと思うんだけど」

　足を踏ふみ出すたびに倒たおれる草の柔やわらかな感かん触しよくを楽しみながら、悠は頭の後ろに手をやった。

　クララの居た村を出て二日。決してだらだらと歩いていた道みち程のりではなく、言う通り、それなりの距きよ離りを踏とう破はしている。

「んー、地図を見るともう少しって感じかなあ。多分もうそろそろ──あ、ほら！　見て見てユウ！」

　実際に、目的地はすぐそこまで来ていたようだ。

　小高い丘おかを駆かけ上がったクララが遠方を指差すのを見て、悠もまた小走りになって傾斜を上がる。

　高さを得て広がった視界。そこに見えたのは視界半分の海と──大きな街と神しん殿でんの姿。

「おおお……！　あれがモイラスか……！」

　この国でも数少ない『街』の一つにして、多くの極きよつ圏けんへと繫つながる場所。

　そして、悠にとっては、ファンタジーの世界を色いろ濃こく映す場所だ。

「早く行こうぜ！　うっはー、テンション上がってきた！」

「あはは、行こっか！」

　中世のようで、しかし違ちがう。正しく『ゲームで見たような』光景に、悠は見てわかるほどに興奮していた。

　こうなると、先さき程ほどまでとは逆の立場だ。

　はしゃぐ悠に、それを微笑ほほえましく見守るクララ。

　見えてはいてもまだ遠い光景へ少しでも早く到とう達たつしようと、二人は駆け出していくのだった。




　　　　　　　◆




「うおお……！　っげー！　すげー！」

　街へ着いた悠は、自分がかなり目立つ服装だということも忘れ、感動を叫さけんでいた。

　この国においては奇き抜ばつも奇抜なパーカーで、彼あ方ち此こ方ちを見回す様は紛まごうことなき田舎いなか者だ。道行く人々も、時折そんな悠の様子を見てはくすりと鼻を鳴らしている。

「モイラスは大きな街だもんね。でもそんなにすごいかな？」

　今までにないくらいのはしゃぎようを見せる悠に、クララは微笑みかける。

　どことなく嬉うれしそうなのは、『なんでも知ってる』悠が、自分の知る文化に驚おどろいているからだろうか。

　親近感のようなものを覚えながら語りかけるクララに、悠は振り返って答える。

「石造りの建物がこんなに並んでるのなんて、初めて見たんだ！　俺の居たトコじゃ、こんなのは写真──じゃない、絵の中でもないと見られない光景でさ。……ほんと、遠い所に来たんだなって」

　クララの落ち着いた声で、少しだけ冷静になったのか、悠はしみじみと故郷を思い出す。

　ここにはない、ずっと文明が進んだ世界の光景。この世界の建物が背を伸のばすのは何い時つくらいになるのだろうか──なんて思う。

「ま、それはいいんだ。それよか今は、こっちの食文化が気になるしな！」

　しかし自分が生きている内に来るかどうかもわからない未来に思いを馳はせても仕方がない。大事なのは今だ。

　今いるこの場所の食文化。今減っている腹の具合こそがいつだって悠の行動原理である。

「んー、確かに、カティアに会う前になにか食べておきたいよね。じゃあ、まずは何ど処こかご飯を食べられるところを探そっか？」

　悠の目にわずかに交じる寂さびしさが消えたのを確認し、クララもまた今後の予定へと視線を向けた。

　頰ほおに指をあてがって、首をかしげる。上目遣づかいの瞳ひとみは、食べたいものの輪りん郭かくを捉とらえているのだろう。

　だが、意外にも悠が最初にすべきこととして選んだのは食べ物を探すことではなかった。

「いや、それより先にすることがあるな」

「え？」

　その答えはクララにとっても意外なもので、思わず困こん惑わく混じりの声が出てしまう。

　何よりも誰だれよりも食べることが好きな悠が、食事よりも優先するもの。

　それは少し考えればわかるだろう。

「お金、なんとかしないとさ。……ドラゴンの素材を売れるところを探さないとなって」

「……あ」

　お金。食べ物に限らず、あらゆるものの対価として支し払はらわれる、通貨である。

　今からカティアに会うまでに摂とれる食事は、すでに調理済みのものくらいだろう。食材を探し、買って、調理していたらかなり中ちゆう途と半はん端ぱな時間になってしまう。

　しばらく山の生活が続いたせいか、クララはそのことを失念していたようだ。まあ、山では物を買う機会などあるはずもなく、獲え物ものを狩かってくるのを見ていたのだから無理もない。

「よし、じゃあ換かん金きんできそうな場所を探すぞー！」

「おー！」

　こうして目標を定めた二人は天に拳こぶしを掲かかげ、息を合わせる。

　無む邪じや気きな子供がするように楽しそうなのは、ドラゴンの素材が高く売れることを予想しているからだ。

　ドラゴンの存在はクララにとっても非日常だ。姿を現すことさえ滅めつ多たにない、まして討とう伐ばつされる機会の殆ほとんどないドラゴンの素材の価値など知るわけがない。

　ただ、それでも希少なドラゴンの素材が高値で売れることくらいは理解していた。

　よくよく見ればどことなく鬼き気き迫せまる様子──そんな笑みを浮うかべながら、悠とクララは換金所を探し始めるのだった。




　　　　　　　◆




　換金所を探して数分。わりとすぐに悠達は魔ま物ものの一部を換金できる店を発見した。

　この辺りは食べ物だけではなく、ありとあらゆる商品の露ろ店てんが集まるエリアだ。当然金の価値は高く、それを扱あつかう場所の需じゆ要ようも高い。

　……なので、早速悠達はそこで『ドラゴンの爪つめ』を換金すべく話を持ちかけたのだが──

　そこには、誤算があった。

「……悪いが、ウチじゃこっちはどうしても引き取れないよ」

　店主の言葉に、悠とクララは白い目をして固まっている。

　白い目──というのは大げさな表現だが、あまりの衝しよう撃げきにその表情が凍こおりついていることだけは確かだった。

　……持ち込んだドラゴンの爪は、換金ができなかったのだ。

　いや、これは少しばかり正しくない表現である。

「買い取りたいのはやまやまなんだが、金庫の中身がひっくり返ってしまうんでね。ウチで買い取れるのは、一つが限界だ」

　正しくは──一つしか換金ができなかった、だ。

　ドラゴンから採取した素材のうち、換金ができそうなもの、持ち運べそうなものは状態がよい爪が二本だけだった。

　二本だけとはいえど、希少なドラゴンの素材。それなりの金額にはなるだろう。悠とクララは、そんな算段を立てていた。

　だが、実際には。一時的にとはいえ多くの金銭が集まる換金所にあって、一つ買い取るのが限界という予想を遥はるかに超こえる大金。

　金額を提示された悠はこの世界の物価には疎うとかったが、隣で驚いているクララにそれがどれくらいの値段なのかを聞けば『宝ほう飾しよく店のケースを一つまるごと買えるくらい』ととにかく凄すごいことがよくわかる喩たとえを貰もらってしまったものだから、同じリアクションをしてしまうのも仕方がないことだった。

　金庫がひっくり返るというのは商売人らしい大げさな表現だが、換金所が昼前に店じまいでは流石さすがにまずく、あながち間ま違ちがってもいない。そんな金額だ。

　農村でごく普ふ通つうの夫婦に育てられたクララにも、日本のごく一いつ般ぱん的な家庭に生まれた悠にも、その金額は大きすぎた。あまりの衝撃に固まってしまっている……というのが、現在の顚てん末まつである。

「ええと、それで、一本だけでも売ってくれるということでいいのかな。正直に話してしまうと、時間さえかければもっといい買い手も見つかると思うが──」

「い、いやいい！　これでいいっす！」

「そうかい？　それじゃあ、少し待っていてね」

　換金のために店主が店の奥へと消えると、悠とクララは顔を見合わせた。

　二人の顔は戦せん々せん恐きよう々きようといった具合で、提示されていた金額の恐おそろしさを物語っている。

「まさか、あんな爪一本でそんなにするとはなあ」

「極圏の魔物の素材なんて、村じゃ見なかったから知らなかったよ……」

　これなら、命を懸かけて極圏で一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらう気持ちもわからないではない。改めて、ドラゴンを討伐するということがどれほど大きな事態か、確認する二人だった。

「よし、と。お待たせしました。それじゃあ、こちらを」

　やがてズッシリとした重さを感じさせる大きな袋ふくろを持って店主が現れると、二人は揃そろって姿勢を正した。

　渡わたされた袋を持ってみると、見た目以上のかなりの重さだ。比重の高い金属が入っていることが窺うかがえる。

　大きな金額を手にすると、何な故ぜだか落ち着かない。そそくさと袋を持って帰ろうとすると、膝ひざを伸ばしかけた悠を店主の言葉が押さえつけた。

「そういえば、もう一本の爪はどうするんだい？」

「へ？」

　もう一本の爪。今手にしている重い重い袋と同じかそれ以上の価値を持つであろう、ドラゴンの爪を話題に出されたことで、悠は中ちゆう腰ごしのまま静止する。

「こんな素材を持ち込むくらいだから、名のある冒ぼう険けん者なんじゃあないかと思ったんだけどね。見ない顔だから、モイラスにはあまり来ないんだろう？　もしドラゴンの爪を加工するようなら、腕うでの立つ加工屋を紹しよう介かいするけれども」

　加工。その言葉に、悠は上がりかけた腰こしを下ろす。

　背中をくすぐられるような焦しよう燥そうが、膝を沸わき立たせるような期待に変わっていく。

「かなり状態が良い素材のようだし、ナイフなんかに加工したらいいセン行くと思うんだよね。いや、ドラゴンを討伐できるような冒険者ならもう使い道は決まっているかな？」

「ナイフ！」

　店主の続けた言葉を繰くり返しながら、悠の目は輝かがやきを増していく。

　素材。加工屋。そしてナイフ。

　魔物の素材を武器へと加工する。地球で大好きだったゲームそのもののチャートに、悠の興奮は限界突とつ破ぱだ。

「そ、そこ！　教えてくれません!?」

　ドラゴンの爪を加工したナイフ──ドラゴンナイフ。

　流石にこれほどの浪漫ロマンには、少年の心が黙だまっていてくれない。

　鬼気迫る勢いで店主に詰つめ寄った悠は、加工屋の情報を手に入れるのだった。










　　　第二話　ドラゴンの力







　換金所を出て、鍛か冶じ屋やへと向かう悠とクララ。

　見るからに上じよう機き嫌げんの悠は鼻歌交じりの道をゆく。

「機嫌良さそうだねえ」

　いつもは頼たよりになる悠が、まるで子供のようにはしゃいでいることで、クララはほっこりとした笑顔で語りかける。

「そりゃそうだ！　ドラゴンの爪でナイフとか……ロマンの塊かたまりだろー！」

　機嫌の良い悠は、言葉の端はし々ばしまでが喜色に染まっている。それがまたわかりやすく悠の精神状態をクララへと告げ、彼女はまた柔やわらかく鼻を鳴らす。

　悠の言う『ロマン』がクララにはわからなかったが、それでも悠が嬉うれしそうなのが嬉しい──といった様子だ。

　とはいえ、この世界でもこういった強い魔物の武器は、少年の憧あこがれだったりする。まして悠にとってはアニメやゲームの中の存在だ。更さらにそれが幻げん想そうの代名詞、ドラゴンの爪ともなれば興奮はストップ高である。

　先の値段を見ればわかる通り、ドラゴンの爪は正しく『宝物』なのだ。

　──で、あるならば。景気良さそうに歩きながらその存在を喧けん伝でんする田舎いなか者はそれは目を引くわけで。

「おい、そこの二人、止まりな」

　宝物の存在を掠かすめ取ろうとする、悪い虫も呼び寄せてしまうわけだ。

　ドスの利きいた男の声に、悠とクララは思わず足を止め、振ふり返る。

　そこには、目付きの悪い男が居た。清潔感のない──この世界に詳くわしくない悠でも──好ましくない服装をしている男だ。

「な、なんか用すか」

　その手に握にぎられているナイフを見て、悠は声を詰まらせる。

　明確な『人の悪意』にさらされるのは初めての経験で、言うなれば──不良に絡からまれるような、わかりやすい危機を感じたからだ。

　山で食うか食われるかのサバイバルを過ごしてきた悠だが、人に殺気を向けられるのは初めての経験だった。

「お前ら、さっきから聞いてればずいぶんと景気が良いみたいじゃないか？　俺もそれに肖あやからせて貰おうと思ってよ」

　所謂いわゆる、カツアゲだ。それに悠が気づいたのは、男にそう続けられてからである。

　気がつけば、自分たちは人通りの少ない通路を歩いていたらしい。助けを求めることができないことに気がつくと、クララが悠の服の裾すそを縋すがるように摘つまむ。

　その弱々しい力は、悠の心を冷静にさせた。

　……そうだ。何を怯おびえる必要がある。自分は山でとんでもない魔物を相手にしてきたじゃないか──と。

　守るべき存在を認識すると、悠は自分が相手にしてきた強大な魔物たちを思い出した。食物連れん鎖さの頂点に立った事実が悠を強くする。

「断る」

　意志の光を目に宿して、悠はきっぱりとそう告げた。

　その剣けんの様な光に、男はぐ、と息を吞のむ。まるで、巣で眠ねむっていた強大な魔物に睨にらみつけられたような気がしたからだ。

　だが、男は頭を振る。見るからにとぼけた田舎者が、斯か様ような存在であるはずがない。そう決めつけてしまったのだ。

「はっ、言うじゃないか。おい、痛い目を見たくなかったら──」

　その選せん択たくは。

　彼が自然界において長く生きられない個体であることを示すものだった。

　男が言い切るまでを待つこともなく、悠は大きく息を吸い込んだ。

　悠の胸が熱くなり、紅ぐ蓮れんが渦うず巻まく。吸い込んだ息が、ドラゴンを食べることで宿った力を通して変質していく。

　そして──悠は、噴ふき出すようにそれを吐はき出した。

　放たれるのは空を焦こがし、地を煮に立たたせる地じ獄ごくの灼しやく熱ねつ。

　『ドラゴンブレス』だ。

「おと、な、しく……？」

　地獄の焰ほのおは、真上を向いた悠の口から放たれた。

　塔とうを思わせる高さまで一気に噴き上がった火か炎えんは、正しく力を示すモニュメントだ。

　まるで人間火力発電所だ──と。どこかズレた表現を思い浮うかべながら、悠はゆっくりと男を見下す。

「何を、見たくなかったら──だって？」

　その瞳ひとみに、もはや錯さつ覚かくは許されない。

　悠の気まぐれ一つで、男は塵ちりになっていたのだ。手からこぼれ落ちたナイフが薄うす汚よごれた男とは対照的な、澄すんだ音を響ひびかせる。

「ば……化物ォっ！」

　そこからの行動は──あるいは自然界でさえ褒ほめられるように──早かった。

　一目散に逃にげていった男は、すぐに入り組んだ通路の一つへ消えていく。

「ふうっ……逃げてくれて良かった……」

　冷ひや汗あせを拭ぬぐい、悠は軽けい薄はくに笑う。

　そこらへんのゴロツキの一人や二人、今の悠にとってはなんでもない存在だし、悠自身、負けるとは思っていないだろう。

　だがいくら相手が殺意を向けてきていても、人を傷つけるというのには案外勇気がいるものだ。できれば、ああいう手合でも傷つけたくはない。いざとなれば戦うが、戦わなくて済むのならば、戦わずに済ませたいと思っていた。

　思い通りに事が運び、悠はクララに笑いかけた。

　しかし、クララは固まっている。

　それはドラゴンブレスに驚おどろいたからではない。

　──ドラゴンブレスは、ドラゴンを食べた時に悠に宿った力だ。だがこれをクララの前で使うのは初めてではなく、旅立ちの前に何度か練習し、扱あつかえるようになっている。

　もしもその練習がなかったら、男は炭化し、粉々になっていたかもしれない……というのは大げさだが、とにかく今では扱いやすい能力のウチの一つだ。

　ならば、何がクララの動きを固めたか。

「ゆ……ユウ！　早くココを離はなれないと……！」

　それは、その規模だ。

　男を怯えさせることを目的としたドラゴンブレスは、悠が放てる中でも全力一歩手前の高出力であった。

　真上に向けて放たれた炎ほのおは十数メートル上空まで立ち上り、その力を誇こ示じしたのだが──これがいけない。

「騎き士しさまがくるかもっ！」

「お……あ！」

　いきなり何もない所で、それだけの高さの炎が噴き上がったらどうなるだろう？

　少なくとも、人が集まってくるのは確実だ。

　特に──地球で言えば警察のような、治安機関に属する者ならばより高確率で。

「や、ヤバい……！　ズラかろう、クララ！」

「う、うんっ！」

　まるで此方こちらが恐きよう喝かつでもしていたかのように──ある意味では、していたが──悠とクララは大急ぎでその場を離れていくのであった。




　　　　　　　◆




「炎が噴き上がったのはこの辺り……ですか」

　果たして。クララの予想は大当たりであった。

　悠とクララが消えて程なく、ゴロツキと対たい峙じした路地には数人の騎士と野次馬が集まっていた。

　何しろ一いつ瞬しゆんのことだったので、集まった人々にも正確な位置はわからなかったが、その上で正しく『事件現場』に集まっているのは、ともすれば悠達の不幸となっていただろう。

　閑かん話わ休きゆう題だい──集まった者達は、みな一様に怪け訝げんな顔をしていた。

　あれだけの規模の炎だ、それが炎であると見み間ま違ちがえるハズはない。あれだけの高さだ、正確な大きさはともかく、その炎が小さかったと記き憶おくする者はいない。

　だというのに、現場にはある筈はずの物がなかったのだ。

「魔ま法ほう陣じんも、儀ぎ式しき器具も見当たらない──というのは、少しおかしいですね」

「大人数がいた形けい跡せきもないな」

　それは、その炎を生み出すために必要なモノである。

　──この世界には魔ま法ほうが存在する。故ゆえに、何もない所から炎が立ち上ったり水が出たりというのは、不思議なことではない。

　だが、それらは飽あくまで、地球で言う道具の代だい替たい程度のものしかないのだ。

　何の道具も魔法陣も用いない場合、炎ならばせいぜいが焚たき火くらいのものを生み出すのが関の山だ。

　……先さき程ほど立ち上った炎は、明らかに個人が何もせずに生み出せる領域のものではなかった。

「先程の炎、もしや魔術ではないのでは？　『陣じん敷しき』も儀式もなしにあの規模の魔術というのは、ありえません」

「だがあれが魔術でなければなんだ？　街中にいきなりドラゴンが現れて消えたとでも言うのか。それこそありえん」

　推測を語る騎士達は、互たがいが互いを否定し合う。それほど不可解な現象だったのだ、先程の炎は。

　──奇くしくも、その推測は殆ほとんど両方が当たっていたと言える。

　悠が生み出した炎は魔術によるものではなく、ドラゴンの炎と寸分たがわぬものだったのだからだ。

　ただ一つ違ちがうのは、それを唯ただ一人の人間が何の準備もせずに行ったという点だ。

「どう報告しますかね？」

「原因不明以外書きようがないだろう。……全く、不可解だ」

　結果的には、それが事件を迷宮入りさせた。この件で特に被ひ害がいがなかったというのも大きいだろう。

　知らず幸運に救われていたことを知らない悠は、今まさに加工屋の扉とびらを開こうとしていた。

　こうしてモイラスの発火事件の真相は闇やみに葬ほうむられた。後に眉まゆ唾つばものの出来事ばかりを面白おかしく綴つづった新聞に取り上げられることになるが──それは、悠達には関係のないお話。










　　　第三話　加工屋







「こ、ここでいいんかな？」

「えと、もらった地図には、そう描かいてあるけど……」

　火柱の発火事件から数分後。

　悠ゆうとクララはとあるドアの前で声を潜ひそめて会話していた。

　声を潜める理由の一つは、おそらく火柱の下もとに駆かけつけているであろう騎士達から隠かくれるためだが、それだけではない。

　目の前にしているドアが、予想よりも数段ボロかったからだ。

　腕うで利ききの加工屋ということで紹しよう介かいされてきたものの、そこにあったのは今にも外れそうな木作りのドア。

　絢けん爛らん豪ごう華かを期待していたわけではないが、これではあまりにも──というのが、二人を困こん惑わくさせている理由だった。

　想像よりはるかにボロい！　と言うのは、このドアの奥にいるのが加工屋だろうとそうじゃなかろうと、持ち主には聞かれるわけにはいかないことだろう。

「あ、開けても平気かな？」

「ノックしても反応がないしなあ……ん、よく見れば表札が付いてた跡あとがあるし、たぶんここだろ……」

　しかし、ここでこうしていても話は進まない。

　意を決して、悠はドアノブに手をかける。

　締しめ付けるような不快な音とともに、ドアが開いていく。

　すると──

「お、おおお……！」

　そこには、男子の夢が広がっていた。

「す、すっげー！」

　明らかに骨を削けずりだして作ったと思われる大剣けん、赤く光る金属の刃は──朽くちかけたドアの向こうに広がっていた空間は、紛まぎれもないファンタジーであった。

　俺は一日中でもここにいられるかもしれない。急速に悠の瞳に輝かがやきが宿っていく。

「なんだァ騒そう々ぞうしい。……客か？」

　先ほどまでの訝いぶかしげな会話など忘れて、大声ではしゃいでいたものだから、店の奥にいた者も気づいたのだろう。

　面めん倒どうくさそうに頭を搔かきながら、中年の男性が現れる。

「あ、ハ、ハイ！　換かん金きん所の人からの紹介で来ました！」

「ちっ、またヘンリーの奴やつの紹介か」

　男性の応対は、お世辞にも丁てい寧ねいとは言えない、無骨なものだった。

　だが、それさえも悠のテンションを上げる一因にしかならない。

　理由は、男性の姿にある。

　低めの身長、しかし筋肉がギッシリと搭とう載さいされた骨格。そこに、豪ごう快かいなヒゲときたものだ。一言で言うのならドワーフの鍛か冶じ屋やである。無論、そこまで極きよく端たんに身長が低いわけではなく、男性は普ふ通つうの人間だが。

　そんな風ふう貌ぼうの男性が無骨な言葉遣づかいでやってくるものだから、見るからに鍛冶屋という雰ふん囲い気きが生み出されていた。

「……だがまあ、アイツに言われてくるってこたそれなりのモンを持ってるんだろ？　どれ、見せてみな」

「うっす！　これっす！」

　加えて言うと、ぶっきらぼうではありながらも仕事には誠実そうだというのもあっただろうか。

　こんな奥まったところにあるボロ屋も、今の悠にとっては隠された秘密の鍛冶屋だ。先ほどの心配はどこへやら、すっかりと男性を信しん頼らいしきっている。

　しかし──悠がここへ来る理由となったドラゴンの爪つめを差し出すと、男の目の色が変わる。

「……っこれは、ドラゴンの爪か！」

　気だるそうにしていながらも鋭するどかった瞳ひとみは見開かれ、打ち上げた鉄のような輝きを宿す。

　男の反応を見て、いまさらながらにドラゴンの爪というものがどのような存在なのか、悠はどことなく感じることとなった。

「お前さん、こいつはどこで……？」

「えっと、山に来てたはぐれドラゴンを狩かって……あ、聖堂騎き士しの人もいたんですけど、それで状態がいいヤツをとってきたんです」

　剣けん吞のんな雰囲気さえ漂ただよわせながら眼光を強める男に、困惑しながら話す。

　クララと顔を見合わせ「言ってよかったのかな？」「でも噓うそはつきたくないし」などと話し込む悠達を見ながら、加工屋の男は思う。

「（こんなガキどもが、聖堂騎士の力を借りてとはいえドラゴンを？　……にわかには信じられん）」

　それもそのはず、外見的には屈くつ強きようとも言えない──悠は発育状態がいいためかこの世界においては長身気味であるが──普通程度の体格の少年少女である。どこか気の抜ぬけた雰囲気といい、それほどまでの実力者とは思えない。

　しかし。

「（それでも、噓を言っているとも思えん。とぼけちゃあいるが、こいつらには何かがある）」

　加工屋の男は、悠たちに言いようのない存在感を抱いだいていた。

　その視点は、魔ま物ものの素材から完成形を掘ほり出す目利きとでも言うべきか、加工屋ならではの審しん美び眼がんであった。

　それに、なによりもだ。

「まあ、いい。ドラゴンの爪なんてえ大物を扱あつかうのは久しぶりだ。……おい小こ僧ぞう、気に入ったぞ。十日待ちな、飛び切りのナイフを作ってやるぜ」

　ドラゴンの爪。全加工屋が垂すい涎ぜんする素材を前に、滾たぎらぬはずがない。

　加工屋の言葉に、振ふり向く悠。その言葉の、不敵な笑えみの『らしさ』に、瞳が輝く。

「あ、ありがとうございまっす！」

「見積もりはこんなもんだ。払はらえねえなら分割でもいいが──」

「これなら大だい丈じよう夫ぶっす。一つは、ドラゴンの爪を売ってきてるんで」

「ふん、もったいないことをする、が……俺のナイフが一本ありゃ十分だな。よし、十日後にまた来な。度ど肝ぎも抜ぬいてやる」

　興味のある素材を提供されたからか、口調こそぶっきらぼうなものの、加工屋の態度は知らぬ間にやわらかくなっている。

　悠を気に入った、というのも本当なのだろう。はしゃぐ悠を見てニヒルに笑う加工屋。なんだか楽しそうだなあ、とクララは思う。

「あ、そうだ、もし可能なら付けてもらいたい機能があるんですけど……」

「なに？　お前さん、なかなか面白いことを考えるな」

「……それにしても……男のコだなあ。ちょっぴり、羨うらやましいかも」

　出会ったばかりの男性と、年ねん齢れいの差を超こえて楽しそうに話す悠を見ると、羨ましくなる。

　『男のロマン』を理解できずに苦笑するクララは、なんだか少し寂さびしそうなのであった。










　　　第四話　市場







　加工屋を出て、少し歩き。

　日の当たる通路に出た悠ゆうとクララ。

　そこで、悠は興奮に立ち尽つくしていた。

　広い通路を、人々が行きかっている。

　ただそれだけの光景ではあるが、そこにある建物や、そこを行く人々の服装など。

　それらは決して日本では見ることのできない光景だ。

　そして何よりも、通路を縁ふち取どるように立ち並ぶ露ろ店てんの数々。

　悠の食材に対する『嗅きゆう覚かく』をもってしても嗅かぎ取れないようなすさまじい種類の食材が、そこら中に溢あふれかえっていた。

「ここがモイラスの市場か……！」

　食材があるぶん、悠の興奮はモイラスに到とう着ちやくした時をも上回っていて──ふと、悠はなぜこんなに心が躍おどるのか、というのを考えた。

　恐おそらくファンタジーの光景というだけではない。知らない食材や料理で溢れかえっているのも、一因に過ぎない。

　ならばなぜかと考えると、少しして気づいたのはそれが日本の『お祭り』に似ているからなんじゃあないかと思い至る。

　この世界では、この街では、日本の特別が日常なのだ。逆もまた然しかりではあるが、悠はそうして、今自分が毎日の『特別』の中にいることに気づいた。

「ふふ、気に入った？　私も久々だけど、この活気は好きだなあ」

　そんな悠に、優しく微笑ほほえみかけるクララ。

　恐らく、彼女の存在もまた、悠の心を躍らせる要因の一つだろう。

　お祭りの空気を可愛かわいい女の子と、ともなれば思春期の少年が有う頂ちよう天てんになるのも無理はないだろう。

「ああ！　早速見て回ろうぜ！」

「うん。でも、カティアを訪ねにいくのも忘れずにね？」

「お、おう。わかってるよ、たぶん……」

　それでも、結局一番は食べ物であるのは悠らしいところだが。

　一つ釘くぎを刺さされ、苦笑しながらも悠は歩き出す。これは多分忘れてたなあ、なんて思いながら、クララはその後を追うのだった。

　しかし。

　普ふ段だんたいした娯ご楽らくもないような田舎いなかに住んでいるクララにとっても、この空気は非常に魅み力りよく的なものだった。

　久々の都会。露店が並ぶお祭り的雰囲気。そして気も合い、気になる男の子もいるとなればやはり楽しいものは楽しい。

　気がつくと、二人は市場を堪たん能のうしていた。

　なにせ未知の食材、料理のオンパレードだ。

　片かたっ端ぱしから体験してみたい悠だったが、残念ながら腹のキャパシティは普通の人間と比べても多めくらいなもの。あれもこれもというわけにはいかない以上、ある程度は厳選する必要がある。

「おお！　これは、面白い味だなあ」

「見た目はお肉なのに、海の香かおりがするね」

　最初に悠達が食べたのは、海かい獣じゆうの串くし焼やきだった。

　見た目は焼くと茶色くなるタイプの肉──牛肉などに近いが、その匂においは魚類のような海の香りという、まさに魚と肉の中間のような不思議な味わいの肉が串に刺されて塩を振られたものだ。

　店先のお兄さんに聞けば、海獣はひれのついたずんぐりとしたものだという。アザラシの様な姿だろうか？　と悠はイメージする。

　本来海獣の肉というのは鯨くじらの様な味になるらしいのだが、これは完全に魚と肉を合わせたような味で、悠には初体験のものだった。

「おじさん、これ一つ！」

「んんー、すっぱいけどさっぱりする！」

　こってりとしたものを食べた後は、みずみずしい野菜で口の脂あぶらをぬぐうように。

　次に買ったのは洋ナシのような形をした艶つややかな緑色の野菜だ。

　これは水分量が非常に多く、まるでトマトのような味わいだった。悠は煮に込めばトマトソースのようなものができるかもしれない、と記き憶おくにとどめる。

「ふふ、また料理のこと考えてる？」

「ん……おお、よくわかったな？」

「えへへー、わかるよー」

　エビチリ、パスタ。トマトで作れる料理を悠が考えていると、クララは悠の顔を下から覗のぞき込むようにして微笑んでいる。

　その微笑みに、悠はどきりとして──一歩後ずさろうとするのを、我が慢まんした。

　これではまるで──

「デートって、こういうのを言うのかなあ。本でしか読んだことないから、わからないけど……」

　デートのようだ。そんなことを思うだけでも恥はずかしいのに、同じことを考えていたのがわかると、悠は心臓がうるさくなるのを感じた。

「え、あ……そ、そうなのか……も、しれないな？」

　一いつ瞬しゆんだけ、もしかしてからかわれたのかもしれないと思った悠だったがクララの顔が真っ赤なことを確認すると、そんな疑問も過ぎ去った。

　ということはつまり自分のことを憎からず思っているのではないか。ついそんな浮うわついた気持ちになってしまうのは、思春期男子学生の性さがだろう。

　尤もつとも、今や悠に学生という肩かた書がきはないのだが。

　それでも──ひょっとしたら、過ごしていたかもしれない甘あま酸ずっぱい時間が気恥ずかしくなって、悠はそっぽを向いた。

　顔を赤くして、手を前に組み、うつむきがちに微笑んでいる──クララのその仕草が、無む性しように可愛らしく見えたからだ。

　クララの顔を見ていると本当にどうにかなりそうで、悠は必死に跳はね回る心臓を抑おさえつける──

「（落ち着け落ち着け……デート＝恋こい人びと同士の行事って訳でもないんだ……ん？）」

　が、そむけた視線の先に見たことがない木の実を見つけると、一気に心は未知なる食べものに支配される。

「おじさん、これ何すか？」

「んむ……もう」

　悠が食べものに対して、多大な興味を示すことは知っている。だけどもう少しだけこの時間を共有していたかったクララは、人知れず頰ほおを膨ふくらませた。

「これはナグの実だよ！　甘くて濃のう厚こうで美う味まいよ！」

　とはいえ、甘くて濃厚という言葉には、少し惹ひかれるのも事実だ。クララも結構食くいしん坊ぼうな方なので、悠の気持ちもわからないではない。

「お似合いのお二人さんだねえ。どうだい、ちょっとおまけするから食べてみないかい」

「……！　そ、そう見えますか？」

「あ、おお……そ、そうっスか？」

　そして流石さすが露ろ天てん商しよう人にん、慣れている彼らは商売のチャンスを逃のがさない。
















　実際にどう見えたのかはわからないが、適度な煽あおり方に二人の機き嫌げんは良くなって、つい財さい布ふの紐ひもも緩ゆるんだ。

　しかし悪いものを売りつけられたということはなく──ころころとした小さく丸い木の実はほんのりと染しみ渡わたるような香りを発している。

　膨らむ期待に歯を突つき立てると──

「んん、優しい甘みだな」

「ほんと！　ねっとりしてて、じわって広がっていく感じ！」

「酸味もあるな。あの、これ干したりしてないんですか？」

「してないよ！　何でも水分が少ない所に生えてるみたいだけどね」

　やわらかく、それでいて絡からみつくような濃厚な甘みが口中に広がる。

　近い味覚は干ほし柿がきだろうか。悠が干しているのかと聞いたのもこれが原因だ。

　実際には干し柿と比べると少し強めの酸味もあり、濃厚なのに食べていて飽あきが来ない。

　こうして悠達は露店の食べ歩きを進めていく。細こま々ごましたものを味見──といった程度でも様々な種類を入れていくと、それなりに腹がふくれるもので。

　──時折お互たがいを意識していたり、気恥ずかしさに赤くなっていたりすると、気がつけばそれなりの時間も経っていた。

「いやー……結構食べたなあ。俺は後一品くらいなら入りそうだけど、クララはどうだ？」

「私もそろそろお腹なかいっぱいだよ。でも、確かにもう一品くらいなら入るかなあ」

　時間も良い塩あん梅ばいになってきた頃ころには、腹の限界が近いことに気づく。

　そんなわけでここらで〆しめといこう、と意見が一いつ致ちし、二人は最後の一品に相応ふさわしい店を探し始める。

　あまり脂っこいでもない、本格的な食事。

　奇くしくも、二人が欲ほつしている料理は同じだった。

　あれはちょっと脂っこそう。あれは最後の一品には冒ぼう険けんすぎる。

　様々な店があるのに、いやむしろ様々な店があるからこそこれだと言う料理が見つからない。

　だが、そんな二人の目にある店が留まる。

「芋いも煮に……芋煮かあ」

　どうやらその店で扱あつかっているのは、ごくシンプルな芋を茹ゆでただけの料理らしい。

　少しばかり地味なせいか、店には客が少なかった。目を引くビジュアルや匂いもなく、代わり映ばえのしないド定番では仕方がないのかもしれない。

　しかし、だからこそ惹かれた。

　クララと顔を見合わせて頷うなずくと、悠は芋煮の店に近づいていく。

「おじさん、二皿ください！」

「ん、ああ……ありがとうね。はい、どうぞ」

　代金を渡して芋煮を受け取ると、どこか懐なつかしいようにさえ感じる魅力的な香りが立ち上る。

　何ど処こか漂ただよう日本の香りは、ガルムを使っているからだろうか。魚ぎよ介かい出だ汁しにも似た匂いが、故郷を思わせる。

　芋は、日本でよく見た品種とは少し違ちがう様な気がした。が、翻ほん訳やくが『芋』と拾っただけあってよく似ている。色合いが少し濃こく、さつまいもに少し寄っているだろうか。

「いただきます」

　食材への感謝を述べて芋に歯を立てると、丁てい寧ねいに煮込まれている芋がほっくりと割れ、中から蒸気が吹ふき出した。

「あふ、あっふぅ……！」

　見れば隣となりでクララが予想以上の熱さにあえいでいる。

　笑いだしたくなるのを堪こらえながら、悠は押しつぶすように優しく口の中の芋を割っていく。

「（おおお……！）」

　その味わいは、やはり日本を想起させた。

　魚ぎよ醬しようで丁寧に煮込まれた芋は芯しんまで味が染みていて、塩しお辛からいというのにほくほくとした食感のおかげで優しい味わいに昇しよう華かしている。

　口の中で細かくなっていくほどに広がっていく穏おだやかな土の香りと、潮の香り。

　シンプルであるがゆえにその完成度は高く、シンプルであるがゆえに食の好みに染み込んでいくような味わいだった。

「うんまい！　なんか落ち着く味だなあ」

「あふいけど、おいふい！」

　クララはまだ熱を冷ましきっていないようで、はふはふと口の中から蒸気を逃しながらも、顔を綻ほころばせた。

「ははは、君たちみたいな若い子にそう言ってもらえると嬉うれしいなあ」

　そんな二人を見て、中年よりも少しいったくらいの男性は穏やかに微笑ほほえんだ。

　その言葉に噓うそはなく、本当に嬉しそうだが、どこか寂さびしさを感じさせる笑えみだった。

「いや、ホント美味しいです。しっかり中まで味が染み込んでるのに、崩くずれてないし……ガルムもちょうどいい塩梅です」

「おお、わかるかい？　詳くわしいねえ、料理はするのかな」

「まあ一応は。趣しゆ味みの自じ炊すい程度ですけどね」

　悠の言葉に機嫌を良くしたのか、少しだけ店主の顔から寂しさが消えた。

　が、それもすぐに戻もどってくる。

「それでも嬉しいねえ。最後に君たちみたいな子に食べてもらえてよかった気がするよ」

「ええ？　お店、畳たたんじゃうんですか？」

　店主の言葉に反応したのは、熱々の芋に息を吹きかけていたクララだ。

　クララの言葉にこくりと頷いた店主は、何処か遠い風景を映す様に空を見る。

「見ての通り、売上がイマイチでね。やっぱり若い人には地味すぎるみたいで……味には自信があるんだけども。売れないもんで、芋も余らせちゃうしなあ」

　語られる理由は、この市場ではおそらくありふれたものなのだろう。

　店主の言葉には節々に悔くやしさがにじむ。悠は、なんとなしにそこに料理への思い入れを知った。

　それは、絶ぜつ妙みような味わいの芋煮を見ればわかることだ。

「それは……ううん、難しいっすね」

　しかしこればかりは、どうにもならない。

　華はな々ばなしい市場では目を引かないのは確かだ。

　だが悠には宣伝の方法はわからない。食べてもらえさえすれば、きっと芋煮の旨うまさも伝わるだろうに。

　なにか、若い人向けの料理でも出せれば違うんじゃないか。

　ふと、そんな考えに思い至るのは悠が食いしん坊だからか。

　……だからこそ、悠にはふと考えが浮うかぶ。

「なんか、目を引くサイドメニューとか出してみる気はありません？」

　何か目玉になる商品でもあれば良いんじゃないか？　と。

　市場でも今の所見ずに、大量の芋の在庫もなんとかなる。

　そんな料理に悠は心当たりがあった。

　ただ、市場に並ぶようなモノではないだけで、もうすでにこの世界に存在しているかもしれない。

　それほどまでに簡単でさえある料理──

　確認を込めて、悠は呟つぶやくようにその名前を口にする。

「ポテトチップスって言うんですけど──」

　生まれはおそらく１８００年代のアメリカ。

　いまや日本ではメジャーもメジャーな、親しみ深い菓か子しの名前を。










　　　第五話　ポテチ







「ねえねえ悠、ぽてとちっぷす、ってどういう料理なの？　ポテトは、芋だよね？」

　芋煮の屋台を少し離はなれ、市場を歩く二人。

　ポテトチップスを作るには、大量の油が必要になるためだ。

　市場を廻めぐりながら、よい油はないかとくまなく視線を這はわせる悠に、クララが聞いたのはこれ以上なくシンプルな質問だった。

「んー？　料理、っていうと俺の故郷じゃ首を傾かしげるような人もいるだろうなあ。そんな感じの、すっげえ簡単な料理だよ。ポテトを使うのは間ま違ちがいないぞ、っと。これでいいかなあ」

　対して悠が返したのは、その本質的に触ふれているかというと微び妙みような、何気なしの日常会話の域を出ないものだ。

　望んでいたものとは違う答えにクララはぷうと頰ほおをふくらませる。悠が敢あえて『ポテトチップス』の全容を話さなかったことに気がついたからだ。

「ま、あとのお楽しみってな。簡単すぎて拍ひよう子し抜ぬけするかもしれないけどさ」

　そんなクララの頰にも気づかないでもないが、悠はあっけらかんと油を物色する。

　選んだのは種から採ったというオーソドックスな油だ。

　匂においはクセもなく、これなら芋もよい具合に揚あがるだろう。

「気になってるみたいだし、あっちに戻るか！」

「はーい！」

　市場で買った二、三の商品を手に、悠達は芋煮の屋台へと戻った。

　戻ってきてもやはり客は居ない。

「ああ、戻ってきたのかい。君も律りち儀ぎだねえ」

「ええまあ。それじゃ、ちょっと調理器具借りてもいいですか？」

「使ってくれ。どうせこのままじゃ今日はもう使わないだろうからね」

　店主はどこか疲つかれを感じさせるなだらかな肩かたで、笑いかける。

　自じ嘲ちよう的な態度と言葉を見ていると、近く店を畳む予定だったというのは本当なのだと、再認識させられる。

「でも、なんだって見ず知らずの私のために此こ処こまでするのかね。それこそ、売れるかもしれないというのなら自分で店を開くことも難しくはないと思うが」

　手を洗い、芋をスライスし始めた悠の姿を見上げるように、店主は問いかける。

　クララや男性の反応を見る限り、ポテトチップスはこの世界においてまだ先進的な料理なのだろう、と悠は思う。

　それならば、ポテトチップスがこの世界に流行を巻き起こす可能性は十二分にあるだろう。

　だが、悠にはそういった商売っ気はなかった。

　大金を見れば、目を輝かがやかせるだろう。成功したい、認められたいというごく当たり前の欲よつ求きゆうだって、あるにはある。

　それでも──

「オジサンの芋煮、なくなっちゃうのは惜おしいなって思ったからッスかね。それにアレな話ですけど、こっちにはまだ来たばかりで。もう少し遊んでたいんですよ」

　悠こそ自分の不器用さを笑うように、ごまかすような理り屈くつを並べて、歯を見せて笑った。

「そうかあ……」

　つられるように微笑んだ男性の笑顔の意味は、悠にはわからなかった。

　当の本人も、どうして笑ったのかはよくわかっていない。強いて言うのなら、悠が眩まぶしかった。それだけはわかっていた。

　こうしている間にも悠はてきぱきと準備をすすめる。

　薄うす切ぎりにした芋いもを冷水にさらし、油を温めるなどすると、準備は出来上がる。

「よし、じゃあこっからだな」

　確認するように呟くと、鍋なべを覗のぞき込むようにクララが近寄り、店主が腰こしを上げた。

　鍋に綺き麗れいに薄切りにされた芋が投入されると、雨のような音を立てて泡あわが弾はじけ始める。

「えと……これでいい、の？」

「そう。簡単だろ？」

　そのあまりにもシンプルな工程に疑問の声を上げたのはクララだ。

　芋を揚げただけ。それだけの料理ならば此方こちらの世界にも『フライドポテト』は存在するのだ。

　変わったところと言えば、揚げるまでの工程が少し違ちがうだけだ。薄切りで、水にさらして、その後で水気をきっただけ。

　口には出さなかったものの、その眼めには僅わずかな失望──というと大げさだが──が交じる。

　しかしこの世界にはまだ『それだけ』の工程を加える芋の揚げ料理が存在していないのだ。

　その結果がどうなるか──店主だけが、それを厳げん粛しゆくな眼まな差ざしで見守っている。

　悠はというと、慣れ親しんだ菓子を自分で作っているだけだ。簡単な調理方法ということもあり、鼻歌交じりで作業を進めていく。

　程よく芋が揚がってくると悠は火の勢いを強め、油の温度を上げた。火ひ吹ふき竹のような器具を使ったのだが、初めての経験はなんとなく楽しく感じる。

「よし、こんなもんだろ」

　強められた火勢によって芋はからりと揚がったようだ。

　すぐさま芋を取り出し、紙を並べた上に置いて油を切る。

　肘ひじを立て、手首を曲げて、摘つまんだ塩を指でこするようにしながら、腕うでの裏側に当てて落としていく。一時期こんな塩の振ふり方が話題になったなあと、肉を焼く男性を思い浮かべた悠は実に均等に塩を振りまいた。

「油が切れれば……完成！　ささ、二人共食べてみてくれ」

　これで、ポテトチップスは完成だ。

　特別な調味料もなく、特別な工程もなく、ものの数分で出来上がったのはこの世界ではまったく新しい『料理』であった。




　　　　　　　◆




「おおー、こんなふうになるんだ。確かにこれは見たことないかも」

　悠に促うながされたクララは、早速ポテトチップスを手にとった。まじまじと見つめるそのさまには関心の度合が見て取れる。

　が、いままで悠の料理を見てきたクララにとってそれは些いささか衝しよう撃げきに欠けるものだった。

　なにせ、芋をただ揚げただけだ。予想もつかないような悠の料理を見て、食べてきた彼女にとって、揚げた芋という存在はあまりにも馴な染じみが深すぎた。

　だが──見るものが見れば、わかる。

　たった二、三工程を足しただけの揚げた芋が、『たったのそれだけ』でフライドポテトからどれほどの変化を遂とげたのかを。

　クララ、店主、そして悠。三人が全く違う意識で、同時にポテトチップスを口に運ぶ。

　すると──魅み惑わく的な食感が、快音を伴ともなって弾けとんだ。

「……！」

「わあ……！　何これ！　すごい食感……っ！」

　パリッ、そしてサクッ。上質な焼き菓が子しに歯を立てたような食感が、ポテトチップスを嚙かむ度たびに訪れる。

　この世界でこの食感を味わおうと思えば、菓子職人の努力が必要となる。それほど上等な食感が、次々と押し寄せる。

　そして、心地ここちよい快音の後にはほんのりと香かおるような芋の甘味がやってくる。それを適度に振られた塩が引き締しめ、油の濃のう厚こうさが幸福を伝えてくる。

　塩と油。人間は、この組み合わせに幸福を感じずにはいられないように出来ている。

　化学でぶん殴なぐるようなメランコリックな魅み力りよく。それがポテトチップスだ。

「こ、これは凄すごい。少し手を加えただけだというのに、全く新しい料理だ……！」

「あんなに簡単だったのに、初めて食べるよっ！」

　ある種の『最適解』の衝撃は、この世界の人々には凄すさまじいものだったようだ。

　予想以上の反応に、悠は若じやつ干かんたじろぐ。

「はは……喜んでもらって何よりだよ」

「いや、本当に驚おどろいた！　これほどポピュラーな素材と塩だけでこんなにも斬ざん新しんな料理を生み出すとは……！　君は天才だ！」

　店主の賛辞は人の手て柄がらを横取りするような気持ちを思い起こさせたが、手放しで褒ほめられるのはやはり悪くない感覚だ。

「んんー！　重ねて食べるとまたちょっと違った味わいがあるね！　でもちょっと罪悪感が……」

　その隣となりで、クララは早くもポテチの流りゆう儀ぎにたどり着きつつあった。

　やはり異世界の人でも重ね食べには妙みような罪悪感を覚えるのだろうか。悠は苦笑する。

　ふと気がつくと、屋台の周りにはまばらに人が集まってきていた。

　クララと店主の反応を見て、気になった人々が近づいてきているのだ。

「ともかく、これがポテチっす。多分もう、店主さんも作れますよね？」

「あ、ああ……そのはずだ。しかし、何な故ぜ？　これは確実に売れるぞ。どうして初対面の私にここまで？」

　このままでは人混みに捕つかまるかもしれない。そうなってしまうと、カティアを訪ねるのが遅おそくなってしまう。

　ポテチを作るマシーンにされる前に退散しなければ、と足早に去ろうとする悠は、しかし店主の言葉に足を止めた。

「本当に、芋いも煮にが美う味まかった。それだけなんです」

　困ったように笑ってから、悠は続ける。

「ポテチってこれでも俺の国じゃ新しいなんてこともない、かなりポピュラーな菓か子しなんすよ。人気があったから爆ばく発はつ的に広まって──でも、簡単すぎて扱あつかいはあんまり良くないんです」

　周りは徐じよ々じよに喧けん騒そうを増してきている。

　そんな中でも、店主と目が合うと、不思議と世界が静かになる気がした。

「それでも、愛され続けてるんすよね、ポテチって。ありふれていても、時々馬ば鹿かにされても、ずっと売れてて、食べられてるんすよ」

　悠が思うのは、先さき程ほどの芋煮だ。

　この市場には新しいものが溢あふれている。悠にとっては新しん鮮せんも新鮮な気分だ。

　それでも──

「だから、良いものって多分残っていくと思うんですよね。オジサンの芋煮は、間ま違ちがいなく良い料理でした。なんて言ったら良いか……それが、後に残る手伝いをしたかったんですかね」

　今日悠が食べた中で一番『美味かった』のは、この芋煮だったから。

　この世界からすれば異世界人である悠が、クララと一いつ緒しよに懐なつかしさを感じられる様な料理。それが認められないのが、悲しかったからなのかもしれない。

「んじゃ、俺達そろそろ行きます！　またしばらくしたら来ると思うんで、もし繁はん盛じようしてたら芋煮奢おごってください！」

「……！　ああ！　待ってるからね！」

　店主の男に発破をかけて、悠はクララと共に市場を後にした。

　不思議な衣服に身を包んだ少年が消えた後、店主の男はポテトチップスを見つめるようにうつむいてから、勢いよく顔を上げる。

「よし……！　私もこうしてはいられないな！」

　教わった料理を再現し始めると、辺りには徐々に人だかりが出来始める。

　ポテチが揚あがる頃ころには、先程のクララの様に鍋を覗き込まんばかりの人もいた。

「さあさあ、全く新しい料理──ポテトチップスの出来上がりだよ！　是ぜ非ひ食べてみておくんなさい！　芋煮も美味いよ！」

　声を張り上げる店主の顔には、先程までにはなかった活力が満ちていた。

　──あるいは、そんな風に沈しずんだ顔も、芋煮が売れない理由だったのだろうか。

「そのポテトチップスってのを一つくれ！　……ついでに、芋煮も貰もらおうか」

　生まれ変わった気分の店主にとっての、お客様第一号。

　その幸さい先さきは、良いようだった。










　　　第六話　ザオ教







　腹ごしらえを終え、悠とクララがちょっとした出会いと出来事を終えるころには、頂点にあった太陽が少しずつ傾かたむき始めていた。

　日が暮れる前に用事を済ませて宿を探したい二人は、早速モイラスまで来た用事を済ませようと、カティアを訪ねに行った。

　モイラスはそれなりに広い街だ。その規模を考えると、目当ての建物──カティアが勤めているザオ教の神しん殿でん──を探すのは、骨の折れることだと思っていたのだが……

　目的の建物は、案外早く見つかった。

「えー……この建物でいい、んだよな？」

　と言うよりも、探すまでもなかったと言ったほうが正しいだろう。

　眼前に聳そびえる建物──文字通りの神殿を前にしつつ、悠は白昼夢でも見ているかのように呟つぶやいた。

「すごいでしょ？　モイラスの神殿っていったら、結構有名なんだよ」

「いやすごすぎるというか、ここホントに近づいていいところなのか？」

　途と方ほうにくれたかのような悠の反応に、クララは満足げである。

　しかし途方にくれたというのもあながち間ま違ちがいな表現でもないかもしれない。

　聳え立つ神殿の全体的に輝かがやかんばかりの白一色は、穢けがれのなさを想起させる厳おごそかな光を湛たたえていて。

　太く、歪ゆがみなく立ち並ぶ柱は力強く。祀まつる神の偉い大だいさを称たたえているかのよう。

　建物自体が失われさえしなければ、たとえザオ教という宗教が失われても、賞賛を受け続け保護され続けるであろう文化物。

　宗教施し設せつということもあるが、地球なら間違いなく一いつ般ぱんの人間が立ち入ることは出来ないだろう。

　そんな建築物を目にすれば、ひるむのもさもありなんといったところだろう。

　だが、クララはそんな悠を見えない糸で引っ張るかのようにずんずん前へと進んでいく。そうなれば、悠も彼女についていくしかない。

「入れはしないと思うけど、人を呼ぶくらいはしてくれると思うよ？」

　悠はおぼろげにしか知らないが、ザオ教、そして神殿騎き士しはこの世界の人々の生活と密接に関わった機関・役職である。

　騎士たちの主な仕事は治安維い持じであるため、この神殿は言うなれば教会と警察署の複合施設といったところだろうか。

　とはいえ勿もち論ろん悠はそんなことは知らない。見れば入り口には屈くつ強きような二人の男性が武器を持って立っている。彼らが門番であることは悠にもすぐにわかった。

　そんな場所へあっけらかんと近づいていくクララに戦せん々せん恐きよう々きようとしつつも、何かが起きた時には自分が何とかしなければ、と思う悠は傍そばに控ひかえるようについていくしかない。

「何用か」

　奇き妙みような衣装に身を包んだ、挙動不ふ審しんな少年。

　そんな悠の姿はなかなかに怪あやしげで。門番たちから目的を問う声がかかる。

　警けい戒かいを強める門番達に「ああやっぱりクララをちゃんと止めておけば……！」と後こう悔かいする悠は、彼らの警戒の原因が自分だとは気づいていない。

　哀かなしいかな、今の悠は地球で喩たとえれば騎士鎧よろいに身を包んだ挙動不審な少年だ。

　それでも一応先に手を出さない限り様子を見よう、とするのは流石さすが人を守る騎士といったところである。

「ええと、カティア＝フィロワさんと会う約束をしているのですが、もしよろしければ呼んでいただけないでしょうか？」

　しかし──クララが尋たずね人である友人の名を出すと、門番の警戒はクララにまで及およんだ。

　そればかりか、その視線にはわずかな怒いかりさえ混じってきた。

　敵意に限りなく近い剣けん吞のんな空気に、クララがたじろぐと、悠は歩み出てクララの前に影かげを作る。

　その姿に門番は怯おびえと闘とう志しを感じ取ると、一段声を抑おさえて聞き返した。

「カティア様、だと？　あの方に今日誰だれかが訪ねて来るといった話は聞いていないが」

　カティア『様』。そう聞き返されれば、悠達もなんとなく門番たちの怒りの正体が見えてくる。

　──この世界では、あるいは下したっ端ぱと呼ばれるような者でさえ、騎士の位は高い。

　少なくともそれ以上の地位を持つ。そんな彼らが強調するように様、と付けて友人の名を呼んだことで、悠とクララには今まで考えなかった疑問が浮うかんだ。

　もしかして、カティアってすごくえらい？

　空腹で行いき倒だおれていた彼女との出会い、そしてフランクな態度。それらを見てきた悠達は想像さえしてこなかった。

　だがこうして、ただでさえ地位の高い人々がわざわざ様付けで呼びなおしているのだ。

　それがその存在をどう説明しているのかは、よく理解できた。

　少なくとも、ごく普ふ通つうの──と呼んでいいのかもわからない一般市民がアポなしで会えるような存在ではないのだろう。

　敵意を向けられたことで対たい抗こうした悠だったが、自分たちが無礼だったことに気がつくと闘志を納めた。

　そうすることで戦せん闘とう態勢が解かれたことを感じたのだろう、小さく息を吐はいて門番たちも敵意を納める。

「カティア様への面会を望むのならば、まずは書面で申し込むとよい。尤もつとも、あの方が会われるか、面会がいつになるかは別の問題だがな」

　門番は僅わずかに乗り出すようにした身を元の位置に戻もどすと、小さく息を吐き出した。

　会うまでの手順を教えてくれるところを見ると、仕事熱心なだけで悪い人間ではないのだろう。

　悠はせめて取り次いでもらうだけでも──とは思わなくもなかったが仕方がない。その対応にはいつか見た役所の仕事を思い出した。

「スイマセン、迷めい惑わく掛かけました。……どうする、クララ？」

「うーん、やっぱりお手紙を出して正式な手続きをするしかないんじゃないかな？　ちょっと時間はかかっちゃうかもしれないけど」

　頭を下げてから踵きびすを返し、どうカティアに会うか話し始める二人。

　電話一本で約束の取り付けを、ということが出来ない不便さを思う悠。なんだかんだ言って、地球の文明というのは便利だったのだと改めて認識させられる。

「ま、しゃーない。急ぎの旅でもないんだし、ゆっくり待つか」

「そうだね。じゃあひとまずは宿探しかな──」

　とは言っても、ないものねだりをしても仕方がない。

　それよりも今日の宿をなんとかしないと野宿だ。自然の中であればある程度は慣れた今、街の中の野宿のほうがよほど危険で環かん境きようも悪いというのは皮肉な話だった。

　街の中心部へ戻ろうと足を進める悠達。

「おおい、待ってくれ！　ユウ、ユウじゃないか!?」

　しかし運が良かったのか、落ちた背中に呼び止める声。

　聞き慣れたその声は間違えるはずもない、命がけの共同生活を行った親友の声で──

　弾はじかれたように振ふり返ると、そこにあったのは駆かけ寄ってくる小さな姿。

「カティア！　久しぶりだなあ！」

「ああ！　クララも一緒か！　となると、親おや御ごさんを説得できたんだな、嬉うれしいぞ！」

「おかげさまでっ！　私もカティアに会えて嬉しいよ」
















　神殿騎士カティア＝フィロワその人だった。

　走り寄ったカティアはそのままの勢いで悠に飛びつくと、力強い抱ほう擁ようを交わした。

　女の子に近い外見とはいっても、カティアは年上の女性だ。どぎまぎとするも、カティアは名残なごりも感じさせないような速度でぱっと離はなれると、次いでクララに抱だきついた。

　クララもそれに抱擁を返すと、また離れたカティアが正面から悠達の眼めを見つめる。

「いや本当に、会えて嬉しい。たった数週間ではあるが、君たちといない日々は退たい屈くつだったよ」

「そう言ってくれるとこっちも嬉しいよ。今、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「ああ。今はこれといってやることもなくてね。すこし抜ぬけ出すくらいなら問題ない」

　たまたま君たちの姿を見つけられてよかった。

　そう言って、カティアは朗ほがらかに笑う。

「さて、ここじゃ立ち話もなんだし、どこかの店に入って……といきたいところなんだ、が」

　離れていた時間は短いが、その間の話もしたいし──何より、本題はここから先、極きよつ圏けんに向けてのものだ。

　腰こしを落ち着けて話をしたいのは悠とクララも一いつ緒しよだったのだが、カティアの言葉は段々歯切れが悪くなる。

「抜け出してきたものの、私は今職務中ということもあってな。……すこし、面めん倒どうなことを思い出してしまった」

　まだ職務中。確かに友人を見つけたから退勤します！　は通るまい。悠とクララは揃そろって頷うなずく。

　しかし、それ以外にもなにか、カティアはばつが悪そうだ。

「どうかしたのか？」

「ああ。……本当に悪いんだが、ドラゴンの一件で少し、キミの事に触ふれてしまってな。私の上司、と言うと少し違うんだが。ともかく偉えらい人が、ユウに会いたがっているんだ」

「俺ェ？」

　その理由は、悠も無関係ではなかった。

　悠とクララの姿を見つけて、嬉しくてつい飛び出してきたカティアだったが、後々になると面倒なことを申し付けられていたことを思い出してしまったのだ。

　偉い人が会いたがっている。そんな言葉に嬉しいやら恐おそろしいやら、ごちゃごちゃな気持ちが糸を纏まとめるように膨ふくらんでいく。

「悪いんだが、少しばかり彼と会ってはもらえないだろうか？　ザオ教が大司教──ディミトリアス＝ランドール様に」

　大司教。地球にも在った役職だが、ファンタジー世界におけるその言葉は持つ意味合いが少し違う。

　漠ばく然ぜんとそんな違いの情報量にくらくらとしながら、悠は寝ねぼけたように頷いた。










　　　第七話　ディミトリアス







「先さき程ほどは、申し訳ございませんでした……っ！」

　カティアと共に神しん殿でんの入り口へと戻ると、悠達を待っていたのは門番二人の深々とした謝罪だった。

　片かた膝ひざをついて頭を下げる、最も自分を低く見せる最上位の謝意は、悠にとっては此方こちらが申し訳なくなるほどのものだ。

「い、いや！　気にしてないんで気にしないでください！」

　本当は少しは気にしていたのだが。

　こうまでされるとついそう言ってしまうのは日本人の性さがか。謝罪の目的がこれである以上は、どこに行っても変わらないのかもしれないが。

「まったく、君らは少し頭が固すぎるぞ。私を訪ねてくる者など少ないのだし、それでなくともいずれ客人が訪ねてくるかもしれないとは伝えておいたろう。取り次ぐぐらいはしても良かったと思うが」

　だが反面、カティアは言葉の端はし々ばしに僅かな怒りを滲にじませながら懇こん々こんと説いている。こういう所を見ると、やはり悠は本質的には気弱なのかもしれない。

「ま、まあまあ……ホラ、その大司教様？　も俺を呼んでるんだろ？　ならさっさと向かったほうが良くないか？」

「む……それもそうか。君らももう少し柔じゆう軟なんな対応を心がけるように。直接会わせたりはともかく、話を取り次ぐぐらいは禁止されていないだろう」

「は、はい！」

　最後に一つ小言を漏もらして、カティアは悠達の一歩前を歩き始める。

「あの二人は仕事熱心なのだが、どうも融ゆう通ずうが利きかなくてね。業務内容にないようなことは絶対にしようとしないんだ。禁止されていないことくらい、気を利かせても良いと思うのだが」

　小さくため息を吐つきながら頭に手をやるカティア。そんな所を見ると、こういうトラブルは一度や二度ではないのかもしれない。

　カティアに連れられこの先──あるいは一生？──入る機会がないかもしれない神殿内部を見回しながら歩く悠は、よそ見を続けながら返す。

「こういうところだし、ある程度は仕方ないと思うけどな。忙いそがしいだろうしさ」

「忙しいのは否定しないが、騎き士しである前に私達も人間だからな。一つのことに思考を縛しばられるのは良くないと私は思う。その分仕事熱心ではあるのだがね」

　恐らくは部下に当たる先程の門番達をそう評するカティアの口ぶりは、まさに上司のものだった。

　相応に偉いとされる立場にいるのだろう、と感じ取る悠とクララにとっては、門番達の態度もわからないものではなかった。

「でも、カティアって偉かったんだね。私、今まで失礼なこととかしてない……？」

　ザオ教の中でもそれなりに地位の高い本部勤め。そんな彼らが敬うカティアとは一体どれほどの──という考えが浮うかび始める。

　実際、カティアは相応の地位に立っていると言えた。

　生まれもよく、このザオ教の中でも剣けんの腕うでで実績を挙げている。

「確かに役職で言えばそれなりのものではあるが……失礼なことなどあるものか。私は君たちとは対等な友人同士だと思っている。だから強いることは出来ないが、今までどおりに接してくれると嬉しい」

　しかし、そんなものは彼女にとっては些さ細さいなことだ。

　隠かくしていたわけではないが、必要以上に丁てい寧ねいに接せられるのは、辛つらかった。

「マジ？　いやー、焦あせったよ。そう言ってくれるとありがたいわ」

「……ありがたいのは、此方もだよ」

「じゃあ、今までどおりだね！　改めてよろしく、カティア！」

　その点で、悠やクララの反応はカティアにとって救いだったといえる。

　変にへりくだることもなく、遠えん慮りよすることもない友人同士。

　規則や規律を重んじる場所で生活してきたカティアには、それが新しん鮮せんだった。

「さて、着いたぞ。ここが大司教の御お座わす所だ。わかっているとは思うが、此方では一応礼節を正すように」

「わかってるって。自じ慢まんじゃねえけど、結構小心者なんだぜ、俺」

「あはは、本当に自慢じゃないね……」

　軽く冗じよう談だんを言い合うのは、謁えつ見けんの間の前。

　扉とびらからして既すでに豪ごう奢しやな部屋の前での冗談は、悠とクララの緊きん張ちようをほぐした。

　二人の心持ちが整ったことを確認すると、カティアは扉に備え付けられたノッカーを鳴らす。

「失礼致いたします、カティア＝フィロワです。例の者達を連れてまいりましたが、如何いかがなさいますか」

　本来であれば、事前の報告なしに謁見の間を訪れることはありえない。

　だがそれを出来るというのは、カティアの地位の高さを暗に物語っていた。悠とクララはそれに気がつくことがなかった。

「入りたまえ」

　カティアの声に返されたのは、低く静かに響ひびく落ち着いた声だった。

　声に導かれるままきらびやかで重いドアを押し開くカティア。

　そこに広がっていたのは、悠にとっては文字通りに異世界の風景だった。

　天てん井じようや壁かべに施ほどこされた金細工、煌きらめくようなシャンデリアの光。そして──正面、二人の従者に挟はさまれた、優しげな風ふう貌ぼうの青年。

　傍かたわらの二人を立たせ、中央に座すという構図はそのまま彼らの地位を示している。

　ならば、中央の彼が──

「ユウ」

　跪ひざまずいたカティアが、小さく悠の名を呼ぶ。

　見ればクララも同じ様に跪いており、悠は慌あわてて二人に倣ならった。

「よく参られた客人殿どの。どうか楽にしてほしい」

　悠が跪いたのを確認すると、座る青年は穏おだやかな頷きを返して、そう告げる。

　立っていいと言われたことを理解すると、悠達はせわしなく見えないようゆっくりと立ち上がる。

「私の名はディミトリアス＝ランドール。まずは騎士カティアを助け、ドラゴン討とう伐ばつの手助けとなってくれたことを感謝したい」

　ディミトリアスと名乗った青年は、平へい坦たんでありながら温かみのある声で礼を述べた。

「あ、いや……此方こそカティア……様、には助けていただき、ありがとうございました」

　大司教。それがどれだけ偉いのかは悠にはわからなかったが、山が高くとも見ただけですぐには標高がわからないのと同じように、漠然と目の前の人物が偉い大だいであることだけを理解しつつ悠は頭を下げた。

　実際、彼──ディミトリアスはこの国、いや世界でも上から数えたほうが圧あつ倒とう的に早い地位の持ち主だ。あわてながらも公的な場ということでカティアに様とつけたのは、見事だったといえるだろう。

「この度たびは急な呼び立てになってしまってすまなかった。個人的な用になってしまったのだが、どうしても君に会いたかったんだ」

　おそらくはそんな悠の心境を見み抜ぬいたのだろう。微笑ほほえましげに鼻を鳴らすと、ディミトリアスは二人の側近を交こう互ごに見やる。

「ここからは個人的な話になる。少し外してくれないか」

「……はっ」

　問いかけるようでいて、その声には有無を言わさぬ命令が含ふくまれていた。

　わずかな逡しゆん巡じゆんを見せながらも、側近の二人は肯こう定ていを返す。

　自分の存在を顧かえりみる悠は、気の毒やら悲しいやら、不思議な気分だった。

「騎士カティア、後は頼たのむ」

「ああ、任せておけ」

　その存在こそが最低限の譲じよう歩ほなのだと言外に語りつつ、側近達は豪奢なドアを開いて部屋を出て行った。

　足音が遠ざかっていく中、悠は思う。

「（それにしても──なんかこう、オーラが違ちがうってこういうことなのかね。大体、大司教って割には若すぎるような……）」

　相当なやり手だったんだろうな──と、いうところまで考えが至るころに悠が思い浮かべたのは『ラスボス』だった。

　大体からして、ファンタジー世界の司教だの大司教だのというのは、悪役と相場が決まっているのだ。現実とは反対に。

　しかし──

「……はあ！　やっと行ったか。まったく困っちゃうよなあ、僕が個人的に会ってみたかったから呼んだ、って言ってるのにアレなんだからさ」

　静せい寂じやくを打ち破る若い男性の声に、そんな考えも吹ふっ飛んだ。

「へ？」

「えっ」

　思わずそんな素すっ頓とん狂きような声を上げたのは、悠とクララだった。

　この場に男性は二人。だがこの場で悠がそんなことを言うはずも言える筈はずもなく。

　となれば、そんなことを言いうるのはこの場で一人。視線を集めるその青年が悠とクララの視線に気がつくと──青年、大司教ディミトリアス＝ランドールは舌を出して笑い、カティアは頭を押さえてため息を吐はき出した。

「いやー、悪いねユウくん！　ホントは僕のほうから会いに行きたかったんだが、彼らが許してくれなくてね」

　極きわめて快活に笑いながら、ディミトリアスは悠へと近づき、手をとった。

　千切れんばかりに腕を振ふるう様はまさしく陽気の一言。

「改めて、よろしく！　僕の名前はディミトリアス＝ランドールだ。まあ、こんなナリでもザオ教の大司教を務めさせてもらってる」

　年相応ではあるが、地位にはふさわしくないまでのフレンドリーさで、ディミトリアスは改めて名を名乗る。

　……なんだか、先ほどとはまた違う由来の頭痛が襲おそってくるような気がした、悠だった。










　　　第八話　スキル







「おお、う、よろしくお願いします……？」

　世界最大宗教の、大司教。

　その肩かた書がきを持つ者が、満面の笑えみで激しい握あく手しゆを求めてくる。

　想像を超こえた現実に、頭がパンクしそうになりながらも悠はなんとか返事をする。

「いやいや、せっかく部下を下がらせたんだし、もう少しフランクにお願いするよ。そこを踏ふまえて、自己紹しよう介かいのほう行ってみようか！」

　しかし、どうやら混乱状態で精せい一いつ杯ぱいの丁寧な返事は、ディミトリアスの気に召めさなかったようだ。

　この世界のことには疎うとい悠も、大司教と呼ばれる存在に対して、要求されたとはいえフランクな接し方をするというのが不敬にあたることだというのはわかる。

　できればこのまま、最低限の丁寧語で接したい。救いを求めるべく、悠はカティアへと視線を送る。

「諦あきらめてくれ。私も最初は抵てい抗こうがあったが……これを拒きよ否ひすると、今度は権力を使ってくるぞ」

「わかってるじゃあないか！　さ、遠慮はせずに自然体で来てくれ」

　が、駄だ目め。

　光を失ったカティアの目には、代わりに諦てい観かんの念が湛たたえられていた。

　どうやら、腹を据すえるしかないらしい。

「それじゃ普ふ通つうにやらせてもらうけど、俺は上総かずさ悠。趣しゆ味みは料理と、食べること。このあたりの人間じゃないんで、いろいろズレてることが多いけど、よろしくな」

「ああ、よろしく！　君のことはカティアから少し聞いていてね。名前だけは知っていてずっと会ってみたかったんだが……ようやくそれが叶かなってうれしいよ！」

　簡単でぶっきらぼうな自己紹介を終えると、ディミトリアスは無む邪じや気きなまでの喜びを表する。

　とりあえずは、自分の対応が正解だったことを知れて心中で胸をなでおろす悠。

「ええと、じゃあ其方そちらの女性は？」

「ひゃい……！　わ、わたしはクララですっ！　よ、よろしくお願いします！」

　だが、クララはまだこの世界についていけていないようだ。

　この国のことを悠よりもずっと詳くわしく知っているからこそ、この空気の「異世界感」はクララが抱かかえているもののほうがずっと大きい。

　フランクに、という部分はおろか、返事さえまともにできなかったクララを見て、ディミトリアスは苦笑いを浮うかべる。

「うーん、まあ緊きん張ちようしているのは仕方がないか。よろしくクララ、次はもう少し慣れてくれると嬉うれしいね」

　しかしそれ以上は追つい及きゆうすることも要求することもなく、ディミトリアスは頷うなずいた。

　握手を求めなかったのは、クララの心境を汲くんでのことだろう。冷静になって、一歩引いた視線から状じよう況きようを見る悠は、感かん嘆たんの息を漏もらす。

　先ほどまで玉座に鎮ちん座ざしていた厳おごそかな大司教の姿は見る影かげもなかったが、底そこ抜ぬけに陽気な青年はその端はし々ばしに知性をにじませていた。

　ディミトリアス＝ランドールという青年に対し、自分が興味を持ち始めていることに気がついた悠は、これが一種のカリスマなのだろうと思った。

「カティアは君たちもよく知っているから紹介は必要ないだろう。じゃあ自己紹介も終わったところで本題に戻もどろうか」

　だが、ここからは気け圧おされているばかりというわけにもいかない。

　大司教と呼ばれる彼が、わざわざ自分を呼びつけた。その動機が気まぐれであろうとも、そこにはしっかりとした意味がある。そう、悠は気を引き締しめる。

　果たして──ディミトリアスには、確かな目的があった。

「ユウ、この場に君を呼んだのは、ほかでもない。君の持つ力について、僕が個人的に興味があったからだ」

　一部の者にしか知られぬ、悠のその本質。

　ディミトリアスの目的は、それだった。

　底抜けに陽気なディミトリアスの空気に飲まれていた悠だが、ディミトリアスが目的を告げると、その眼めは狩人かりゆうどの様に鋭するどく細められた。

　最上位の秘密としているわけではないが、「食」の力は異質なため喧けん伝でんしないほうがいい。

　悠は、自分の力を漠ばく然ぜんとそのように捉とらえていた。

　また、ザオ教という宗教も、その本質は知らない。魔ま物ものの力を自分のものとする、という存在が、異い端たんとされ弾だん劾がいの対象にならないとも限らない。

　ディミトリアスと出会った時とはまた別の緊張、争いの気配に、僅わずかな敵意が漏れる。

「おいおい勘かん違ちがいはしないでくれ。言ったろう、個人的な興味だと。恐おそらく君が考えているであろうことはないよ」

　悠の考えを感じ取ったのか、ディミトリアスは大おお仰ぎような動作でそれを否定する。

　わざとらしいまでの、ホームドラマさえ思わせるような動きに、毒気を抜ぬかれる悠。

「うん、わかってくれたのなら嬉しい。出来るなら僕の方から会いに行きたかったって言うのは本当でね。それくらい個人的な用事なんだよ。だから呼び立てるのは悪いと思ったんだが、そうでもしないと一生機会なんて訪れないのでね」

　だが一いつ瞬しゆんで悠の思おも惑わくを見み抜ぬき、敵意を感じとり、敵意を削そいだ手しゆ腕わんは本物だ。

　念を押しているあたり個人的な用というのも噓うそではないらしい。

　ディミトリアスの言葉に警けい戒かいを薄うすめる悠。

　争いの気配が去り、ディミトリアスは頷いた。

「では話を進めよう。ユウ、そしてクララ。君たちは『スキル』という概がい念ねんを知っているかな？」

　そしてようやく再開するディミトリアスの話。

　──スキル。地球では聞いた、しかしこの世界にはそぐわない言葉に悠は驚おどろき、そしてクララと顔を見合わせた。

　クララの顔を見れば、その言葉はクララでさえ聞いたことがないもののようだ。

「いえ、知らないです……」

「俺もだ。そのスキル、ってのは？」

「知らないのも無理はない。スキルという呼こ称しようも便べん宜ぎ上じようのものでね。まだ正式な名前はないんだ」

　悠とクララの反応に、ディミトリアスは満足げに頷いた。

「説明をさせてもらいたいのだが、名前も決まっていないくらいだ、僕達も詳しいことはわかっていなくてね。ただそうだな、技能や能力、という意味を持つ言葉である以上はこれもそういった類のものになる」

　ディミトリアスが語るスキルという存在は、ひとまずは名前の通りのものであるらしい。

　謎なぞが多いという点を中心に、話は回っていく。

「喩たとえるのならば、魔物達が持つ力に似ている。魔法では再現できない不可思議な力、それがスキルだ。しかしこれを持つ者は少ない。ある日突とつ然ぜん目覚める者もいれば、生まれつき持つ者もいる。スキルに目覚める者はあまりにもバラバラで、発現の条件はよくわかっていないんだ。ただ、その個人の生き方がスキルの発現に関係しているというのは間ま違ちがいないと言われている。例えば、剣けん豪ごうが剣に関連する能力を得たり、なんてね。……とにかく、不思議な力ってことさ」

　ディミトリアスが語るスキルの説明を聞けば、悠も何を言いたいのかわかった。

「俺の力も、そうだっていうのか」

「恐らくはね。食べられるモノを察知し、毒の有無を見極める。素晴らしい力だと思う。この力さえあれば、ほとんどの場所で餓が死しする心配はなくなるだろう。それこそ──極きよつ圏けんでさえも」

　自分の持つ『食』の力。

　それがディミトリアスの言う『スキル』という存在なのだと。

　同時に、そこまで教えられて、悠は思わずカティアを見た。

　申し訳なさそうに眉まゆを顰ひそめているが、疑問を込めた視線に彼女は首しゆ肯こうする。

　どうやら、カティアが喋しやべった悠の力は『食物の察知、可食性の確認』だけのようだ。

　最も重要な力の吸収、増ぞう幅ふくの点については伏ふせられているらしい。

　心中で感謝を述べて、悠はディミトリアスに視線を戻す。

「しかしスキルの所持者はまあ、極ごく稀まれな存在ではあるが居ないことはない。だが実用性があるスキルの所持者はまだ多くは発見されてなくてね。ユウ、君ほどの能力を持つ者はそうは居ないだろう」

「あ、ああ……ありがとう、でいいのか？」

「ああ。誇ほこって良いことだよこれは！」

　胡う散さん臭くささはあるものの、自じ慢まんの能力を誉ほめられれば悪い気はしない。

　しかし気が緩ゆるむのは良くない。カティアの視線に気づくと悠は口角を真っ直すぐに直した。

「僕は君の能力に強い興味を持っていると言ったね。だからこそ、僕は君のスキルをもっと知りたい。その行き着く先を」

　反対に、ディミトリアスは見てわかるほどの興奮に口角を吊つり上げて、悠の瞳ひとみを見み据すえる。

「そこでだ、一つ提案がある。君は極圏に興味があるのだろう？　僕はそのサポートをしたい。極圏に行く際の渡と航こうの手続きや、金銭をザオ教として正式に全面的なサポートをしよう。代わりに一人、カティアのほかに、君たちの旅に同行させたい少女がいる」

　そうしてディミトリアスが告げたのは、その様な取引であった。

　金銭や手続きのサポート。何よりも正式にカティアと旅に出られる許可。それは非常に魅み力りよく的な提案だといえる。

「なんで、そこまでするんだ？　言ったらなんだけど、俺みたいな得体の知れないヤツにさ」

　だがだからこそ、その提案は悠にとって不気味でもあった。

　当然、その不自然でさえある様子は、ディミトリアス本人も気づいていたのだろう。

　巡めぐるように部屋を歩くと、ディミトリアスは玉座に腰こし掛かけた。

「得体が知れないからこそ、さ。未知の力、スキル。それは人の持つ可能性そのものだ。生まれつきのものはともかく、その在り方に其その者の生き方が関わっているのは確実だろう？　言い換かえれば、努力の結けつ晶しようと言っても良い。努力によって導かれる人の力、可能性。それはとても素晴らしいことだと思う」

　どこか遠い所を見つめるように、ディミトリアスは天てん井じようへと視線を動かす。

　その眼には何が映っているのかはわからない。しかし──

「もちろん、スキルは様々だ。一見して役に立たなさそうなモノから、人を傷つけかねないモノもある。だがユウ、君のその力は、より良い未来へと向かう意志そのものだ。あらゆる生物にとって切り離はなせない『食』を見極める能力、障害となる『毒』を感知する能力。それは、そのまま試行錯さく誤ごを繰くり返して食という文化を築いた人間の歴史そのものだと思わないか？」

　その眼には、段々と紅あかく燃えるような熱が蓄たくわえられていくのがわかった。

　赫かつ々かくたる鉄の様に、力強く眼が輝かがやいていく。

「未知！　未来！　それは人が人である以上は切っても切り離せないモノだ！　より良くあろうとしてきたからこそ、人はこうして栄え、文化を形成するにいたった。だからこそ、僕らはそういったモノに惹ひかれる、ロマンを感じずにはいられない！」

　それは、少年の瞳だ。

　ディミトリアスの眼は未知の食材を見つけた時、それらが未知の味覚をもたらした時の、悠とよく似た輝きを放っていた。

「熱くなってしまったが、何を言いたいかというとだね……こんな立場だから大きくは言えないが、僕も男の子だってことさ。未知の土地、未知の冒ぼう険けん！　結構じゃないか！　僕には人々をより良い方向へ導くという目的がある、だからこういう職に、地位に就ついている。それに不満はない、けれどね」

　言葉を一いつ旦たん打ち切ると、ディミトリアスは悠にその熱い瞳を向ける。

　そうなれば、もう言葉は要いらなかった。

　ロマンに燃える少年二人、そこに難しい理り屈くつは必要ないだろう。

「未知の探求に燃える気持ちは持っているつもりだ。近くにそんな存在がいるなら憧あこがれるし、手伝いという形でも関わってみたいだろう？」

　大司教。そんな肩かた書がきを持つ熱い青年がニヤリと笑ってそう締めると、悠もまた笑わずにはいられなかった。

　ディミトリアスは立ち上がり、悠へと歩み寄る。

　そして──固い握あく手しゆを交わす。今度は、悠もその手を強く握りしめた、本当の握手を。

「ああ……！　わかるぜその気持ち！」

「わかってくれて嬉うれしいよ！　と、ここからは細かい話になるのだけれどね。ザオ教のディミトリアスとしては、君たちの極きよつ圏けん探たん索さくのサポートは、調査の依い頼らいという形で行おうとしている」

　ここに、男二人の熱い協力関係が結ばれたのだ。

　さて、こうなると置いていかれたのは女子二人である。

「え、ええー……こんな感じで大だい丈じよう夫ぶなの……？」

「う、む？　どうだろう……職権濫らん用ようなのは確かだろうが……」

　何やらトントン拍びよう子しに話が進んでしまっているが、それはバカ二人が独自の世界で行った交信によるモノだ。

　男のロマン、この世界の一いつ般ぱん的な女性がそれを理解するのには、まだもう少し時間がかかる。

　やいのやいのと話し合う悠達はまるで十年来の付き合いがあるように見えて──

「そんな簡単な話でもないと思うのだがな……」

　カティアの苦言は、誰だれにも届かず聞き流されるのであった。










　　　第九話　極圏探索に向けて







「いやあ……大司教さま、って聞いたモンだからどんな人かと思ったら、面白い人だったなあ」

「はは、聞いてるこっちとしては気が気じゃなかったけどね……」

　ディミトリアスとの邂かい逅こうを終え、しばらく。

　悠達は場所を移し、宿屋の一室で腰掛けていた。

　ふと窓の外を見てみれば、石造りの白しら壁かべは茜あかね色いろに染まっている。

　じきにもう日が落ち、暗くら闇やみが訪れるだろう。こんな時間になってしまったのは、ディミトリアスとの話が少しばかり長引いてしまったせいもある。

「けど、宿の方がスムーズに見つかってよかったよな。まさかこんな面めん倒どうまで見てくれるなんて、太っ腹というか」

「恐おそれ多いっていうのはあるけどね。でも本当、一時はどうなることかと思ったよ」

　しかしだからこそ、悠達は今の時間でこうしてゆるりと体を休め、会話が出来ているというのもある。

　この宿は、ディミトリアスが手配したものだった。

　話し込んでしまったことで時間が遅おそくなってしまったことを詫わびると、ディミトリアスはサポートの一つとして当面の拠きよ点てんにと宿を手配してくれたのだ。

　しかもこの宿、それなりのグレードである。高級ホテルとはいかないが、評判の民宿。地球で言えばそんな具合だろうか。

　そんなわけで、悠とクララは非常に上じよう機き嫌げんでいた。

　薄うす々うす危き惧ぐしていた悠の能力に対する世間の反応やら、極圏の旅をする上での障害となる様々な問題も解決し、暫しばらくは宿の心配もないのだ。これからやることが山積みだという途と方ほうもなさとでも言うべき漠ばく然ぜんとした不安が取り除かれたのは大きい。

「けど、どうしたんだカティア。なんか、さっきから元気ないけどさ」

「ん？　いや……君には悪いことをしたと思ってな」

　だが、そんな悠達とは逆に、カティアの表情は暗い。

　その口ぶりから恐らく能力のことを謝っているのだろう、と推測した悠は一層笑えみを強める。

「俺の力のことなら気にするなよ？　結果的にこうしていろいろ助かったわけだし、一番大事なところは伏ふせておいてくれたんだからさ」

「……そう言ってもらえるのは有り難がたいのだが、やはり気にはなってな。それに、私の他に後一名旅に同行する、というのが気にかかっているんだ」

　悠が気にするなと伝えてもなお、カティアの顔は晴れない。

　はっきりと言えば、カティアはもう一名の同行者、というのを不安に思っているのだ。

「私にはこれがどうも、体ていのいい監かん視しに思えてね。君たちの旅を邪じや魔まする要因になるのではないかと思っている」

「監視、ってディミトリアスが？　……やっぱあの人、なんか怪あやしい部分があったり？」

「いや、それはない。少なくとも彼の暗い部分は私は知らないよ。悪人を憎にくみ罰ばつし、罪なき人々には迷わず救いの手を差し伸のべる、あの方はそういうお人だ。だがなんだか引っかかってな。ディミトリアス様はともかく、同行者を『ザオ教の人間』としてみると潔白を証明できないというか……」

　カティアの反応に悠が「あるある」から連想されたディミトリアスの暗い部分を問えば、それはないと返す。

　それでもカティアが不安に思うのは、一言で言えば勘かんだ。

「君たちの──いや、私達の旅の障害になるかもしれない、と思うとやはり申し訳ない気持ちがあってね。心配しすぎといえばそうなんだが……」

「まあ、大丈夫だろ。何かあったら、その時に考えりゃいいさ」

　だがそれには根こん拠きよがない。悠にそう笑って返されると、カティアもなんとなくだが大丈夫な気がしてくる。

　そうして振ふり返ってみると、自分は何を心配していたのだろうとカティアは苦笑した。

　苦々しさが混じっているとは言え、とりあえずはカティアが笑ったことを確認すると、悠は膝ひざを打つように勢いづけて立ち上がる。

「さて、それより今後の予定を決めようぜ。第一回極きよつ圏けん遠えん征せい会議だ！」

　第一回極圏遠征会議。その場のノリと勢いで、悠は高らかにその開かい催さいを宣言する。

「うう、ついに始まるんだなあ。あの、本当に、迷めい惑わくかけちゃったらゴメンね……？」

「また大おお仰ぎような名前を……いや、だが正しく冒険だものな。勢いづけも必要か」

　二人も悠の唐とう突とつなノリに慣れてきたのだろうか、その反応は様々だ。

　先さき程ほどまでディミトリアスと似たようなノリをたっぷりとしていたからか、悠も二人には特に不満なく話を続ける。

「最初はやっぱ行き先だよなあ。思えば結構行き当たりばったりでさ、まだ何も決めてないんだよな。なあカティア、極圏ってどんな場所があるんだ？」

　最初の議題として選ばれたのは、第一回極圏探索の行き先だ。

　この世界には極圏と呼ばれる極限環かん境きようが幾いくつも存在する。そういった場所ではその土地独自の生態系が築かれており、悠の目的は極圏の魔ま物ものを食すことだ。

　この世界の『魔物』と呼ばれる生物は強ければ強いほど美う味まいと言われており、悠の目的はそういった強い魔物を食べることにある。だが当然、強い魔物が生息する土地はそれだけでも危険度が跳はね上がる。

「それは、いろいろあるさ。常に濃こいマナの霧きりで覆おおわれた森や、灼やけた岩が紅い河を作る地底、空に浮うかび雲海を漂ただよう島。詳しよう細さいさえわかっていないような場所さえ幾つもある」

「空に浮かぶ島はわたしも聞いたことがあるなあ。おとぎ話だと思ってたけど、本当にあるんだ！」

「浮ふ遊ゆう大陸……！　いいねえ、ロマンを感じるぞ……！」

　とはいえ、そういった『場所』そのものにワクワクする気持ちも、またある。

　ファンタジーのお約束、浮遊大陸。食しよく欲よくこそが信条ではあるが、サブカル世代の少年としては聞き逃のがせない単語だ。

　クララの方も、御お伽とぎ噺ばなしとして聞いた存在の実在に、目を輝かがやかせている。

　二人からの期待の視線に、カティアは慌あわててクールダウンを図はかる。

「まてまて、確かに実在はするが、大陸という程大きくはないぞ。魔物も桁けた外はずれに強いものが多いらしいし、そもそも空の島はある島に近づく僅わずかな期間しか乗り込めないんだ」

　だから初めての極圏探索に選ぶには適さない、と。

　カティアの言葉に、悠とクララは乗り出さんばかりに浮き上がっていた腰こしを沈しずめた。

　二人の聞き分けが良かったことに、カティアは安あん堵どの息を吐はく。

「だから、最初はなるべく簡単な所へ向かうことをおすすめする。私としては『白の砂さ漠ばく』あたりが良いのではないかと思う」

　代わりにと提示したのは『白の砂漠』と呼ばれる極圏だ。

　興味は空に浮かぶ島に向かっていたものの、具体的な地名を出されると、悠は否いや応おうなしに『ファンタジー』を感じさせられた。

「白の砂漠……！　どんな所なんだ？」

「その名の通り、延々と砂原が広がっている場所だそうだ。水も僅かながら発見されており、長期の滞たい在ざいから帰ってくるものも極ごく僅かに存在する。人が住むことが出来なかった理由としては、水の少なさ、空気の乾かん燥そうと寒さが挙げられている。また、冷気の魔ま力りよくが雪のように降り注ぐ現象も確認されているな。これが積もっている風景から、白の砂漠と名がついたそうだ」

　悠の要望に、カティアは知る限りの情報を並べていく。

　白の砂漠。それは極圏探索で生計を立てようとする冒ぼう険けん者が最初に挑いどむ様な試しの場所だ。

　住むには適さないが極圏の中では比ひ較かく的穏おだやかな環境で、住む魔物も同じく、強いものは少ない。

　だが、それは飽あくまで極圏の中では、という話。

　生息する魔物は大陸の魔物とはそもそも比べ物にならないほど強く、環境もシンプルに『人が住めないほど』のもの。

　試しの場所とされているが故ゆえに、ここで帰らぬ人になった冒険者の数は、他の極圏とは比にならないほど多い。

「要するに、入念な準備とある程度の強さが必要ということだ。比較的危険度が低いとは言っても、油断は禁物だぞ」

　そう言葉を締しめると、カティアは釘くぎを刺さすように視線を鋭するどく研とぎ澄すます。

　咎とがめるようにさえ見える強い眼まな差ざしを受けて、悠とクララは息を吞のんだ。

「う、それを聞くとちょっと怖こわいかも……」

「確かに。でも油断をしてるつもりはないぞ」

　しかし、ここで引くなら二人はそもそも旅に出ていない。

　悠にはこの世の食を制せい覇はするという目的が、クララには自分のルーツを探るという目的が。それぞれ引けない、命を懸かけるに値あたいする理由があるのだ。

「でもそうだな、初めてなんだし、自分がどれだけ出来るかってのを知るのは大切だと思う。白の砂漠、俺は賛成だ」

「うん、私も賛成。やれるだけのことは、やっておきたいもんね」

　だからこそ、悠とクララに油断はない。自うぬ惚ぼれはない。

　自分を過大評価することはせず、過小評価することもせず、事に当たろうとしている。

　自分の力を見誤って死にかけたカティアだからこそ、二人の考えは嬉うれしく思えた。

　同時に、自分自身も二度と見誤ることなくあろうと思う。

「よし、話はまとまったな。ではユウ、宣言を頼たのむ」

　腕うでを組み、カティアは悠に視線を送る。

　その視線の意味を一いつ瞬しゆんだけ考えた悠だが、すぐにその意図する所に気がついた。

　会議を締めるのは、リーダーの役目だと。そしてそのリーダーは誰だれか、カティアは暗にそれを語っていた。

「……おお！　じゃあ……第一回極きよつ圏けん探たん索さくの行き先は『白の砂漠』で決定だ！」

「おおー！」

「腕が鳴るな」

　確かに感じる信しん頼らいに喜びながら、拳こぶしを突つき上げる。

　悠に合わせて二人が拳を掲かかげると、悠は胸に熱いものが流れ込んでくるのを感じた。

　たった三人の小さな極圏探索隊。その第一歩が、今ここに刻まれた。










　　　第十話　お買い物







「おー、いい感じに晴れたなあ」

　宿屋のドアを開いて、身体からだを抱だくような暖かさに空を見上げて、悠は呟つぶやいた。

　カティアと合流してから二日、一日の雨をまたいだ今日は文句のつけようがない快晴だ。

「じめっとした空気もないし、気持ちのいい日だな」

「お買い物日和びよりだねー！」

　その後ろから現れたのはクララとカティアだ。

　悠に倣ならって空を見ると、そこには雲一つない。

　言う通り、買い物には絶好の天気である。

　しかし、本日の目的は服や日用品の買い出しなどではない。

　悠達がこれから出かけるのは、極圏・白の砂漠へ行くための買い物である。

「確かにな。でも楽しい気分は良いけど、買い物はしっかりと、だぞ。なんか忘れ物があったら、今度は遭そう難なんってだけじゃすまないかもしれないしな」

「あい……もう遭難はこりごりだよ」

「準備を怠おこたるな、というのは耳が痛くなるな……」

　備えを怠れば、山の中以上に過か酷こくな状じよう況きようで彷徨さまようことになる。そうなれば行き着く先がどこになるかは、簡単に想像が付くというものだろう。

　いきなり山の中に放り出された悠はともかく、クララやカティアの遭難は準備や認識の不足によるところが多い。買い忘れのないように、という悠の言葉に、クララ達は身を引き締める。

「とはいえ、俺も買い物自体は楽しみだけどな。それじゃ、出発するか！」

「おー！」

「うむうむ」

　だが、どうせならば楽しんで、という気持ちは釘を刺した悠自身にもあるものだ。

　視線をなだらかにして微笑ほほえむと、少女たちの表情もぱっと明るくなる。

　ここに、極圏探索隊として最初の行動が幕を開けた。
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「と、言っても……何から買うか迷うねえ」

「全部が全部今日買うわけじゃないからなあ。まあ、今日は露ろ店てんで揃そろうものに絞しぼるとしようぜ」

　買い出しを始めて少し。

　悠達はモイラスに着いた時とは反対に、じっくりと露店を見て回っていた。

　未知の味を至上の喜びとする悠にとって──いや、そうでなくとも露店で目を引くのは様々な食べ物だ。

　だが、よく見てみると、露店には冒険者向けの装備品やツールといったものも売っている。

　悠は極普ふ通つうに店先に剣けんがならぶその光景に目を輝かせながらも、締めるところは締めていた。

「あまり絞らずとも、必要になりそうなものはとりあえず買っておけば良いんじゃないか？　備えあればなんとやら、というじゃないか。かかった金額は、後でディミトリアス様に言えば出ると思うぞ」

　じっくりと店先の品物に視線を這はわせる悠に提言したのは、準備の大切さを身にしみさせたカティアだ。

　ディミトリアスによる極圏探索のサポートは話し合いによって少しずつ具体性を得てきており、極圏探索にかかる費用の中でも物資や渡と航こう費はザオ教が支し払はらう、という事になっている。

　だったらどうせなら、片かたっ端ぱしから買えばいい、というのがカティアの考えだが──

「いんや、それでも買うものは絞らなきゃなんだよ。俺達の旅は、三人……じゃなくて、ザオ教から同行する人を含ふくめたら四人か。とにかく少数の旅になるんだから、あれこれ持っていっても荷物になるぜ。大人数の探たん索さくなら、ありったけでもいいかもしれないけど、できれば本当に必要なものだけを買うのがいいな。今は宿があるけど、出発しちまうと使わないモノを置いておく場所もないしなあ」

　悠は店先のナッツを試食しながら、カティアの提言に否を返した。

　腕を組んだまま、カティアはなるほどと感心する。

　言われてみれば、大おお風ぶ呂ろ敷しきに潰つぶされる自分を想像し、カティアは神しん妙みように頷うなずいた。

「これください。量は──そうそう、そんくらいで」

　店主に指示を出しつつ購こう入にゆうしたのは、クリーム色の平たいナッツだった。

　色はピーナッツに似ているが、形はナッツ類としては少し変わっているだろうか。パンプキンシードなんかが似ているかもしれない。

　この試食で悠が見たのはナッツの味と匂におい、そして重量だ。

　ナッツ類は小さいながらも栄養価が高く、登山などでは定番の非常食・行動食として有名だ。

　食料の殆ほとんどは現地調達するつもりでいる悠達だが、何も獲とれない日に備え非常食の用意は必要だ。そうでなくとも、ナッツは行動中にエネルギー補給として軽くつまみたい時などには非常に優れている。

「あれ、そんなに買うの？　荷物になるんじゃ……？」

　それでも、買い過ぎなのではないか。

　まさか非常食として持ち込むのはこのナッツだけなのだろうか。

　感じた疑問がそのまま口を出ると、悠は満足そうに口角をつり上げた。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。四人分を分けたら一人頭はちょうど良くなるさ。さ、次行こうぜ」

　果たして、返ってきた言葉は望んだ具体性を持ってはいなかった。

　しかしナッツはそれなりの量がある。四人分で分けても、そこそこの容量にはなるだろう。

　すると、やはり非常食として持ち込むのはこのナッツだけなのかもしれない。

　これにがっくりと来たのは、カティアだった。遠えん征せいの経験はない彼女だが、同どう僚りようから遠征中の食事の『飽き』の辛つらさは非常に苦しいものだと聞いている。食事の大切さを知っている悠でも効率を考えればそれは避さけられないのか、と同僚の語る辛さを体験する覚かく悟ごを決めるカティア。

　そんな二人の下がった眉まゆに気づいたのだろう、悠は首をかしげる。

「ん、どうした？」

　気持ちを知ってか知らずか、悠は何気なくそう尋たずねる。

　カティアは少し迷ってから、折角聞かれたのだからと問いかけに答えた。

「いやその……ナッツだけでは飽あきが来ないかと心配で。向こうで食料を調達できればいいのだが、飽きはつらいと聞いていたものでな。他にも干し肉とかを買ったほうがいいんじゃあないかな、と」

「ああー、確かにそういうの聞いたことあるな。でも心配無用、そのへんはちゃんと考えてるよ」

　しかしそこは食くいしん坊ぼう、何も考えていないわけではない。

　ナッツ一つとっても、様々な食べ方があるものだ。悪戯いたずら心と、どうせなら何が出るか楽しみにしていた方がより美お味いしく食べられるだろう、という思いから悠は具体例を語らない。

　それでもクララとカティアは悠に考えがあることを知ると、胸をなでおろすことができる。

「ああ、よかった。それは楽しみだな」

「ナッツの料理？　んー、なんだろなー」

　反応を見るに、悠が作ろうとしている物は、二人には思いあたりがないようだ。

　ナッツの携けい行こう食といえば定番があるのだが、あるいはこの世界にはまだそれは存在しない料理なのかもしれない。

「気にいるといいんだけどな、栄養とかはバッチリだからまあ、楽しみにしといてくれよ」

　向こうでの反応に思いをはせて、悠は気分を高こう揚ようさせる。

　どうにも自分は驚おどろかせるのが好きだなと思いつつ、深く掘ほり下げずそれに付き合ってくれる二人に感謝するのだった。

「さてじゃあ次に行くか！」

　ナッツでずしりとした袋ふくろを掲げ、悠は号令をかける。

　食料の調達は極きよつ圏けんで行うつもりだが、なにかおもしろい食材があれば、持ち込むのもよいかと悠は考えていた。

「ああ、これなんか使えそうだな」

「これは……なるほど、乾かん燥そうさせた山菜か。重量がなくて良さそうだな」

　それに『白の砂さ漠ばく』という名前から考えれば、野菜の入手が難しそうだという想像もある。食しよく卓たくに彩いろどりを添そえるためにも、こういった食材があると料理を豊かにするだろう。

　なにより、それは悠自身のモチベーションにもなっていた。

　広場を回れば未知の食材がある──それは、野の食材とはまた違ちがう『異世界の食文化』だ。心が躍おどらないはずもない。

「ん、あれは……？」

　しかし、それでも、自らの魂たましいの所在を感じる瞬しゆん間かんというのはある。

　悠がふと眼めを留めたのは食材──として扱あつかわれているモノ──ではなかった。

　歪いびつで、ごつごつとした力強い造形の、緑の植物。悠の目を留めたのはそれだ。

「おお、兄さん達随ずい分ぶんと買ったね。極圏遠えん征せいの準備かい？　だったらこの『魔ま除よけの根』はどうだい？」

　悠が食い入るようにその植物を見ていることに気がつくと、店主が声をかけてくる。

　こういった視線に敏びん感かんなのは露ろ店てん商しようの性さがといったところだろうか。

　魔除けの根──その名を確かめるように呟きながら、悠は露店へ近づいていく。

「おお、懐なつかしいな。魔除けの根か。騎き士し団でも一時期流は行やったな」

「カティア、これは？」

　幾いくつか並んだうちの一つを手に取ると、隣となりからカティアが頭を出してくる。

　知っている者がいるならば、聞くのが一番早い。悠は魔除けの根と言われた植物を指さしながら、さらなる説明を求めた。

「魔除けの根……ザビィという植物の根だな。いつまでも腐くさらないため魔を払はらうと言われているんだ。根ざす場所に無事帰ってこられるようにというお守りとして有名だ。……食べものではないぞ」

「へえー……なんか、そういうのいいな」

　カティアに説明を受けている最中も、悠はまじまじと『魔除けの根』を観察している。

　そのためだろうか、悠にはその説明の終しゆう盤ばん、ある意味最も重要な『食べものではない』という部分は聞こえていなかった。

　何な故ぜならば、魔除けの根は悠の『食しよつ勘かんセンサー』に反応していたからである。

　葉に鼻を近づけて香かおってみれば──鼻を駆かけぬけて突つき抜ぬけるような、爽さわやかな刺し激げき臭しゆう。

「……わさびに似てる」

　日本人には馴な染じみ深い薬味、わさび。

　『魔除けの根』からは、どこまでも懐かしい匂いがした。

「おおお……！　これ、買います！」

「あ、ああ。匂いが気に入ったのかい？　変わってるねえ……」

　店主から魔除けの根を購入すると、悠はホクホク顔でクララ達の下もとへと戻もどる。

　悠を迎むかえ入れる表情は流石さすがに戸と惑まどいがちだ。この国の人々にとっては、飽くまで魔除けの根は縁えん起ぎ物──似た感覚で言えば門松を食べると言っているのに近い。

「ゆ、ユウ……ほんとにそれ、食べるの？」

「食べる……って言うとちょっと違うかなあ。まあ思っている通りに使えるかもわからないんだけど──それでも、好すき嫌きらいはあるだろうと思うよ」

「まあキミが言うのなら食べられるんだろうとは思うが……にわかには信じがたいな。まさか魔除けの根が食べられるとは」

　とはいえそれがユウの言うことならば、なんとなく食べられるような気がしてくるというのが不思議な二人である。

　クララとカティアの、悠に対する信しん頼らいは厚いが、取り分け食に関してはそれこそ不可能を可能にしてしまいそうだと思えるほどだ。

「いつ使う機会が来るかわからないけど、来るといいなあ。大好物だったんだよ、本当」

「想像が出来ないけど……楽しみではあるなあ」

　『鮮せん度ど』がなるべく落ちないように、悠は大事そうに魔除けの根を包み、荷物に加える。

　笑い合いながら悠達が去っていった屋台では、会話の一いつ端たんを聞いていた店主が疑うたぐり深い瞳ひとみで『魔除けの根』を見つめていた。

「これを食べる……？　冗じよう談だんだろ……？」

　クララとカティアはその事実を比ひ較かく的早く受け入れたが、それくらいのカルチャーギャップなのだ。

　魔除けの根の小さいものを手にとって、店主が割ってみると、みずみずしい音が響ひびく。

　ふと、それを嗅かいでみると──

「んがっ、鼻がッ」

　凄すさまじい刺激臭に鼻を突かれて涙なみだを浮うかべた。

　やっぱり食べるとは信じられない……と思いつつ、店主は小さくなっていく背中を見つめるのであった。
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「結構いろいろ買っちゃったね。ディミトリアスさんにサポートしてもらわなかったら、お金ギリギリだったかも」

「思ったより高いものが多かったからなー。一つ一つ手作りじゃしゃーないか」

「……？　そうだな。とはいえ半はん端ぱなものは買えないし、仕方がない」

　もうすっかり赤く染まった夕日を背に、悠達は談笑を伴ともなって宿へと向かっていた。

　流石に命を預けるような冒ぼう険けん道具を一から揃そろえるのは金がかかったらしく、ドラゴンの爪つめを売って作った金もしっかり減ったと実感を伴うほどだ。

　悠の言葉の後半に疑問を感じるクララ達。

　この世界では、まだまだ大量生産という概がい念ねんが根付いていない。それでも、いやだからこそか需じゆ要ようのある冒険用の道具は良質なものが揃っていたのだが、安定したものを大量に作り出す機械がこの世界にはまだないのだ。

　冒険というものが重要視される世界。魔ま法ほうが根付いた世界。確実に自分の育った世界とは違う道を歩む異なる世界に、僅わずかに郷きよう愁しゆうを感じる悠。

　この世界で電子機器が生まれることはあるのだろうか。たとえあってもずっと先、自分が生きている頃ころではないのだろうな、と悠は遠い場所を想おもう。

　それらがない世界に放り出されてしまえば、別段それが絶対に必要だとは思わない。それでも日常生活の傍そばにずっとあったものがないのは、少し寂さびしかった。

　悠はこの世界を楽しんでいるが、時折猛もう烈れつな寂しさに襲おそわれる時があった。

　食事もそうだが、悠はどこで使うのかもわからないサバイバルの知識もまた好んでいる。それらは時には芋いも虫むしを食べたり蛇へびを食べたりしながら、砂漠やジャングルから生せい還かんする方法を、身をもって実じつ践せんしていたとある冒険家の影えい響きようだ。だがこの世界にその冒険家は存在しない。自分のルーツがこの世界にない、というのは、深く考えると悠の心を締しめ付ける。

　こんな気分になるのは夕日のせいなのかな、などと思いながら悠は頭かぶりを振ふる。

　しかし、それでも。不意に疎そ外がい感が消え去る時もある。

「ん……？　ちょ、ちょっといいか？」

「なにか気になるものでもあった？」

　今回悠の疎外感の様なモノを消し去ったのは、立ち並ぶ露ろ店てんの一つに並んだとある商品だった。

　並んだ数と商人の顔を見るに、売れ行きはそれほど良くないようだ。

「鉄の棒、と板か？　これが気になるのか？」

　それもそのはず。一見すると、その道具は何に使うのかよくわからないものだったからだ。

　カティアの反応が、この世界のスタンダードである。

　しかし悠はこの道具をよく知っていた。

　これこそまさに、日常では使う機会がないようなサバイバル用品そのものだったからだ。

「いらっしゃい。使用方法をお聞きしますかい？」

　もう何度も見たような反応に、店主の態度も投げやりである。

　億おつ劫くうながら、という様子で顔を上げる店主。

　……だがそこにあったのは想像とは真逆の、輝かがやく少年の瞳だった。

「これ！　ファイアスターターっすよね！　うおー、この世界にもあったのか！　進んでるゥ！」

　更さらにその口から飛び出したのは、店主が期待しながらも手に入らなかった言葉だった。

　店主の表情が緩ゆるみ、くわえていた煙管キセルが落ちる。

「お、おう！　わかるのかコレが！」

「やっぱそうだ！　わかりますとも！　いや、まさかこんな洗練されたメタルマッチがあるとは思わなかったっす！」

「ファイア、スターター？　火を点つける道具なのか？　これが？」

　興奮する悠と店主に、首をかしげるは女子達。

　うんうんと頷うなずく店主に背を向け、悠はクララ達にファイアスターターと呼ばれたそれを見せつける。

　持ち手が付いた棒状と板状の金属。一見すれば、やはり用よう途とはこれだとはならない形だ。

「その通り。こっちにも、火打ち石とかってあるよな？　これはその進化系っつーかな、ずっと便利になったヤツだよ。店主さん、これ使ってみても？」

「どうぞどうぞ！　いやあ、わかる人がいて嬉うれしいねえ」

　店主に許可を得ると、悠は屈かがみ込み、棒を板で擦こすって見せる。

　すると勢いよく放たれる火花。

　小さい棒を擦っただけで噴ふき出す様な炎ほのおが上がる、その勢いの強さにカティアとクララはほうと息を漏もらした。

「な、簡単に火が出るだろ？　コレで出た火花は温度が高いから、火種に燃え移りやすいんだ」

「へえ……普ふ通つうの火打ち石とはちょっと違うんだね」

　カティアとクララは、悠が火を起こすのを何度か見ている。

　自分たちでは何度やっても出来なかったが、悠はあっさりと火をおこしていた──その悠が、これほど興奮する代物だ。スゴイということは容易に想像が出来た。

「ちょっとコツはいるけど、これがあればクララやカティアでも簡単に火が起こせるようになると思うぜ。あ、店主さん、ちなみにこれ、材質とかは？」

「極きよつ圏けん……『紅ぐ蓮れんの鉱こう床しよう』で採れる金属で。フォティウムって言うんだが、知らんですよね」

　聞いたことのない金属の名前に、悠はへえと声を漏らした。

　この世界独自のものの様だが、性質で言えばマグネシウムが近いのだろう、と悠は思う。

　予想していた名前とは違ちがうものが出たことで少し意外に思った悠だが、そんなことはどうでも良かった。

　重要なのは、これがこの世界に存在するということである。

　地球では、これはファイアスターターのほかメタルマッチとも呼ばれる存在だ。

　火花を起こし、着火する。原理としては火打ち石と同じだが、それ専用に作られたメタルマッチの使いやすさは段違いだ。

　火花の出しやすさ、温度の高さによる着火のしやすさ、そして持ち手の存在による扱あつかいやすさ。

　更にメタルマッチはよほどでなければ風雨や雪の中でさえ使用が可能だ。

　少しコツを覚えれば、それこそ知識や技術を持たないクララ達でもストレスなく火を起こすことが出来るだろう。

「にしてもスゴイです、これ。使う側のことがよく考えられてる……どこでコレを？」

「恥はずかしながら、私が考えさせてもらいまして、ハイ。いやね、私も元は冒険者だったんですが、火をつけるのが苦手でね。むかーし行った極圏にある金属を思い出して、こんなモンを考えたんですよ。加工は加工屋に任せましたがね。こんな扱いづらい金属をよくもって文句を言われたもんでさあ」

　この世界の文明レベルは、中世かそこらだ。

　持ち手の指に馴な染じむ造形、金属を削けずって落とした粉を発火させるという発想は、生まれるまでにもう少し多くの時間を必要とするものだろう。

　だが冒険という概念が息づくこの世界では地球よりもずっと早くこれが生まれた。

　必要だから、生み出された。……悠の好きな探検家が使っていた、最新のサバイバルグッズと寸分たがわぬものが、だ。

　結局、ヒトがヒトである以上考えつくところは同じなのだ。

　何かを追い求めた結果同じカタチを持つ。それは進化の姿によく似ていた。

「これ、買います。素晴らしい道具を生み出した貴方あなたを、尊敬します」

　誰だれに教えられたわけでもなく、違う世界の未来を歩く人が居る。

　だったら、世界が違うくらいでなんだ、という気持ちにもなるというものである。

「毎度ありっ！　……そう言ってもらえると、私も作った甲か斐いがあったってもんです」

　この世界の常識では少し高価といえる値段を惜おしげもなく払はらって、悠は店主の手を強く握にぎった。

　メタルマッチ。その存在を理解できることが、誇ほこらしくなる悠だった。

　店主に別れを告げて、三人で歩き出す。

　古い物を継ついでいく者がいれば、新しい物を編み出していく者がいる。モイラスの露店通りでの出会いに、悠は滾たぎる。

「よーし、なんかやる気湧わいてきたぞ！」

　上じよう機き嫌げんの悠を見て、クララとカティアは顔を見合わせて静かに笑いあった。

　先さき程ほどまで郷愁を漂ただよわせていた背中は、ドラゴンを倒たおした少年に相応ふさわしい力強さを見せていた。

　やがては悠自身が何かを紡つむいでいく者になるのかもしれない。

　ふとそう感じたのは、さて誰だっただろうか。










　　　第十一話　まどろみの少女







　とある日。

　悠ゆう達は三人揃ってザオ教の神しん殿でんを訪れていた。

　本来ここで活動するカティアがその場に含ふくまれるのは、宿の方も含めて悠達と行動することが増えたからだ。

　現在の時刻は朝。彼らはある目的のためにこの時間から行動を開始していた。

「ユウ＝カズサ様とクララ様、そしてカティア＝フィロワ様ですね、おはようございます。お話は聞き及およんでおります、どうぞお通りください」

「え、ああ……ど、どうも」

　悠達の姿を発見した門番からの挨あい拶さつに、悠は萎い縮しゆくしながら挨拶を返す。

　その待たい遇ぐうは数日前にここを訪れたときとは真逆で、正しく顔パスといった具合はＶＩＰ待遇を思わせる。

　だがそれもそのはず、今現在の悠達の身み柄がらを説明するのならば『大司教ディミトリアスの個人的な友人にして、招待客』である。

　そう、本日の目的はディミトリアスへの活動報告と、極きよつ圏けん探たん索さくに加わるメンバーとの顔合わせだ。

　悠達の活動は、ザオ教の中でもあまり公おおやけにはなっていないらしく、大司教の友人の歓かん待たいというのが今回呼び出された名目である。

　ＶＩＰ待遇と思わせるどころか、今の悠達は本物のＶＩＰと言っても差し支えないだろう。

　それがどうにも、極ごく一いつ般ぱん的な庶しよ民みんであった悠とクララには居心地が悪く感じた。

　日本人的な感覚を持つ悠には『大司教』なる存在の友人は実感がしにくく、神殿騎き士しの庇ひ護ごを受ける立場にあるクララにとってはその恐おそれ多さは筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいもの。

　ディミトリアス自身は接しやすくても、ザオ教として正式に歓待を受けているという事実に、悠は『硬こう質しつ化』も使っていないのに体中の筋肉をこわばらせていた。

「はは、ユウがこんなにしているのは珍めずらしいな。最初の一日で意気投合していたものだから、こういう緊きん張ちようはしないかと思っていたのだが」

「や、ディミトリアス……様、はいいんだけど組織としてこういう扱いをされるとビビるっての」

　反対に余よ裕ゆうなのは、普ふ段だんからこの場所に勤めている上、本人自体がそれなりにやんごとなき身分のカティアだ。

　ある意味ドラゴンと対たい峙じしている時以上の緊張を見せる悠に笑いかけると、カティアは前を向き直す。

「今現在の身分を考えれば、慄おののく必要はないのだがね。じきに慣れるさ」

「だといいけどなあ。まあ喉のど元もとすぎれば、か」

　カティアの言葉を諺ことわざに喩たとえると、悠は頭の後ろで手を組んだ。

　門を過ぎてしまえば静かなもので、いちいち騎き士したちの視線を気にする必要がなくなったからかもしれない。少しずつ落ち着きが戻もどってくる辺りはまさに諺の通りか。

「カティア＝フィロワです。客人を連れて参りました」

「ああ、通ってくれ」

　ドアを叩たたくと、返ってきたのは軽い調子の青年の声だった。

　どうやらもうディミトリアスの気分はオフのそれのようだ。豪ごう奢しやな扉とびらの威い圧あつ感かんに相応しくない軽い調子に、悠も緊張している自分が馬ば鹿からしくなるくらいだった。

「やーやーやー！　よく来てくれた、こんな朝っぱらから呼び出してすまないね。昼までいっちゃうと仕事が溜たまっててサ」

　部屋の中に居たのは、扉の前で聞いたよりもなお軽い、陽気なお兄さんだった。

　側近が居ないことを見ると、約束の時間に合わせて下がらせたのだろう。

　代わりに、ディミトリアスの傍そばには一人の少女が控ひかえていた。

　──ひと目見て思ったのは、幼い、というその外見だった。

　その点で言えばカティアと同じ。だがそれでも悠がその表情に驚おどろきが表れるのを抑おさえきれなかったのは、カティアに感じたそれ以上の幼さを少女に見たからだ。

　ただ幼い、というだけならば驚きはしない。だが、悠の頭には既すでに、今日の目的がセットされていたから。その存在が、『新しい仲間との顔合わせ』という枠わくには小さすぎるように映った。

　隠かくしきれない悠の驚きの表情に、ディミトリアスは困ったように笑う。

「驚かせちゃったかな。……いやすまない、どうしても黙だまっている必要があったものでね」

　人の好よさそうな笑えみは浮うかべたままでいるが、その顔にはかしこまるような苦々しさ──申し訳なさがあった。大司教という立場の男が浮かべるには似つかわしくない、しかし普ふ通つうの青年にも相応しくない表情だ。

　ふと、悠は他の二人に視線を送る。

　クララもカティアもその表情にあったのは同じ、困こん惑わくだ。

　この場で最も落ち着いているのは、ディミトリアスの傍かたわらで目をこする少女であろう。

　──ふわふわとしたベージュ色のくせっ毛、左右でちょこんと纏まとめられているのが、少女らしい可愛かわいらしさを演出している。

　眼めは動作のままに眠ねむたげに丸まっていて。中でも悠が気になったのは、淡あわい寒色を湛たたえた瞳ひとみだ。

　希き薄はく。悠が少女に感じた印象は、それだった。そこにあるのにもしかしたら実体がないんじゃないか。まるで、夢の中の存在のような──

「紹しよう介かいするよ──じゃなくて、自分でしたほうがいいかな。ほら、挨拶を」

　眠たい、という気持ちを隠しもせず、少女は一つあくびをした。

　普段のカティアならば、ディミトリアスの前でのその態度を咎とがめたかもしれない。

　にもかかわらず黙って少女の言葉を待ってしまったのは、彼女自身状じよう況きようについていけなかったからだ。

「あふ……アリシア。アリシア＝ウェアリー、です。……よろしくおねがいします」

　ディミトリアスの指示を受けて、アリシアと名乗った少女は小さく頭を下げた。

　名前とひとこと、最低限の『挨拶』を行ったアリシアは、また一つあくびをした。

　やはり眠そうに目をこする少女に、悠達の思考は停止しっぱなしだ。

　この場で挨拶を促うながすということは『そういうこと』なのだろう。

　だがそれでも、なんとか正気を取り戻した悠が挨拶を返そうとする──

「……ディミトリアス様、一体何をお考えで？」

　しかし、それは一いつ拍ぱく早く正気を取り戻したカティアによって遮さえぎられた。

　強く咎めるような視線に、平へい坦たんな口調。明らかな怒いかりが感じ取れる問いかけだった。

「当然、説明はするよ。……正直に言えば僕もこの選せん択たくは心苦しかったのだがね、君たちの話を聞いた時、彼女を託たくすにはこのタイミングしかないと思った」

　カティアの視線にも退ひくことなく、ディミトリアスはその理由を語る。

　ふいに、アリシアが顔を上げてディミトリアスに目をやった。

「この間、僕は君たちに『スキル』の説明をしただろう。ヒトの持つ可能性の力、それらは先天的に備わったものもあれば──後天的に、生き方によって身につけられたものもある、そう言ったね」

　逆に問いかけるように、ディミトリアスは先日の話を話題へとあげる。

　悠達は、揃そろって頷うなずいた。

　話はしっかりと覚えているようだ。ディミトリアスは深く頷いてから、続きを語る。

「この子も、後天的に『スキル』を身につけたスキルホルダーなんだ。その力は『まどろみ』。対象に眠ねむ気けを起こさせたり、興奮状態を鎮しずめたり、といった効果が確認されている」
















　『まどろみ』。ディミトリアスがアリシアの持つスキルの名を告げる頃ころには、アリシアは目を閉じて眠たそうに揺ゆれていた。

　ディミトリアスが口にした名前は、正しく悠達がアリシアに感じた印象そのものだった。

　眠たげで、希薄で、白昼夢の様におぼろげな輪りん郭かくを持つ少女。

　そして『眠り』に関するスキル。『食』のスキルを持つ悠がそうであるように、まどろみという名は確かにアリシアの存在そのものを語っているかのように聞こえた。

　能力自体も聞けば、確かに強力だと言えるだろう。

　寝ねているというのは生物が最も無防備である状態の一つだ。それを意図的に引き起こせるというのは、必殺にさえなり得うる力である。

　だが、それだけを聞いても悠達は素直に感心することはできなかった。

　それを語るディミトリアスの表情が暗いままだったからだ。

「少し話を戻そうか。アリシアは後天的にスキルを身につけたと言ったが、厳密にはそれは少しだけ違ちがうんだ。正しく表現するのならば、彼女の力は──身につけさせられた、と言っていい」

　身につけさせられた。

　ヒトの意思が介かい入にゆうするかのようなその表現に、悠は息を吞のんだ。

　『生き方』で発現することもあるというならば、『まどろみ』を得る為ための生き方とは──

「彼女は五歳の頃から十年間、必要最低限の時間を除いて人じん為い的に眠り続けさせられていたんだ。ザオ教の一部の者達にね」

　まどろみが睡すい眠みんに関わる事象ならば、そのスキルを得るための生き方とは『眠ること』。それに尽きた。

　人為的に、五歳の頃から十年間。

　それが本当ならば、カティアよりもなお幼く見えるアリシアは、十五歳だということになる。

　どう見ても悠の目には小学校低学年くらいにしか見えないこの少女が、だ。

「馬鹿な！　そんな話、私は知らない……！」

　これに声を荒あらげたのは、カティアであった。

　カティアはわかりやすく真面目で、分類するならば『正義』と呼ばれるような行動を尊ぶ騎士である。

　その自分が身を寄せる存在が、一人の少女をまるで実験動物かのように扱あつかっていることを、叫さけばずにはいられなかったのだ。

　出来ることならば否定して欲しい、という気持ちがあった。

「知らなくても無理はない。『スキルの習得実験』は秘ひ密みつ裏りに行われてきた。直接関わる者以外は、ザオ教の中でも上から数人程度しか知らないだろう」

「そんな……！」

　拳こぶしを握にぎって、震ふるえつつもカティアは言葉を失った。

　非人道的とさえ言える実験は一部の者達が勝手に行っていることではなく『上』の者達が主導してのこと。

　正義の確かな支柱として存在していた軸じくが揺らぐような感覚に、カティアは哀かなしいような憤いきどおるような、身をかき回されるような嫌けん悪お感かんに吐はき気けを覚える。

「……あまり、気にしなくてもいいです。ねることは、好きですから」

　普ふ段だん喋しやべるという行こう為いをしないことに起因しているのであろう、舌っ足らずな喋り方で、カティアを励はげますアリシア。

　それが一層、カティアの心を締しめ付ける。

「……幸か不幸か、彼女には才能があったんだ。『まどろみ』という眠りのスキルのね。他にもこの実験の被ひ験けん者しやは居たのだけれど、成功例は彼女だけだった。薬を使わなくても眠り続けていられるのは、彼女だけだったそうだ」

「……っ」

　『他』の存在は、更さらに皆みなの心をかき乱す。

　それでも悠が、声を荒らげないのは、クララが声を歪ゆがませないのは──そして、カティアが拳を振ふるわないのは、他でもないディミトリアスがこの場にアリシアを連れてきたことによる。

「もうわかっているんじゃあないかな。実は今、この場に彼女がいるのはあまり良いことではない。僕も全てが自由になるわけじゃあなくてね、アリシアを連れ出すのはそれなりの無理をしなきゃならないんだ。そこで──後一回の機会を、君たちに託したい」

　カティアにさえ秘ひ匿とくされる存在を、ザオ教の大司教が連れてくる、その意味を。

「カティアなら重々わかっていると思うが、基本的にザオ教の騎士は極きよつ圏けんへ行くことは出来ない。今回は我々ザオ教が冒ぼう険けん者に依い頼らいした極圏探たん索さくのサポートとして、特例で渡と航こうの許可を出している、ということになる」

　つまり、それは──

「そう、実に困った。極圏に探しものがあっても、僕たちは人員を送ることが出来ないんだ！　いや、実に困る！　そうは思わないかい？」

　戯おどけるように言うディミトリアスはしきりに困ったと連呼しながらも陽気に笑った。

　その意味するところを察することが出来ない三人ではなかった。

「アリシアはこんな風に見えても、魔ま力りよくはそこそこ凄すごくてね。難しい魔法は使えないが、極圏でもそこらの冒険者よりはたくましく生きていけるだろう。……本当はそれでも危険な場所だが、危険なばかりでもない。大陸の外にある極圏は正しく『世界』だ。ずっと眠っていた彼女だからこそ、広い世界を見てもらいたいとは思わないか」

「こんな、とか、たくましく、は女の子にいうことばじゃないです」

　困ったように眉まゆを吊つり下げるディミトリアスに、アリシアはかるいパンチを叩たたき込んでいる。

　痛い痛いと声が段々と本気になってくる辺りを見ると、ディミトリアスの言う通りアリシアも見た目通りのか弱い少女ではないのだろう。

　しかしそれを考えずとも、悠達の選択は決まっていた。

「……私は、カティア＝フィロワだ。これからよろしく頼たのむぞ、アリシア」

「私はクララ！　よろしくね！」

　ひとしきりディミトリアスが悲鳴を上げ終わると、カティアとクララは名を名乗る。

　その行動に首を傾かしげるアリシアの隣となりで、ディミトリアスが満足気に笑っていた。

「俺は、上総悠……じゃなくてユウ＝カズサだ。一応は極圏探索隊のリーダーってことになる。新しいメンバーとして、これからよろしくな？」

　そう、悠が手を差し伸のべると、アリシアもその意図に気がついたようだ。

　その答えは意外だったのか、驚おどろきに目を丸くしてから、アリシアはどこか儚はかなげな笑顔で微笑ほほえむ。

「そうですか。よろしくおねがいしますね、リーダーさん」

　……この時のアリシアの心境を飾かざらずに言ってしまうのならば、面めん倒どうくさいだとか、そういった感情が主なものだった。

　先さき程ほど言った通り彼女は寝る事が好きで、あのままあそこで眠り続けていても良かった、位にも考えている。

　それでも、握った悠の手は温かく、悪い気持ちではなかった。

　偉えらい人に言われたから言われたとおりにした。……けど、やってみれば悪くはない。

　そう思う自分を不思議に思いながら、アリシアは手を離す。

「いやあ！　これにて一件落着かな！　いやー、正直断られたらどうしようかと思ったよ！　結構行き当たりばったりだったから、安心したぁ」

　無事、アリシアは極圏探索隊のメンバーに加えられたのだ。

　正式に三人から許可をもらえたということで、ディミトリアスは胸をなでおろす。

「でもなんで、あんたがこんなことを？　実験の存在を知ってたからには、立場的に良くないんじゃないか？」

　しかし悠にはまだ気にかかることがあった。

　それは、ディミトリアスがなぜこんなことをしたか、だ。

　自他ともにそれなりの地位にいることをみとめられるカティアでさえ知らないザオ教の暗部。ディミトリアスはそれを知っている、というからには実験とも全く無関係というわけではないのだろう。

　無理を通したと言っている以上、今日この場にアリシアを連れ出したことは『向こう』にも伝わっているはずだ。それは自分の立場を危ぶむのではないのか、というのが悠の疑問である。

「まあね。でも言うじゃないか、可愛い子には旅をさせよと。誰だれかを殻からに閉じ込め続けるなんて間ま違ちがってると思わないか。こういう機会は窺うかがっていたんだけど、ドラゴンをたった三人で退治できる君たちなら信しん頼らいできると思ってね。同じ『スキルホルダー』というのも彼女にとっては良い刺し激げきになるんじゃないかなって、それだけさ」

「あ、はは……ドラゴン退治は実質二人、なんですけどね……」

　ディミトリアスはその肩かた書がきにもふさわしい、柔にゆう和わな微笑みでその理由を語る。

　無意識に出したドラゴンの一件にクララが顔を下げると、慌あわてて弁明するもとの陽気な青年に戻もどったが。

　だが、その言葉を聞いて今いま更さら提案を突つっぱねようという気は、もはや三人でなくともわかないだろう。

「確か行き先は白の砂さ漠ばく、旅立ちは三日後、で良かったかな。この子の分の必要なものは此方こちらで揃そろえておこう。君たちの旅に口出しをするつもりはない、ただ手助けだけさせてもらえれば僕はいいが、このチャンスだけは確実に使わせてくれ」

「わかった。中止も遅ち刻こくもなしだ。じゃあまた三日後、でいいのかな」

「ああ」

　またあくびをしはじめたアリシアにディミトリアスが手を置くと、アリシアはそれをはらいのけた。

　なんだかしまらないやり取りではあるが、男二人の視線はまっすぐに交差している。

　ならば多分、これでよいのだろう。

　こうして、極圏探索隊には新たなメンバーが加わることになった。

　予想とはだいぶ違う結果に皆反応は様々だったが──カティアからは、それまで抱いだいていた漠ばく然ぜんとした不安のようなものが消えていた。

　何やら前ぜん途とは多難のようだが、旅は道連れ世は情け。

　悠はふとそんな言葉を思い出す。

「じゃあまた、三日後に会おうな、アリシア」

「……はい、また」

　小さく別れの挨あい拶さつを交わして、悠達は部屋を後にする。

　面倒なことになったと、アリシアは息を吐いた。

「おや珍めずらしい。笑っているね、アリシア」

「……ふだんは、ねてばかりですので」

　ディミトリアスからの質問に不ふ機き嫌げんそうに答えながらも、アリシアは本当に自分が笑っていることに気がついた。

　それが何な故ぜなのか答えは出なかったが──その答えは、もう少し後でわかるのだろう。










　　　第十二話　船出







「こんちはー……あの、ドラゴンの牙きばを預けた者ですけど……」

　古びた蝶ちよう番つがいが軋きしむ、締め付けるような音に潜ひそむようにして、悠は恐おそる恐る声を出す。

　極圏『白の砂漠』への出航を数時間後に控ひかえた時であった。

　古めかしい、軽く蹴け飛とばせば吹ふき飛びそうなドアをデリケートに押し開けた先を見れば、やはりそこには別世界。

　前に見たとは言っても、幾いくつもの武器が飾られたその空間は、悠の心を何度でもくすぐる。

「……！　これは、見事なものだな。こんな場所にこれほどの職人がいたのか」

　こういった『ファンタジー』の光景には暴走しがちな悠だが、飾られた武器の数々に感心しているのは悠だけではなくカティアもだった。

　尤もつとも彼女にとって、それは武器を日用品として見慣れたからこその感心だ。使い込んだからこそわかる優れた造形にため息を吐き出す。

　が、今は感心してばかりもいられない。

　出航の時間が迫せまっていて、今回ばかりは遅刻が許されないからだ。

　ドラゴンナイフの受け取り。

　本来ならば、それはもう済ませているはずだった。

　だが、今の悠の手元にそれはなく──端たん的てきに言えば、その完成は予定を過ぎていた。

　ここで受け取らなければ、初めての極圏探索には適当なナイフを携たずさえて行くことになるだろう。

　命をかける以上それは避さけたい所だ。

「おォ……小こ僧ぞうかあ……」

　悠達の声に、加工屋の店主が這はいずるようにして店の奥から現れる。

　無骨ながらも力強さに満ちた立ち振ふる舞まいは見る影かげもなく、軟なん体たい動物のようにさえ見える。

「うおお……大だい丈じよう夫ぶっすか？」

「見りゃわかるべえ……むちゃくちゃな造形を注文しよってからに……」

「で、ナイフの方は？」

　半死半生、正しくその言葉が相応ふさわしい、息も絶え絶えといった様子の店主にも悠の言葉は容よう赦しやがない。

　……ナイフの完成が遅おくれているとは言っても、それは店主のせいだけではなく、むしろ悠の注文が一いつ般ぱん的な加工屋にとっては無理難題といえるそれに近かったからだ。

　とはいえそれをやると言ったのも加工屋の店主であって。

　それがわかっているからこそ、店主は何も言い返さなかった。

「完成しとる……ホレ、受け取れ」

　なんとかやってきて、店のカウンターに突っ伏ぷすと、店主は腕うでだけを上げて『それ』を悠へと差し出した。

　それが何であるか、言われなくともわかるだろう。

　琥こ珀はく色いろに輝かがやく、小ぶりな刃は──ひと目見てわかる威い圧あつ感かんが、その刃からは放たれていた。

　店主の手からそれを拾い上げるように受け取り、悠は思わず光に刃を透すかした。

　刃の背に備えられた鋸のこぎり刃ばの間からはランプの光が漏もれいでて、光を取り込み琥珀色の光を湛たたえた刃はまるで煌こう々こうと燃え盛る炎ほのおのよう。

　この世界で初の『サバイバルナイフ』が生まれた瞬しゆん間かんにして、ドラゴンナイフが完成した瞬間であった。

「う、おおお……！　スゲー、スゲーっす……！　完かん璧ぺきだ！」

「使い方は、お前さんが一番わかってるだろ……俺は寝ねる……」

　ナイフの台座になっていた手がぱたりと倒たおれると、そのまま男は大きな寝息を立て始めた。

　このナイフの完成のために男が精せい魂こんを込めていた、ということがわかる。

　寝た男に一つ頭を下げて、悠は再びドラゴンナイフに目をやった。

　その手に伝わる重さは然さ程ほどではない。硬かたくそれでいて靭しなやかであるからこそ薄うすく鋭するどくを実現した見事な刃だ。

　それだけの素材を現代の地球で研とぎ澄すまされていった造形へと近づけていくのは、並なみ大たい抵ていの努力ではなかったろう。

　使い方はお前が一番わかっている。

　そのとおりだった。

「……素晴らしいな。これほど精密な加工をドラゴンの牙に施ほどこすとは」

「私には刃のことはよくわからないけど……綺き麗れい」

　優れた機能、優れた造形というのは時にため息を吐つくような美しさを宿すこともある。

　刃は特にそうだ。斬きることに特化した造形を持つ日本刀が美しいように、このドラゴンナイフもまた美術品としての側面を持っていた。

「コレ以上ないツールだよ……これで準備万ばん端たんだな！」

　しかしてその目的はあくまでも、いや、だからこそ実用品なのだ。

　極きよつ圏けん行きの最後のピースがかっちりとハマったことに、悠は鬨ときの声を上げる。

　掲かかげられたナイフは、真上の太陽のように輝いていた。




　　　　　　　◆




「ふーむ、少し早く着きすぎてしまったかな？　どう思うアリシア」

「だからわたしはもう少しねてようっていいましたよね」

　もうそろそろ太陽が真上に昇のぼる頃ころ。

　モイラスの船着き場には、二人の男女が立っていた。

　声を聞くに、青年と少女──あるいは幼女？──と言ったところだろう、特に珍しくもない組み合わせ。

　だが、そんな彼らはやたらと人の目を集めていた。

　それもそのはず、青年の正体は国教たるザオ教の大司教、ディミトリアス＝ランドール──ということならば、あるいはまだ目を引かなかったと思うのだが。

「ん、いたいた！　おーい、アリシ……!?」

「き、貴様は一体？　まさか『機関』の──！」

「ええ!?　おいおい、僕だよ僕。といっても名前を名乗るわけにはいかないんだがね」

　問題があるのは青年の出いで立ちの方であった。

　全身黒一色のローブ付きフード。顔は深い陰で表情を窺うかがうことも出来ない──と。端的に言えば怪あやしさの塊かたまりだったのだ。

　カティアがディミトリアスを、実験を行っていた機関の者だと勘かん違ちがいするのも無理はないだろう。

「あ、貴方あなた様でしたか。それはご無礼をすみません。ですが、その格好は……？」

「変装だよ。流石さすがにこんな場所にお偉えらいさんがいたら問題になるだろう？　一発でアシがつく」

「わたしはそのかっこうは止やめようといったのですが。こんなのわすれたくてもわすれられません」

　ディミトリアスはどうやら変装のつもりでこの服装を選んだらしいが、アリシアの言う通り、忘れたくても忘れられないようなインパクトを醸かもし出していた。

　もしもあとでこんな少女を知らないか、と聞かれれば「ああ、あの怪しい男と一いつ緒しよに居た」となる者も多いだろう。

　それくらい、ディミトリアスの姿はこの場で浮ういていた。もとより浮いた存在だと言えば、それまでではあるが、その絵え面づらは良くて人身売買組織とその被ひ害がい者しやの少女だろうか。

「で、でもまあ面が割れたらそれはそれで大おお騒さわぎだからさ！」

「そりゃそうだけど、すっげー目立ってるぞ今……」

　客観的な視点に不慣れな様子を見ると、やはり浮うき世よ離ばなれした存在なのかもしれない。

　悠は陽気な青年の裏に『大司教』という肩かた書がきを見た。

「ローブだけならそれほど怪しくないかもしれませんが。フードは顔を隠かくしたい理由がある、と言ってるようなものでしょう」

「でも今いま更さら取れないよねえ」

　呆あきれのため息を吐くカティアと、苦笑いのクララ。

　流石にこの場の全員がおかしいと言っていることで、ディミトリアスも自分のほうがズレていることに気づいたようだ。

　クララの言う通り、いまさらフードをとることは出来ない。

　出航まではまだ少し時間がある。それまではそのままで居なければいけないということで、がっくりと肩かたを落とした。

「格好と言えば……アリシアも、今日は暖かそうな格好をしてるな」

　フードの奥の闇やみのような、淀よどんだ空気を発し始めたディミトリアスを見て、悠は他の話題へと切り替かえた。

　どうしようもないのならいっそ触ふれずに放っておいたほうが傷口を広げなくていいだろうという判断だ。

　話題の矛ほこ先さきを向けられたアリシアは、悠に視線を返す。

「そうですね。さむい所に行くというので、よういしてもらいました。けっこう気に入っています」

　数日前に見た時とは違ちがい、アリシアはシャツとスカートの上にポンチョを纏まとっていた。

　膨ふくらんだ曲線が、雰ふん囲い気きに違たがわない柔やわらかな印象を後押ししている。

　言葉の通り、本人自身も気に入っているのだろう。その場でくるりと回ってみせると、年下への庇ひ護ご欲よくをそそられたカティアが息を漏らした。

「うん、俺も似合ってると思う。……それにしても、寒い所に行く割には薄うす着ぎだよなあ、俺たち」

　もちろん悠とて可愛かわいらしい少女のする幼気な仕草には微笑ほほえみを浮かべる。

　が、気になったのは自分を含ふくめた全員の全体的な服装の軽さだった。

　寒い場所に行くに向けて、今までの装備と同じというわけにはいかない。今は纏っていないが悠達も新しく服を購こう入にゆうしており、それらは荷物として持ってきている。

　しかし日本でいう真冬くらいの気温から、夜は氷点下まで下がる土地へ行くには、それらは防寒としてはあまりにも心もとない装備だったのだ。

「そうか？　魔ま術じゆつ加工はしっかりしていると思うが」

「あー、それな。いや、俺のいた所じゃそういうのなかったから、基本寒けりゃ厚着だったんだよな……」

　とはいえそれにも理由はある。

　悠達が準備した衣服は、この世界の魔術による加工が施してあるのだ。

　着用者の魔力を消費してある程度の耐たい寒かん効果を得る──この世界では、そんな衣服がポピュラーな存在として流通している。

　その効果は地球における防寒着並だ。ただ、万能というわけではなく魔力の消費による体力の消しよう耗もうもまた厚手の防寒具を着込んで動く程度にはある。

　それは悠も聞かされていたのだが、やはり地球の一般的な人間としては生足半袖そでで真冬の空の下、という無む謀ぼうにも程がある見た目には抵てい抗こうがあった。

「まあ心配するな効果の方は保証するよ」

「結構暖かいんだよ？」

「そう言うけどさ……と、そろそろ時間だな」

　未だに半信半疑な悠を安心させようとクララ達は口々に悠を説得するが、悠はまだ心配なようだ。

　しかしそうとばかりも言っていられない。響ひびく鐘かねの音に出航の時刻が訪れたことを確認すると、船の方へと視線を動かした。

　木造の帆はん船せん。悠の住む場所・時代ではもうその存在で長旅をすることはないだろう。

　だがこの世界ではまだまだそれは最新なのだ。これもまた、正しくファンタジーの存在である。

　旅の始まりに、御お伽とぎの存在に、胸の中に太陽が燃えるような熱さを感じる。

「いよいよ旅の始まりか……！　うおお、なんかヘンな汗あせかいてきた……！」

「私も極圏は初めてだ。どれだけ力になれるかはわからないが、戦せん闘とうの方は任せて欲しい」

「うう、何が出来るかわからないけど、がんばります……」

　三者三様、旅への意気込みは違ったが、ただ頑がん張ばろう、という思いは同じだった。

「……まあ、よろしくおねがいします」

　アリシアはそれでも特に抱ほう負ふなどはなかったが、その空気の明るさには、知らず口角を上げていた。

「おお……！　いや、僕も一緒に行けないのが残念でならないよ。だから僕は沢たく山さんの土産みやげ話を待っているよ！」

「ああ、任せとけ！」

　旅についていくことが出来ないディミトリアスは、ただ悠達にエールを送る。悠は、フードの奥にあるであろう彼の人ひと懐なつっこそうな笑顔を思い浮かべて、快活に返答する。

　アリシアは、そんな二人のやり取りを──今度は、悠達の側そばに立って、見ていた。

「アリシアも頑張ってね」

「……それなりには」

　視線に気づいたディミトリアスがそう声をかけると、アリシアはそっぽを向く。

　名残なごり惜おしいがそろそろ乗らないと間に合わない。

　言葉は交わさなかったものの、時間いっぱいまで向かい合っていた悠達は、周りの乗客達の流れに乗るようにして船へと乗り込む。

「じゃ、行ってくるからな！」

「ああ！　他ならぬこの僕が、君達の旅を祝福しよう！」

　この場にいるはずがない『大司教』の言葉に、悠たちは──とりわけ、カティアはより色いろ濃こく笑えみを作る。

　ザオ教が祀まつる神がどのようなものかさえ悠は知らなかったが、友のその言葉はありがたかった。

　一ひと際きわ大きな汽笛が鳴ると、船は陸地を離はなれていく。

　見えなくなるまで船を見送ると、ディミトリアスは大きく一つ、ため息を吐ついた。

　願わくは、彼らの旅に幸多からんことを。

　確かな思いを込めてそうつぶやくと、ディミトリアスは人目を惹ひいたまま何ど処こかへ去っていくのであった。










　　　第十三話　波に揺ゆられて







　悠ゆう達がモイラスを発たって一日が経過した。

　船は未いまだに海の上。甲かん板ぱんに立って辺りを見回せば見み渡わたす限かぎりの周囲を海が取り囲んでいる。

　最初はその雄ゆう大だいさに感心した悠だが、よくよく考えればこの光景は地球に居てもそれほど変わらないものが見られる──と思うと、興味を失った。

　これから目的地に到とう着ちやくするまでは、ずっとこのままだ。さりとて、旅のテンションが冷めたかというとそうでもなく、ディミトリアスが用意した一等船室で、悠は鼻歌交じりでなにやら作業を行っていた。

「ごきげんだな、悠」

「そりゃな。冒ぼう険けんってのは前々から憧あこがれてたし──それが失われた種族の痕こん跡せきを追ったり、美う味まい飯を食べに行くためとなったらさ。それに──」

　悠が行っていた作業は、極きよつ圏けん探たん索さくの装備の点検だった。

　ドラゴンナイフを光に透すかすと、竜りゆうの吐く炎ほのおが如ごとき輝かがやきが灯ともる。

「これを見てるとな。早く使いたい！　って言うと危なく聞こえるかもしれないけど、やっぱワクワクするよな」

　その琥こ珀はく色いろの光を見ていると、悠は気持ちを抑おさえきれなくなってくる。

　地球で言うと、その美しさは鉱石のナイフに近い。生物という自然の集約が形作る斑まだらの模様は、取り込んだ光を複雑に乱反射させ、得も言われぬ美しさを見せている。

　ただでさえ心躍おどる美しさに、サバイバルで必要な機能を詰つめ込んだ超ちよう実用度。硬こう質しつかつ軽いというのも良い。ドラゴンの素材で出来ているというネームバリューにも、勝まさるとも劣おとらない。

「どれ、じっくり見せてくれ。……やはり、見れば見るほど素晴らしいな」

　それは見る者が見ればひと目でわかる完成度だ。

　サバイバルに疎うといカティアには悠が指定した背の鋸のこぎり刃ば等、機構の意味はわからなかったが、刃は物ものとしてそれがどれほど完成されているかはよくわかった。

　この世界では、魔力で身体能力の後押しが出来る分、物理エネルギーは軽視されがちだ。

　丈じよう夫ぶでさえあれば、軽いというのは単純なプラスとなりうる。

　サバイバルのツールとしてではなく、武器としての利用も可能だろう。ただし、それを武器として使うのならば相手の想定は獣けものよりも人間になるが。

　カティアがナイフを返すと、悠はそれを大事そうに鞘さやへとしまう。

「白の砂さ漠ばくまではどれくらいかかるって言ってたっけ？」

　そんな仕草を視界の端はしにいれていたのか、質問を投げかけたのはクララだった。

　柔らかい音をたてて本を閉じると、ゆっくりと振ふりかえる。

「順調に行けば明後日あさつての朝には着く手はずになっていたはずだ。その様子を見ると、緊きん張ちようはほぐれたかな？」

「うん。まだやっていけるか自信はないけど……ユウとカティアがいるなら大だい丈じよう夫ぶかなって思うことにしたんだ」

「そうか」

　クララとカティア。二人の穏おだやかなやり取りに、何な故ぜだか悠は感動していた。

　窓から差し込む光が、絵的だったからかもしれない。

　慣れていると忘れがちだが、銀ぎん髪ぱつと金髪の美少女二人だ。豪ごう奢しやな調度品と家具が置かれた一等船室も十分非日常ではあるが、悠にとっては二人の存在こそが一番のファンタジーなのだと実感させられる。

「よし、備品整理終わり、っと。そういや、クララは何を読んでたんだ？」

　備品の確認と整備を終えると、悠は再び本に眼めを通していたクララが気になって声をかける。

　読書の邪じや魔まをするのは悪いと思ったが『異世界の本』というものに興味があったのだ。

「これ？　魔導書だよ。回復の魔術だけじゃなくて、攻こう撃げきの魔術も使えるようになっておこうかなあ……って思って。簡単なのは使えるんだけど、ね」

「魔導書……！　すげえ、俺も気になる！　……けど字ィ読めねえからなあ」

　果たしてその正体は、魔術の書かれた魔導書であった。

　本物の魔導書の存在に、思わず興奮する悠。しかし、悠にはまだこの世界の文字は一部しかわからない。読めないことを残念がると、クララはくすりと鼻を鳴らす。

「一いつ緒しよに勉強して、いつか読めるようになろうよ。魔導書が読めると、こういうこともできるよ」

　いつしかそれが悠のモチベーションになると信じて。

　人差し指を立てると、クララの指先に光る風が集束していく。

　それは矢のカタチをとると、クララが指を振ることで放たれ──僅わずかな距きよ離りを進んで弾はじけ、強い光を発した。

「お、おおおおお……！　ま、魔法だ！　魔法らしい魔法だ……！」

「おお、見事なものだな。正確な矢の造形をこんなにもたやすく」

　思えば異世界に来てから魔法らしい魔法を見ていなかった悠は、感激に目を輝かせる。

　一方で、魔法を見慣れているカティアからしてもその魔法には感心する箇か所しよがあったようだ。

「わ、私なんてまだ大したことないし……！　悠だって練習すればこれくらいできるようになるよ。尤もつとも、もう既すでにもっとスゴイことが出来てるけど……」

「い、いや！　魔ま法ほう使つかってみたい！　どうか教えてくれクララ～！」

　カティアからの賞賛に慌あわてるクララと、縋すがるように教えを乞こう悠。

　二人共凄すさまじい、唯ゆい一いつの才能があるというのに幼い子供のような素そ振ぶりを見せる二人を微笑ほほえましく見守るカティアの瞳ひとみは、間ま違ちがいなく年長の騎き士しのものだった。
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　一ひと悶もん着ちやくあった後、悠は荷物袋ぶくろの口を閉めた。

　クララの魔法に気を取られ、荷物をしまっていなかったのだ。

　これでようやく命を預ける備品の整理を終え、悠は大きく息を吐き出した。

　ちらり、と視線を向けるのは、刺し繡しゆうの施ほどこされた毛布に包まれて眠ねむる少女──アリシアだ。

　一日を共に過ごしたとはいえ、この少女については未だわからないことも多い。

　つい気になって見てしまうのも、仕方がないだろう。

「アリシアか」

「ん、ああ」

　眠るアリシアを観察する悠に気がついたカティアの声に、悠は視線を固定したまま答える。

「や、いきなりこんな旅に同行することになって大変だなーって思ってさ。実際の年ねん齢れいはともかく、小さくは見えるし」

「可愛かわいいよねえ。って、本人に言ったら怒おこるかもしれないけど……」

「それは、そうだな。私としては少し親近感を覚えるが」

　ぽつりと漏もらしたつぶやきに乗っかるクララとカティア。

　三者三様の反応だが、アリシアに対して概おおむね悪いイメージを抱いだいていないことに、三人が同時に安あん堵どした。

「……かわいいといわれるのは、すなおにうれしいです。ありがとう。でもわたしはまだせいちょうするよちがありますので」

　いつの間にかアリシアを囲むようにして悠達が談笑していると、アリシアは緩かん慢まんな、しかし乱れのない動作で上体を起こした。

　誰だれが見ても熟じゆく睡すいしていたと思われるアリシアが、悠達の会話に反応をしたこと、寝ね起おきにもかかわらず完かん璧ぺきな返答をしたことで悠達は一いつ斉せいに後ずさった。

「おお!?　お、起きてたのか！」

「ねていましたよ」

　思わず反射的に問いかける悠。それに、アリシアは涼すずしい様子で答えた。

「わたしののうりょくです。わたしの力は『すいみんのしはい』。自分じしんもそのれいがいではありません、ねながらにしてまわりのことを見ききするくらいは、おひるねまえです。おきようと思えばねおきもばっちし」

　表情を変えずに、アリシアはＶサインを作ってみせる。

　こっちの世界でもその指の形にはポジティブな意味があるらしい──と、悠はどこか他人事のように考えた。

「う、うう……なんか聞かれてたのは恥はずかしい……」

「成長の余地……？　お前にはそれがまだあるというのか……!?」

「ねる子はそだちますので」

　と、悠の思考がトリップしている間になぜかダメージを受けている女性陣じん。

　クララは顔を真っ赤にし、カティアはその『可能性』に戦せん慄りつしている。

「あー……じゃあ、夜の番を任せたりって出来るかな。寝ねててもすぐに起きられて、周りの様子もわかるんだろ？」

　話が脱だつ線せんしたことを感じ始めた悠は、話題の修正を図はかる。

　悠の質問に、アリシアは首を傾かしげてから答えた。

「それは、はい。出来ます」

「おお……！　すげえな、その力！」

「ですが」

　アリシアの答えに、興奮に上気する悠。

　だがアリシアは、そんな悠を遮さえぎってそう付け加えた。

　見れば、眠たげな瞳には極ごく僅かにだが訝いぶかしむような色が含ふくまれている。

「出会ったばかりのわたしをよくしんようできますね。ねむるというのは、生き物がいちばんむぼうびになるじかんですよ」

　見方によっては怒いかりさえ感じる視線に、問う意味がわかるカティアは目を細めた。

　しかし、逆に悠は首をかしげる。

「だからこそさ。無防備なのにもかかわらず必要なくらい寝るのは重要ってことだろ。警けい戒かいしたまま寝られるなんて、中々出来ることじゃない。信用も何も、そもそも最初から疑ってねーしさ」

　あまりにも当たり前、というふうに返すので、アリシアは──注意深く観察しなければわからないくらいに──少しだけ眼を見開いた。

「いや、それが疲つかれるとかってんならもちろん眠りの番は交代にするぞ？」

「……つかれは、しません」

「じゃあ任せても良いかな。流石さすがに『極きよつ圏けん』じゃ何が起こるかわからんし、眠ってる間を見てくれる人がいるとマジ助かる！」

　疑うことを知らない悠の態度に、アリシアはため息を吐はき出す。

　──その態度は、アリシアにとっては新しん鮮せんなものだった。

　寝ている間にも周りのことがわかる力。彼女がそれで見たのは、薄うす暗ぐらい地下室と邪じや悪あくな研究、そして極きわめて事務的な研究員達の会話と、権けん謀ぼう術じゆつ数すう。それだけだ。

　だからこそ彼女は見た目の割に、否いな、年齢と比ひ較かくしても大人びた知識と喋しやべり方を持っている。

　そんな彼女にとって、悠の反応は紛まぎれもなく初めて見るものの一つだった。

「……くろうしませんか、この人といっしょにいると」

「あはは……私は、それに救われたから」

「同じく。まあ、そういう部分は私がサポートできればいいとは思っているけれど」

　出会ったばかりの小さな女の子に命を預ける。……その意味がわかっていないことに呆あきれたアリシアは、残りの二人に意見を求めた。

　が、返ってくるのは『むしろそれに救われた』という意見だけ。

　カティアが過か剰じようなまでに様々なことを警戒しているのは、だからこそ、だった。彼女は彼女なりのやり方で悠の力になろうとしている。

「……そういうことなら、いいでしょう。すいみん中のけいかいは、わたしが引きうけます」

「おお！　助かる！」

　こういう人間もいるのか。

　アリシアは驚きよう愕がくしたが、そんな素振りを隠かくして睡すい眠みん中の番を引き受けると、この期ごに及およんで問いかけの意味を理解していない悠に呆れつつ──また、無意識の内に口角をつり上げた。

　今度ははっきりと自分が悠のような人間を好ましく思うことを自覚しながら、アリシアは柔やわらかなベッドに体を預ける。

「では、わたしはまたねます。何かあったらこえをかけてください」

「わかった。おやすみアリシア」

「……」

　おやすみ。寝るのが当たり前だった自分にそんな言葉をかける者は、久しぶりだ。

　閉じた瞼まぶたの暗くら闇やみの中で、アリシアはその言葉を反はん芻すうする。

　不思議と、眠るのがいつもより心地ここちよく感じた。










　　　第十四話　せかい







「ふぁふ……」

　不規則に揺ゆれる船の中で、ふいにそんな欠伸あくびをしたのは極きよつ圏けん探たん索さく隊の暫ざん定ていリーダーである悠だった。

　船の中にいては正確な時間はわかりづらいが、時間帯で言うなら朝となる。彼らもそれを認識しているが、悠の眠ねむ気けは時間帯ともう一つによるものだった。

「昨日の夜くらいから急に寒くなってきたなあ。布ふ団とんが恋こいしい……」

　それは寒さによる毛布類への恋しさである。

「目的地も近いからな……そろそろ、防寒具を着ておくといいかもしれないな」

　そう、目的地に近づくにつれ、段々と寒くなってきているのだ。

　モイラスを出た時には大体外気で二十度ほどはある陽気だったのが、今では室内で十五度ほど。

　厚手の毛布が心地よく感じるくらいには寒くなっている。

「こんな急に変わるものなんだねー……私も防寒着着ておこうっと」

　この急激な気温の変化は悠以外の──この世界の人々にとっても応こたえるもののようだ。

　クララは荷物から白を基調としたコートのような防寒着を取り出すと、袖そでを通して言った。

「おおー、やっぱ似合うなそれ。クララのイメージに合うというか」

「えへ、そう？　私なんかにはちょっと可愛すぎるかなと思ったけど……そう言ってくれると嬉うれしいな」

　コートには所々に紫むらさき色いろが使用されていて、悠はその色が不思議とクララに合う様に感じていた。

　服の枚数はともかく、クララの服装はだいぶ暖かそうに見えて──なんだか、気温に適した服装を見ていると、一気に冬でも訪れたかの様な気分になってくる。

　やっぱり、俺も服着ようかな。悠は自分の荷物に視線を移す。

　その時だった。

「白の砂さ漠ばくが見えてきたってよ！」

　慌あわただしい足音と共に、乗客の興奮がドアを突つき抜ぬけてきたのは。

　荷物に向けられていた視線は、一気にドア──外へと向かう。

　ついに見えてきた。その事実に足が浮うき立つ。

「ユウ！」

「ああ！　起きろアリシア！　着いたぞ！」

「まだ見えてきただけでしょう。わたしはもう少しねむ……わ！」

　叩たたき起こすような勢いでアリシアに呼びかけ、悠は返事も聞かぬままアリシアを負ぶさる。

　激流のような足音の流れに自らも加わって、向かう先は甲かん板ぱん。

　曇くもった空の下もと、海の上に浮かぶように見えるのは──ぽつりと漂ただよう雲のように白い島。

「あれが……」

「白の砂漠か──！」

　未いまだその姿は小さく、砂漠ということまでは窺うかがいしれない。

　しかし海の上に真っ白に見える島が浮かんでいるという光景は、悠達にとって初めて見るものにほかならず。

「わああ……！」

　面めん倒どうくさがりで、一歩引いた態度を保つアリシアでさえ、感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらすほどのものだった。

「すごいです……こんなせかいが、外にはあったのですね」

　思わずその光景に見入るアリシア。

　石と鉄の地下室とはまるで違ちがう、青の濃のう淡たんの中にあってなお輝かがやく白に眼めを釘くぎ付づけにされる。

「ゆめでも、見たことない……はっ」

　だがふと周りの声が聞こえないことが気になって見み渡わたすと、悠を始めクララにカティア、旅の仲間たちが取り囲むように自分を見ていることに気がつく。

「ほほえましい目で見ないでください。おこりますよ」

　なんだかそれが無む性しように恥はずかしくて、アリシアは島から目をそらすように背を向けた。

　自分は外見通りの年ねん齢れいではないというのに──という怒りが浮かぶが、しかしそれも外見相応の反応をしてしまった自分のせいだと、アリシアは悔くやしさを感じる。

　確かに知識はあるが、今の彼女は実物を知らないし、人との会話の経験も少ない。初めて見るもの触ふれるものに対しての反応は、知性と知識に反して外見の年齢と然さ程ほど差はないのだ。

「いや、スゲーいいと思うんだ。綺き麗れいなモノは綺麗で、美う味まいものは美味い！　って。そうやって言えることは、カッコつけて冷めてるよりずっと良いと思う」

　しかし悠のそんな言葉に、アリシアはぽひゅ、と口から空気を漏らした。

　頰ほおを膨ふくらませたいのを必死で我が慢まんしているアリシアだったが、大真ま面じ目めな肯こう定ていに、毒気を抜かれるような気分だった。

「だからさ、俺は恥ずかしいとか思わないで言うぜ。すげえモノはすげえって。美味いものは美味いってさ」

　アリシアに向けていた微笑ほほえみが島へ向かうと、そこには一際力強く見える男の眼があった。

　楽観的で、お人好よしで、気が抜けている。

　概おおむねそんな評価を付けていた少年が見せた男気に、惹ひかれているのを自覚するアリシア。

　悠は、島を見み据すえて思う。

　真っ白な島。地球にでも、あるいは存在する光景だろう。北極なんかが、こういう風に見えるのかもしれない──しかし、今生で見るその景色は、とても現実のものとは思えないくらい幻げん想そう的だった。

　聞けばその白の正体は雪ではないという。それもまた、悠の心をワクワクさせる。

　すげえ！　と。悠は己おのれの心をこれ以上なくシンプルに表現しようと口を開いた。

　……その瞬しゆん間かん、一際強い風が吹ふき付け、薄うす着ぎの中を駆かけ巡めぐる。

「さっっっっむゥ!?」

　そう。寒いのだ。

　耳に音となるほどの風は、ヒトケタ台の寒気をまんべんなく叩きつけた。

　せいぜい秋用くらいの装備に身を包んでいた悠は、無意識の内にそう叫さけんでいた。

「……まあ、なんかそういう方があなたっぽい気はします」

「あはは……しまらないなあ」

　はて自分は何を思っていたのだろうか。

　自分で忘れたフリをしても、今想おもったばかりの気持ちを忘れるわけはない。

　しかしそれも一種の気の迷いだろう。寒さに身を抱だく少年を見て、アリシアはため息を吐ついた。

　けれどやはり──悠を見ていると、気がつけば自分は笑っている。

　そんな事実に気がついて、アリシアは初めて意識して笑えみを浮かべるのだった。
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「おおー……すげえなあこの服。薄くて動きやすいのに全然寒くねえ……」

「だから言ったろう？　経費で落ちることをアテにしてかなりグレードが高いのを買ったからな。温度の調節機能は完かん璧ぺきだ」

　甲板での醜しゆう態たいからしばらく。

　悠達はとうとう白の砂漠へと降り立っていた。

　そこで最初に悠が口にしたのがこの服についての感想だった。

　首元には毛皮などがあしらわれていて、防寒着として最低限の構造は果たされているのだが、やはり生き地じとしては薄く軽い。にもかかわらず、まるで登山で使うような現代で最新の防寒ジャケットに勝まさるとも劣おとらない防寒能力には感服だ。

「とはいえその分魔ま力りよくも消費するらしいから、疲つかれはあるので注意するように。クララとアリシアも無理はしないようにな」

「はーい」

「わかりました」

　カティアからの注意を耳に留めつつ。

　悠は、改めて近くで──足を降ろした『白の砂漠』を観察する。

　遠巻きに見ていたのは白一色であったが、よく見ると違う。

　近くで見てみると、地表には赤茶けた砂と濃こい霧きりのような、白い靄もやがマーブル模様を作り出していたのだ。

　その外見は、薄うつすらと──何十年ぶりという触れ込みを伴ともなって──雪が降った砂漠のそれに近い。

　よく見るとマーブル模様は白い霧の動きに合わせて揺らめいている。

　幻想的ではあるが、それ以上にどこか恐おそろしささえ感じる光景だった。

「ん、雪──いや、違う……？」

　この世のものとは思えない、揺らぐマーブル模様の様に幻げん惑わく的な光景に目を奪うばわれていると、空から雪のような白い光が降ってくる。

　ふと手を出すと、雪のような光は手に降り注ぎ──冷たさを感じさせた。

　しかし、冷たいだけだ。

　溶とけて水になるのでもなく、残るのでもなく。白い光は悠の手のひらで霧む散さんした。

「これは『氷の魔力』だ。ここでは空高くに氷の魔力が漂っていて、この様に光となって地上に降り注ぐらしい。地面を白く彩いろどっているのも、氷の魔力だな」

　カティアの言葉を聞いてかがみ込み、白い靄を掬すくってみせる悠。

　冷気の様な靄は、雪のような冷たさを感じさせて、消えていく。

　濡ぬれもせず、やはり悠の手には搔かく様な冷たさだけを残していた。

「なるほどな……それで、揺らめくような風景ができてるのか」

「幻想的だけど……なんか不確かな絵の世界みたいで、ちょっと怖こわいね」

　その世界に、不思議な恐ろしさを感じているのは悠だけではなかったようだ。

　クララの言葉に首しゆ肯こうすると、悠は立ち上がる。

「話は変わるけど、結構ここ──『白の砂漠』に来る人って多いんだな。全員ここで降りるとは思わなかったから、驚おどろいたわ」

　ひとまず『白の砂漠』の概がい要ようについて理解した悠が、カティアに投げかけた問いは、先さき程ほど共に船を降りた人々についてだった。

　船が出ている以上は需じゆ要ようもあるということなのだろうが、まるで観光地のような人の流れに、悠は頰を搔く。

「ん、そうだな。前にも言ったが、ここは極きよつ圏けんの中では比ひ較かく的楽な環かん境きようにあるんだ。ホラ、あそこを見てくれ」

　カティアがある方向を指差すと、悠だけでなく、クララとアリシアもつられて首を曲げる。

　指さした方向にあるのは、何なん軒けんかの木造建築であった。

「ここはモイラスから近いということもあって、物資の搬はん入にゆうも可能なんだ。だから、ああいう簡易の宿しゆく泊はく施し設せつも沿岸に限り、僅わずかながら存在している。極きよつ圏けん探たん索さくを志す冒ぼう険けん者たちは、あそこを拠きよ点てんに試しの一歩としてここを訪れることが多いんだ」

　カティアが言うには、そこは宿泊施設だという。

　冒険者のギルドが直営する、屋根付きの建築物。宿泊施設とはいうがあるのはその程度で、高価ながら貧相な食料と、ボロい寝しん具ぐが置いてあるくらい、だそうだ。

「少し試してみて、ダメそうなら次の船まであそこで待てばいい。ここでダメならどこの極圏に行ってもやっていくことは出来ないだろう──そういう理由からで、自らを試しにここへ訪れる冒険者は多いそうだ。……尤もつとも、それでもここから二度と帰らぬ者も多いそうだがな」

　腕うでを組んで説明するカティアは、不満げだった。

　それが仕事上のものであるということを知っている悠達は、愛想笑いを浮うかべる。

「しかしだ。実は、この白の砂さ漠ばくはあまりしっかりとした調査がなされていない。何な故ぜだかわかるか？」

　気を取り直したカティアが悠達へ振ふり返ると同時に、問いかけを行う。

　その質問に、悠達は揃そろって首を横へ振った。

「ここではイシェ鉱石という石がよく採れる。氷の魔力にさらされ続けた石で、加工が容易で、武器などによく使われるらしい。大陸に持ち帰ればそこそこの金額になるんだそうだ。が、これは本当にどこでも採れる。例えば沿岸部のここらでもそうだ。……わかるかな？　これを求めてわざわざ奥地へ行ったり、ということが少ないんだ」

　つまり。

　そう付け加えて、カティアは言葉を切った。

　不敵に片目を瞑つぶり、問いかけるように。

　つまり、この白の砂漠にはまだまだ未知が満ちている。

「……いいね、ワクワクする」

「だが当然簡単な話ではないぞ。話に聞けばここには水も少なく、何が食べられるかもわかっていない。魔ま物ものの存在以外にも、長く滞たい在ざいするにはクリアしなければならない問題が多いのだからな」

「だから、俺たちが来たんだろ。やっべー、なんか落ち着かなくなってきた！」

　そう。この過か酷こくな世界で奥地へ進み、戻もどってくるには解決しなければならない問題が山積みだ。

　その最たるものが食料である。

　だからこそ、『食』の力を持つ悠なのだ。

「奥地……そこに、マオル族の痕こん跡せきもあるのかな？」

「ヒトが住むことが出来ない故ゆえの『極圏』だ。可能性は少ないだろうが──ゼロではないな」

　未いまだ報告のない白の砂漠、奥地。

　そこに思うところがあるのは、悠だけではない。

　静かなつぶやきに返されたカティアの声に、クララは力強く頷うなずいた。

「よし……じゃあ早速始めるぞ！　第一回、極圏探索隊の行動開始だ！」

　ある者は未知の食材のために。ある者は失われた自分のルーツを探りに。ある者は、恩人の救いとなるため。ある者は──探すものを、探しに。

　それぞれの目的を胸に、白の砂漠の探たん索さくが、幕を開けた。










　　　第十五話　白の砂漠







「改めて見ると……本当にすげえな、ここ」

　白の砂漠を歩き始めて少し。

　突とつ然ぜん立ち止まった悠ゆうは、無意識の内にそう呟つぶやいていた。

　仲間達が自分に振り返ったことにも気づかず、悠は無限にでも広がっているような景色を見つめている。

　近くにはオレンジの砂と氷の魔力が生み出す、揺ゆらめくマーブル模様。

　遠くを見れば、時折植物や岩山が色を宿しているものの、それ以外は白一色だ。

　冷たい空気のせいだろうか、そこに自然を感じる息いき遣づかいはない。

　まるで、骨を剝むき出しにした惑わく星せいみたいで──シンプルに死をイメージさせる光景だった。

「物悲しい光景だよね」

「ああ。正直結構驚いてる。人間が住めない場所ってのも納得だ」

　人が住めない極きわまった環境。

　この光景に寂さびしさを感じるというのは、最もシンプルに人の死を連想するからなのかもしれない。

　仮に人が住める環境だったとしても、ずっといれば気がおかしくなってしまいそうな、そんな途と方ほうもなさを感じながら、悠は再び足を動かし始める。

「そういえば聞きたかったのだが、ユウ。何気なくキミに従って歩いてきてしまったが、今どこか目指している場所はあるのか？」

　その足取りに迷いがない事に、カティアは足を止めずに聞く。

　おそらくは疑問というよりは確認なのだろう。これもまた悠を信しん頼らいしているがゆえの問いかけだ。

「ん、そりゃな。まずはあそこに見える岩山を目指そうとしてる」

　伝わってくるそれを感じながら、悠が指し示したのは未だ遠くに見える岩山の一つ──一際高く見えるものだった。

　予想の範はん疇ちゆうといえばその通り。果てしなく広がる代わり映ばえのしない砂の上を歩き続けるよりは、何か目印に向かうのは自然なことだろう。

　だがそれにはなんとなく、ではない理由がある。

「まずは高い所から、周りの地形を確認する。そこから探すのは、川とか川の跡あとだ。砂漠っていっても植物はあるし、少なくとも川の跡が存在した痕跡は、あってもおかしくないと思う」

　先程地形を観察した際、悠は異世界特有の風景のほか、構成される要素から地球のとある場所に似ていると感じていた。

　砂漠とは言うが、延々と砂が広がっているだけではなく、岩山や僅かながら植物も散見される──その地形は、地球のモアブ砂漠に似ていた。尤も、暑さと寒さ、気温が真逆という点はあるが。

「ヒトがどこかに居を構えるなら、まずは水の近くだ。川があれば万々歳、無くても川の跡が見つかれば、支流をたどって生きてる本流に、ってのも十分ある展開だと思う」

　ヒトの文明には常に水が寄り添そってきた。いや、人は水がなければ生きていけないため、人が水に拠より所を見つけたと言うべきだろうか。

　旅の目的の一つに『かつて在った部族の痕跡を探す』ことがある以上、水を探すのは最重要事じ項こうに直結すると言えた。

　そうでなくとも、長く滞在するならば水の確保は必ひつ須すになるというのもある。

「多分、これはどこに行ってもやることだと思う。覚えとくと良いかもな」

「水の近くに、人は寄る……かあ」

　ずっと昔から、人は水に拠り所を求めてきた。遠い過去に思いを馳はせるように、クララは岩山の向こうへと視線を向かわせる。

　しかし物思いにふけっている暇ひまはない。

　水の確保は出来るだけ早いほうがいい。

　目的地を共有した一行は、再び岩山に向かって歩き始めた。

　小さく見えている岩山は中々近づいてこない。この分だとまだ歩く必要があるだろう。

「寒さみぃな。それに……」

　歩いていると、ふと悠は寒さをつぶやく。吐はき出した息は白くなり、実感を伴ともなって現在の寒さを物語っていた。

　それもそのはず、現在の気温は摂せつ氏しにして三度。極寒という程ではないにしろ、厚着をしなければ凍とう死しも十分ありうる温度だ。

「それに、どうしたんですか」

「いや、空気が乾かん燥そうしてるなって。ノド渇かわいてないか？」

「言われてみれば、そうですね」

　しかし、悠が気になったのはそれ以上にこの白の砂漠の気候──乾燥した空気だった。

　寒さの所せ為いで感じづらいが、悠は空気の乾かわきを実感していた。

　まるで高い山のよう──呼気から、汗あせから、実感なく水分が奪うばわれていることを感じる。

「寒いから気づきづらいけど、汗かいてるんじゃないか？　足場も良くないし、乾燥してる。水分補給はこまめにしておいたほうが良さそうだ。気づいたら脱だつ水すい症しよう状じよう……ってんじゃ目も当てられない」

「……ちゅういしておきます」

　そういえば心なしか空気も薄うすい気がする──そう付け加える頃ころには、アリシアは水すい筒とうを取り出し、細い喉のどをこくこくと鳴らしていた。

　見れば、クララとカティアも顔を青くして同じようにしている。

　面めん倒どうくさがりな性格の割に意外と素直なアリシアの反応に、そして素直すぎるクララとカティアに、悠は少しだけ感心した。

「水分は摂とりすぎるということはない……ってな。そんなわけで、水場はなるべく早く見つけたいところだな」

「私も汗かいてる……気づかないものだね」

「まったく、いっそこの白さが雪によるものだったら楽だったんだろうが」

「違ちがいねえ」

　もしもコレが雪ならば。そんな仮定に、悠はくつくつと笑う。

　雪をそのまま食べると、逆に体力を消費してしまうのは有名な話だ。だが、何らかの方法で溶とかせば立派に飲水として使える。

　いつかそんな知識も使うかもしれない──なんて思いながらも悠は行軍を続けた。

　やがて、悠達は目的の岩場に到とう着ちやくした。

　白の砂漠に降り立ったのは朝方だが、もう陽ひは真上。後は暗くなっていくだろうという時間だ。

「さて、それじゃここを登るわけだけど……どうする、俺が見てこようか？」

　横にも広かったためか、遠くで見るよりも高く見える山を背に、悠は岩いわ肌はだに手を当てた。

　端たん的てきに言って、これを登るのはそこそこ体力を使うだろう。

　地形の把は握あくができればよいので、体力に余よ裕ゆうがある自分だけが上へ行き、地形を伝えれば効率がよい。

　そう思っての提案だったが──

「あの、よければ一いつ緒しよに行きたい……かな。悠だけに負担をかけるのは嫌いやかも……」

「ああ。一人だけ二度手間というのも上う手まく言えないが、確かに嫌だ」

　クララとカティアは、上までついていきたいと言う。

　非効率的ということはわかっているが、そこには仲間であることの誇ほこりとでも言うべきか。肩かたを並べる事に対する決意のようなものが在った。

「ん、わかった。アリシアはどうする？」

「わたしも、行きます。ふうけいにもきょうみがありますし──ここでついて行けないようなら、足でまといになります」

　連帯感と、少しの意地を混ぜて、アリシアも参加を表明する。

　悠はそんな彼女に首しゆ肯こうを返すと、人差し指を立てた。

「よし、じゃあちゃんと説明しておくか。見ればわかるけど、この岩山って段差はあるけど結構なだらかに見えるだろ？　俺達の体力なら楽勝……に、見えるけど、実際は注意が必要だ。なんでかって言うと、この気候が関係してる」

　クララ達に見えるように少し身体からだをズラして、悠は岩がん壁ぺきの肌を強く擦こすってみせた。

　すると、細かい砂が手に付着し、白粉おしろいの様になる。

「こんな風に、表面は細かい砂がついてるから、傾けい斜しやがなかったりしても結構滑すべる。それに、此こ処こは乾いてるだろ？　こんな砂岩なんかは、乾燥した地形だと表面が割れたり剝はがれたりしやすいんだ。十分な注意をもって行動すること。いいか？」

　語る悠の表情が真しん剣けんであることを見ると、クララ達の頷きもまた重々しい。

　安全そうに見えても、自然というのはやはり計りしれないものなのだ。悠は、それを強調する。

「わかったならよし！　じゃあ行動開始だ。『硬こう質しつ化』もあるし、俺が先導するからな」

　万が一落ちた時のことを想定し、先頭を歩くことを伝えると、悠は岩壁を登り始めた。

　幾いくつもの層になっている砂岩の岩山は、やはり想定通りに崩くずれやすい。

　しかしそれでも悠達は慎しん重ちようを重ねて上へと登っていった。

　そして暫しばらく。

「う」

「頑がん張ばったな。よし、手ェ貸しな」

「……どうもです」

　身長が足りずに苦戦しているアリシアを引っ張り上げると、悠達は岩壁の登頂を達成した。

「うわー、いい眺ながめ！　……でも、思ったより複雑な地形だねえ」

「本当だ。僅わずかに緑もあるし、岩山が幾つもある」

「きょうこくになっている所もありますね」

「ホントだ。あそこなんかは、昔水が流れてたんじゃねーかな。……な？　上から見ると、景色もそうだけどこういう情報も色々見えてくるだろ」

　そこから見える景色は、多くの冒ぼう険けん者たちが未いまだ見たことのない白の砂さ漠ばくの奥地だった。

　実際には中心部まではまだまだ距きよ離りがあり、此処まで到とう達たつした冒険者もいるだろう。

　だが、こうして悠達が見ている光景は、未だ多くの者にとっては『未知』に他ならない。

「川の流れてた跡、かあ。あんなに大きな跡があったってことは、昔は大きな川が流れてたのかな？」

「かもな。そんなのがなくなっちまうんだから、時間ってのはスゲーよなあ」

　しっかりと冒険のための知識を蓄たくわえている者でなければ、大地を奔はしる溝みぞがかつての川の跡だということにも気づかないだろう。

　冒険家としては初心者も初心者な悠だが、その知識だけはこの時代の水準よりも未来のものを吸収している。それらは今、水を吸ったスポンジを絞しぼるように吐き出されていた。

「んー……そうだな。まずはあの辺りの峡きよう谷こくを目指そうと思う。川の跡が伸のびてるだろ？　それに植物も生えてる。植物があるってことは水が得られやすい地形ってことだ。運が良ければ水が見つかるだろうし、なくても辿たどっていくうちに見つかる可能性が高い」

　悠が峡谷のある地域を指差すと、クララ達は黙もくして頷うなずく。

　信頼を置かれている証あかしに少しだけ嬉うれしくなると、悠は浮うかれる気分を振ふり払はらうように頭かぶりを振った。

「そうと決まれば降りようか。気をつけろよ、こういう岩壁って降りるほうが危険なんだ」

「え、そうなの？」

「こんな話がある。あるクライマーが壁かべの中腹で身動きが出来なくなって──」

「ま、待て。またコワイ話をするつもりだな。十分気をつけなければいけないのはわかったから、できれば降りた後にしてくれ……！」

　降りる時の注意を説こうと小話を交えようとすると、冷ひや汗を流したカティアがそれを制止する。

「わたしは少しきょうみがありますが。こわい話はじつはけっこう好きです」

「やめてくれ！」

　アリシアが続きを促うながし、カティアがそれを止める。なんだかバランスの良い二人に、クララと悠は顔を見合わせて笑った。

　怖こわさがわかっているのなら必要以上に脅おどかす必要もないと判断し、悠は先さき程ほどのように少し先を歩くようにして、岩壁を降り始めるのだった。










　　　第十六話　水の確保にご用心







「ひい……ようやく着いたねえ」

　歩き続けて、ただ歩き続けて。

　ようやく目的の峡谷にたどり着く頃には、日の色が紅あかく変わり始めていた。

　代わり映ばえのしない光景をただ歩くというのは倦けん怠たい感も中々のもので、比ひ較かく物のない砂漠ではどれだけの距離をどれだけの時間を掛かけて歩いたのかもわからなくなってくる。

　思わず疲つかれを口にしてしまうのも仕方がないと言ったところだろう。

「ハハ、いい感じだし今日はこの辺りをキャンプ地にするか。この辺りの調査で、もう少しだけ、歩く必要があると思うけどな」

「いやー……それでも砂漠をひたすら、ってよりはいいかなあ。ここにはまだ色々ありそうだし……」

「そのいろいろの中に、水があるといいんですけどね」

　いつもより少しだけ早く言い切るアリシアの言葉に疲れを感じつつ、悠ゆうは峡谷の中を覗のぞき込む。

　峡谷の底からは緑の葉を付ける木々がまばらに顔を出していた。

　やはり、近くに水が流れる場所がある可能性は十分に存在する──僅かでも水を得られる可能性が上がったことで、悠は息を吐いた。

「何かおもしろいものはありましたか？」

　と、そこへアリシアが隣となりに顔を出し、峡谷の底を覗き込む。

　危ないぞ、と悠は𠮟しかる意味を込めて強い語調で戒いましめようとする──が。

　その瞬しゆん間かん、アリシアの身体が傾かたむいた。

「……っ！」

　言葉を途と切ぎれさせて息を吞のむアリシア。

　自分の身に何が起こったか──自分が谷の底に向かって落ち始めていることに気がついたようだ。

「ばっ……！」

　バカヤロウ、そう叫さけぼうとするも、言葉を続けることはなく。

　ただただまずいという思考のみに支配されて、悠は手を差し伸べた。

　だが突とつ然ぜんのことにアリシア自身も反応出来なかったのか、差し伸べられた手を取ることは出来なかった。

「くっそ！」

　思わず悪態を吐ついて、悠は強引に身を乗り出して、アリシアへと手を伸ばす。

　俊しゆん敏びんな動作でなんとかアリシアの腕うでを摑つかむと、悠は即そく座ざに『硬質化』の力を発動した。もしもこのまま落下した時にダメージを防ぐためだ。

　だが、かろうじて落下は防げたようだ。

　体勢を崩し、軽い衝しよう撃げきが悠の体を襲おそう。

　地面に寝ねるような体勢で峡谷の底へと垂らされた腕には、幼い少女の姿があった。

　アリシアを吊つる悠は安あん堵どの息を吐き出し、アリシアは宙ぶらりんの状態で峡谷の底を見て息を吞のんだ。

　高さにすれば十数メートルと言ったところだが、このまま体勢を崩したまま落ちてしまったら、最悪は『死』だったろう。

「あ、あの……リーダーさん……」

　震ふるえる声で自分を呼ぶアリシアに悠は、今度はため息を吐き出した。

　毒気が抜ぬけるような気分である。

　慎重にアリシアを引き上げると、力が抜けたのかアリシアはへたり込んだ。
















　所謂いわゆる『女の子座り』が妙みように似合っているアリシアに、悠はまた毒気を抜かれた。

「……いいよ、何言いたいかはわかってんだろ？　だったら、次から気をつけてくれりゃそれでいい。説明が遅おくれたのもあったしな」

「いい、んですか？」

「わかってることを怒ど鳴なってもしゃーないだろ。俺ももう怒おこっちゃいないしな」

　クララとカティアが駆かけ寄ってくると、悠は誰だれ一人ひとり欠けていないことを実感して、仰あお向むけに倒たおれ込んだ。

　地面に背を付けると、心臓が跳はね回っているのをより強く感じる。

　耳みみ障ざわりにさえ感じたが、それは生きている証のように感じられた。

「一応言っておくと、この辺の地面も乾かわいた砂岩で出来てるみたいだ。崖がけ際ぎわは崩れやすいので注意すること。わかったか？」

「それは、はい……すみませんでした」

　上体を起こしてアリシアの眼めを見み据すえる。

　流石さすがに眠ねむ気けが飛んだのか、その瞳ひとみには心苦しさが色いろ濃こく映されていた。

「ユウ、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「アリシアちゃんも、平気!?」

　駆け寄った二人がそれぞれに寄り添そうと、悠は静かにうなずいた。

「はい……だいじょうぶ、です」

　一方で、アリシアはまだ滑かつ落らくしかけた恐きよう怖ふが抜けきらないのか、白昼夢でも見たかのような反応だ。

　とはいえ無事だとわかると、クララは大きくため息を吐いた。

「よかったよぉ……私もこの間落ちちゃったから心配で……怪け我ががなくて本当によかった」

「しんぱい、してくれるんですね」

「当然だよ。もし怪我をしてるなら、なるべく早く治さなきゃいけないしね」

　どうやら本当に自分を心配していることがわかると、アリシアは先程身も凍こおるような思いをしたばかりにもかかわらず、胸に温かいものが訪れたことに困こん惑わくした。

　しかし、それよりも治すというクララの言葉に、疑問を抱いだく。

　治ち癒ゆの魔ま術じゆつは、高等だからだ。

　それこそ、その道を究きわめんと研けん鑽さんする者が、中年と呼ばれる年ねん齢れいになってようやく実用に漕こぎ着けるほどの──

「……!?」

　そんな知識を持っていたからこそ──アリシアは困惑した。

　血が滲にじむ腕の擦すり傷きず。クララが手をかざすと、みるみるうちにそれが消えていったからだ。

「私、治癒の魔術は得意なんだ。怪我したら、教えてね？」

　はにかむクララに、アリシアは言葉を返せなかった。

　血が滲む傷を一いつ瞬しゆんで治す。治癒の魔術をどう優ゆう秀しゆうと判断するかはひとえに規模と速度だ。手をかざして、離はなしたと思ったら治っていた。規模自体は大したことはない、しかしその速さは、一生を治癒の魔術に捧ささげた一流の魔術師でも実現できるか否いなかというレベルのものだった。

「あなたは……いいえ、ここはおれいを言っておくにとどめます」

「あはは、まあそのうち話すよ」

　『食の力』に『英えい雄ゆう騎き士し』、そして『治癒の力』。

　ディミトリアスから聞かされていた二人はともかく、一見して珍めずらしい髪かみの毛を持つ以外に特とく徴ちようのないクララまで特異な力を持っていたことに、アリシアは混乱しかけた。

　しかし、すぐさまそれらを考えるのが面めん倒どうになって、目を閉じる。

「ユウさん、ありがとうございました」

「……!?　お、おお。無事で良かった」

　突然名前を呼ばれたことに驚おどろくも、悠はとっさに平静を装う。それが出来ていたかは別として。

　立ち上がったアリシアを見送るように見上げると、悠も正気に返って立ち上がった。

「じゃあ、気を取り直して水を探そうか。重ね重ね、崖際は気をつけろよな」

「はい、わかりました」

「ああ」

「はーい」

　ある意味で実じつ践せんを伴ともなって乾いた砂岩の危険性をしっかりと実感した一行は、水を求めて周辺の探たん索さくを開始する。

　時折寒さに白い息を吐きながら、最悪落下しても無傷で済むであろう悠が率先して峡きよう谷こくの底を覗いていく。

　悠の記き憶おくだと、こういう地形をゆくのは中々大変なことだったと覚えている。

　峡谷を渡わたるにはつながっている部分を探したり、挟はさまった岩を渡ったりとそれだけでちょっとした運動会だ。

　だが、悠達の身体能力なら、ある程度の幅はばならば軽々と飛び越こえることができる。

　悠とカティアに限っては、クララやアリシアを抱かかえて跳とんでも余よ裕ゆうがあるほどだ。

　そうして暫しばらく辺りの探索を進めていくと──

「あった！　水！　流れてる！」

　谷底を覗き込んだ悠が、嬉き々きとした叫びをあげる。

　その声に、急ぎつつも慎しん重ちように、クララ達が谷底を覗き込んだ。

「ホントだー！　水！」

「ひとまず安心と言ったところか？」

「いや、まだわからねえ。ちょっと下に降りてみるか」

　谷底に流れる川に沿う様に歩いてゆき、降りられそうな場所を探す。

　幸い、そちらはすぐに見つかった。地球の常識で考えればしっかりした装備と時間が必要になりそうな場所でも、悠達ならある程度は障害にならない。

「……うん、流れもあるし、見た目にも──能力の反応も問題はなさそうだ」

「流れがないとダメなのか？」

「ああ、流れがないと水が腐くさっちまうんだよ。厳密には水に溶とけ込んだものが腐るんだけど。そうなるともうダメだな」

　水をすくい上げて、観察する悠。

　この分ならそのままでも飲めそうだ。

　一口水を口に含ふくむと、味や匂においには違い和わ感かんがないことが確認できた。

　何より──冷たい。岩場の陰かげになっているこの場所は上よりも寒く、水は凍る寸前まで冷やされていた。

　体温を下げてしまうのは得策ではないが、疲れた身体からだにはこれ以上なく心地ここちよい。

「くっはー！　冷たい水はたまらないな。こんな冷たいモン久々に飲んだ気がするよ」

　どうやら此方こちらの世界では飲み物を冷やしておくという文化はないようで。

　久方ぶりの感覚に、悠は思い切り快感の息を吐き出した。

「おお……疲つかれが取れるな」

「飲み過ぎには注意しろよ。水質的には平気だと思うけど、冷たさで腹壊こわしたら良くないし、こんな寒さだと体温を下げるのも問題になるからな」

　とはいえ、いくら心地よくてもこんな場所での冷たさは命取りだ。

　谷の上と比べて、ここは気温にして氷点下にも達するだろう。

「でも水があってよかったねえ……今日は此こ処こでキャンプにするの？」

「ほんとにな。でもテントはこの上に張ろう」

「上ですか。水をとりにくるのがめんどうになるのではないですか」

　話が今日の寝ね床どこへ移ると、悠はすぐにこの場にテントを張ることを否定した。

　理由としては、もちろん寒いというのが一つ。

「面倒は面倒だけど、川じゃ鉄てつ砲ぽう水みずって現象がたまに起きるんだ。今は穏おだやかな流れだけど、もしかしたら穏やかなのは木や岩なんかが上流で水をせき止めてるからかもしれない。それがなんかの拍ひよう子しでせき止めてるダムが崩くずれたりしたら、細い峡谷に一気に水が流れ込むことになる。それも岩やら砂やら木やらがたっくさん混じったやつがな」

　もう一つは、鉄砲水の危険性だ。

　今悠達がいる川は穏やかに流れているが、その上流では木や岩が天然ダムを形成している可能性があり、穏やかな流れでいるのはその為ためである可能性もある。

　それが突とつ然ぜん崩くずれることによって急激に増水する。それが鉄砲水である。

　実際には、鉄砲水にも予兆はある。

　河か川せんが濁にごっている、葉っぱなどが多量に流れているなどがそれだ。

　澄すんだ水が流れる川を見ればその可能性は低そうだと悠は思っていたが、自然は何が起こるかわからない。ましてここは『極きよつ圏けん』だ。急激な雨の可能性だってないとは言い切れない。

「こんな場所でいきなり水が押し寄せてきたらどうしようもないからな。注意だけはしておきましょうってことだ」

「自然って怖こわいね……」

「……なるほど、べんきょうになりました」

　兎とにも角にも、水辺の危険性は重々に承知できたようだ。

　クララはわかりやすく慄おののいており、アリシアは表情こそ変わらないものの、心なしか青ざめている。

　ある程度の知識はあるといっても、悠自身サバイバルは素人しろうとだ。警けい戒かいはしてしすぎということはない。

　水を採取して谷の上に上がった悠達は、落ち始めた陽ひを望んで野営の準備をすることにした。

　しかし、それはカティア達に任せ、悠には悠の仕事がある。

　それは、生きるために必要なことでもあり──ここに来た、目的の一つでもある。

「よーし、じゃあ俺は食料を探しに行ってくるからな！」

　それは、食料の調達。

　極圏の魔ま物ものを狩かって食べる──悠はこの『白の砂さ漠ばく』、極圏にやってきた最大の目的を、果たそうとしていた。










　　　第十七話　食と眠







「さて、なにか食べられそうなモノは……っと。水場も近いし生き物もいると思うんだけどな」

　クララ達から離れた位置で、悠ゆうは辺りを見回しながら歩いていた。

　白骨のように白い世界で誰だれも視界に入れずに歩いていると、まるで自分がただ一つの生命なのではないかと錯さつ覚かくする。

　しかし、ふと、悠が自分の隣となりへ視線をやると──

「どうかしましたか」

　友人から預かった、小さな少女が首を傾かしげる。

　その髪や服の淡あわい色合いは、この白い世界によく似合っている。

　幻げん想そうの様な存在がたしかにここに在ることを感じると、悠は困ったように微笑ほほえんだ。

「いや、なんでもない。ただ面倒じゃなかったのかってな。あっちで寝ねてても良かったんだぞ？」

「いいえ。あなたの力にもきょうみがあったので。じゃまだというならばもどりますが」

「なる。そういうことならいいんだけどさ」

　そう──今回の狩りには、アリシアが付いてきているのだ。

　と言っても、それは手伝いというよりも悠の観察が目的のようだが。

　相変わらず何を考えているか少しわかりづらいが、心なしか──物理的な──距きよ離りが縮まっていることに、悠は苦笑する。

「ではおことばにあまえて。よろしくおねがいします」

　もう少し砕くだけた話し方でもいいのに。

　そんなことを思いながらも、索さく敵てきは続けている。

　これがアリシアにとって適当ならば、敢あえて正すこともないだろう。

「……ん、何かいそうだな」

　お互たがいの言葉が途と切ぎれて少しして、悠は自分の『食勘』センサーに反応を感じて、鼻を鳴らした。

　匂いを感じるわけではないが、獲え物ものを狙ねらっていると思うと、ついそうしてしまったといった所だ。

「（だから、なんか感心したみたいな目で見るの止やめてほしいな……別にコレ自体に意味はないんだけど）」

　だが鼻を鳴らした悠を見て、アリシアはおお、と小さく口を開いていた。

　心なしか輝かがやいた瞳ひとみに、何な故ぜだか罪悪感のような物を感じる悠。

　しかし、やはり獲物の気配は感じる。

　アリシアを手で制して、慎重に覗のぞき込むのは谷の底だ。

　そこには、細かい砂が敷しき詰つめられる様になっていた。

　──そんな砂の絨じゆう毯たんに、獣けものが二匹ひき。

　いや、それを獣と表現して良いのかはわからない。

　そこにいたのは、一言で言えば球体。

　詳くわしく説明するのならば、白い体毛を持ったネズミのような──魔ま法ほう少女の肩かたにでも乗っていそうな、ゆるふわ生物だったのだから。

　悠は言葉を飲み込んで手でアリシアを呼ぶと、崖がけ下したを注視させる。

　アリシアも、悠が言葉で自分を呼ばなかったのは下の獣に気づかれないためだと察知し、頷うなずいてから獲物に視線を移す。

　その姿を確認すると、アリシアはまた小さな口を開いた。

　さて、どうしようか──

　無事に食べられそうな魔物を見つけたは良いが、それをどう捕とらえるか、と悠は考えを巡めぐらせる。

　手札として切れそうなのは『誘ゆう引いん』だろうか。両りよう刃ば剣けんは持ってきている為、攻こう撃げき手段としては『チャージ』もアリだろうが、小動物を思わせる姿を見ると、形状の割に素早い可能性もある。タメの時間を必要とする性質上、相性は悪そうだ。

　ならば『ドラゴンブレス』はというと──これはダメだろう。よほど熱に耐たい性せいがある魔物ならばともかく、ドラゴンの炎ほのおは一いつ瞬しゆんで骨までケシズミにしてしまうような火力を持っている。小さな身体の小動物程度、焼き付いた影が残るかどうかも怪あやしい所だ。

　『罠わなの芽』もこんな砂漠に緑の若葉、では不自然もすぎる。

　となると。

「（結局はガチでやるしかないよなあ）」

　力ずく。この手に限る。

　改めてアリシアへと手で制するジェスチャーを送ると、悠は谷底へと飛び降りた。

　瞬しゆん間かん、悠の姿を察知する球状の小動物。

　音か、振しん動どうか。何らかの手段で外敵の存在を察知した小動物は、迷いなく逃とう走そうを選んだ。

「やっぱりか……！」

　だがそれは悠も想定内。

　即そく座ざに『誘引』の力を発生させると、小動物がその脚あしを止める。

　この瞬間、彼らにとって悠は『敵』から『餌えさ』に認識を変えた。

「……!?」

　その奇き妙みような行動にアリシアが驚きよう愕がくする。

　悠の力はまだアリシアには説明されておらず、その光景はただただ奇妙なモノに映った。

　小動物がフェイントを掛かけたように見える光景に、アリシアは混乱した。

　だが、驚愕したのはアリシアだけではない。

　悠もまた、目の前で起きた現象に思わず叫さけび声を上げる。

「おお!?　何だこれッ！」

　振ふり返った小動物は身体に隠かくされた脚で跳ちよう躍やく──そして岩がん壁ぺきに衝しよう突とつしたその瞬間、角度を変えて跳はねたのだ。

　まるで、ゴムまりの様に。身体の形状通りの動きに、悠の瞳は双ふたツ跳ねるボールを追うことを諦あきらめてしまう。

「ッ」

　幾いく重えにも連なる線に処理をストップした視界が命じたのは『硬こう質しつ化』だった。

　直後、身体を襲おそう重い衝しよう撃げき。腹部にぶつかった小動物の重さに、身体が揺ゆらめく。

「おぼ、うっ！」

　そして、よろけた所にもう一発、更さらにもう一発と小動物達がぶつかってくる。

「あああ鬱うつ陶とうしい！　何だよこれ！」

　ダメージは然さ程ほどないが、とにかく鬱陶しい。

　苛いら立だちを感じながら、悠は両刃剣を投げ捨てた。

　凄すさまじい速度と、ごつごつと乱れた岩壁を利用した角度の読めない攻撃に、悠は重い武器での一いち撃げき必殺を諦めたのだ。

　身をかわしながらドラゴンナイフを取り出すと、悠は紅あかく煌きらめく刃はを構えた。

　……二匹で絶え間なく跳ね回る小動物を、目で完かん璧ぺきに追おうとしても、不可能だ。それほどまでにその軌き道どうは複雑怪かい奇き。本来ならば逃にげに使われる技術だが、それは攻撃として転用しても十分な力を持っていた。

　だから、悠は見るのを諦めた。

　厳密には、完全に捉えることをだ。

　確かにこれを逃げに使われたら、悠にはこれを捉える手段がなかったろう。

　だが現在彼らの目的は一箇か所しよに定まっている。

「そこッ！」

　それは正しく悠自身。来る所がわかっているのならば、後はタイミング次第だ。

　攻撃の間かん隔かくを計りながら、悠は身をかわしつつナイフを立てて『用意』した。

　跳ねる瞬間は不規則でも、一度空中に移行してしまえば、後は球状の小動物に軌道を変える力はない。

　あとはゴール地点に用意されたテープの如ごとく──定められた場所を、小動物が通り過ぎていく。ただし、切るのはランナーではなくテープの方だったが。

「っし！」

　空中で赤い刃に切り裂さかれた小動物が勢いを失い、地に落ちる。

　鮮せん血けつが空中に軌道を描えがくと、そちらはスローモーションの様によく見えた。

　が、ここで終わりではない。

　まだ戦いには『次』がある。

　岩壁を跳ね回る小動物が一匹ぴきになると、その軌道は多少見やすくなっていた。

　次はもっとうまくやると、悠は機会を窺うかがおうとする──が。

「……！　逃げてる……!?」

　その軌道が、段々自分から遠ざかっていくことに気がつく。

　壁かべを跳ね回りながらも徐じよ々じよにその平均的な高度は上がっていき、距離もまた離はなれていく。

　一匹では量的にも心もとないため、是ぜ非ひともここで二匹目を捉えておきたい──！

　焦あせりから、悠は駆かけ出す。

　しかし、その瞬間にまた変化が訪れる。

　徐々に地上から離れていった魔ま物ものが、今度は逆に段々と谷の底に近づいてくるのだ。

　跳ね回るスピードもまた落ちていき、ついには谷の壁から壁へと移るだけの勢いもなくし、地に落ちた。

　砂の地面が余すところなく衝撃を吸収したためだろう、スーパーボールの様に跳ねていた小動物はそれきり跳ね回らなくなった。

　急いで近づいてみると、どうやらまだ息はあるようだが、まるで毒にでも侵おかされたかのように緩かん慢まんな動作だ。

「はやくとどめを。そのじょうたいは長くはもちません」

　まさか毒ガスが──悠がそう危き惧ぐすると、頭上から危機感のない声がとどめを促うながす。

　アリシアだ。

　では、まさかこれは。そんな疑問が浮うかぶも、悠はアリシアの言うとおりに小動物に紅くれ刃はを突つき立てた。

「みごとです」

　アリシアが飽あくまで冷静でいることを考えれば、悠が思う通りの事が起きたのだろう──今止とどめを刺さした魔物と、先に仕留めていた魔物を回収すると、悠は軽い足取りで谷の上へと戻もどる。

「おつかれさまです」

「ん、ああ……ええと、今のはアリシアの力──で、良いんだよな？」

　悠が戻ってきて、ねぎらいの言葉をかけるアリシア。

　だが悠は返事もそこそこに、先さき程ほどの出来事について確認をした。

　返ってきたのは予想通り、首しゆ肯こうだった。

「はい。わたしの『まどろみ』の力です。あいてのねむけをさそって、ねむらせます。ただしこうふんじょうたいにあるあいてや、つよいまりょくをもつあいてにはつうじません」

　悠からの問いに、アリシアは──イントネーションこそたどたどしいものの、言い淀よどむことなく自らの力について語った。

　悠の『食』の力がそうであるように、アリシアの力もまた『眠ねむり』に関することならば多た岐きに渡わたるらしい。

「さきほどはまものがしょうもうし、たたかういしをなくしたので力をつかうことができました。あなたの力も見られましたので、手をかそうかと」

　アリシアは表情を変えず、覗き込むように悠の瞳を見み据すえている。

　その視線に、悠はアリシアが自らの力を語った意図を悟さとった。

「こんどは──ユウさんがおしえてください。さきほどのまものが見せたはんのうはあきらかにふしぜんなものでした。一体、何をしたんです？」

　やはり、と心中で呟つぶやいてから、悠はため息を吐ついた。

　──別に、隠しているわけではなかった。それでもそれを黙だまっていたのは、なんとなく。敢あえて言うのならば野生の勘かんだ。

　山でサバイバルをすることで自然の一部にダイレクトに組み込まれたことがそうさせたのかもしれない。

　なるべく手の内を明かすべきではない、弱く見せることもまた擬ぎ態たい。誘引の力を使い慣れているからだろうか、知らずの内にそんな事を考えていた自分に、自じ嘲ちようする。

　能力バトルモノじゃないんだから。なんて思いながら、悠はもう一度、ため息を吐いた。

「俺の『食』の力も、食べ物を見つけたり毒を仕分けたりするだけじゃねーってことさ。食べれば食べるほど強くなる、食べた魔物の能力を奪うばう可能性がある。それが、『食』の本当の力だ。さっきのは『チャームツリー』から得た能力で、多分だけど『自分を美お味いしそうな食べ物に見せる力』だな」

「……すさまじいですね、それは」

　思えば、むしろ能力は話しておくべきだったろう。

　ディミトリアスに対してもそうだ。ザオ教に対しては異い端たんとして処断されることを恐おそれて隠していたというのもあるが、協力者である彼個人に対しては、隠しておくことは良くなかったように思えた。

「隠してたわけじゃないんだけどな、仲間には話しておくべきだったと思う、悪い」

「いえ。こうしてはなしてくれたのならばわたしもそれで。わたしじしんねてばかりで、もっとかいわをしておくべきだったというのもありますから。しかし──」

　アリシアからは怒いかりを感じない──むしろ、微笑ほほえみを浮かべていることに気づき、悠は心中で胸をなでおろした。

　極きよつ圏けん探たん索さくの仲間となる以上、隠しごとのようなことはしたくない、という靄もやが晴れたのも気分を軽くした。

　だが、アリシアは言葉をしかし、と続ける。

　するとその表情からは微笑みが消え、悠は後ずさりをした。

　一体何を言うつもりなんだ。続く言葉を待っていると、アリシアは続きを紡つむぐよりも先に悠の手を指さした。

「りょうてにもったかわいらしいせいぶつからたきのように血をながしつづけるというのは、えてきにひじょうにアレですので、なんとかしたほうがいいかと」

「……お、ああ……確かにそうだな……」

　アリシアに指し摘てきされて自分の手を見ると──そこには、マスコットの様な生物がスプラッタな液体をスプラッシュし続ける、地じ獄ごくのような光景を生み出していた。

　ほぼ無意識。ドン引きするような出いで立ちでいるにもかかわらず意識を向けることさえなかった自分に、悲しくなる。

「はやくかえってごはんにしましょう」

「……うん、そうね。はい」

　水場の方へと歩いていくアリシアの背を追いながら、悠は思う。

　これは血ち抜ぬき──獲とった命を美味しく食べるために必要なことなのだと。

　此方こちらの世界に慣れるのは良い。しかし地球の一いつ般ぱん的な感覚は忘れないでおこう。悠は静かに、視野を広げることを誓ちかうのだった。










　　　第十八話　マスコットヘル







「ただいまー！　おお、ちゃんと出来てるなー！」

　水場の傍そばに帰ると、カティアとクララは二人でしっかりとテントを設営していた。

　複雑な構造の組み立てテントをしっかりと組み立てられるかは心配だったのだが。

　ちょっと抜ぬけている所もある二人が無事テントを立てられるか、その答えは立てられる、だったようだ。

「おかえ……んうぅ!?」

　悠の嬉うれしそうな声に、満足げにテントを見つめていたクララとカティアが振ふり返る。

　だがそこにあった悪夢のような光景に、叫さけびが言葉を上書きした。

　帰ってきた悠の両手には、血まみれの小動物が耳を引っ摑つかまれ、脱だつ力りよくした身体からだを揺ゆらしていたのだから。

「お、おお……獲え物ものが獲とれたのか、それはなによりだが、少し驚おどろいた……」

「見慣れてるつもりでも血の色ってちょっと驚くね……」

「だよなあ……」

　とはいえ冷静に考えれば、その光景こそが成功の証あかしだということに気がつく。

「獲物、獲れたんだね！」

「幸いな。アリシアも協力してくれたんだ。……さっきの話、クララ達にもしていいか？」

　アリシアにそう聞くと、返ってきたのは小さい頷うなずき。

　先程あったことを、悠は二人に話した。

「まどろみ、眠りの力かあ……すごい力だね。うう、私足引っ張ってない……？」

「ちゆの力も十分にすごいとおもいますが」

「そうだな。だが、凄すさまじい力だというのは確かだ。……正直、最初はキミのサポートをすることが必要だと思っていた。すまないな」

「この見た目ですからむりもありません。……おたがい小さいよしみですし、おきになさらず」

「そう言ってくれると、助かる」

「まあわたしにはまだせいちょうのよちもあることですしね」

「ぐぬ……一言多いなキミは！」

　やはりある程度腹の中を明かすというのは連帯感を生むのか、先程よりも輪に馴な染じんだ気がするやり取りに、悠は満足気に鼻を鳴らした。

　何気ないアリシアの一言に棘とげを刺さされたように硬こう直ちよくしたカティアだったが、今は落ち着きながらも心なしか楽しそうに談笑している。

「さて……じゃあ陽ひも落ちてきたし、メシにするか！」

「待ってました！」

「ユウの作る食事は久々だな。私も楽しみだよ」

　そんな楽しい気分のまま、悠は極きよつ圏けんに入って初の『魔物食』を宣言した。

　今までクララ達と雑談をしていたアリシアは、突とつ然ぜんの宣言に沸わき立つクララ達に乗り切れず、テンションの違ちがいにびくりと身体を震ふるわせた。

「ずいぶんと、うれしそうですね。こんなばしょだと、しょくじがいちばんのたのしみだとはりかいできますが」

「だって、ユウの作る料理ってすっごく美味しいんだよ！　アリシアちゃんも気にいると思うなー！」

「ああ。格式高いレストランでも中々食べられない様な味だ、楽しみにしているといい」

「あんまハードル上げるなって……」

　食事は兵士の士気にさえ関わるほどの力を持っているのは、アリシアとてわかっている。

　それでも『たかが』という思いがありついそっけなく返すも、クララ達は口々に悠の料理の美味さを語った。

　ある種鬼き気き迫せまる──とさえいってもいい詰つめ寄り方にアリシアが後ずさりすると、悠は呆あきれた表情で妙みようにテンションが高い二人に釘くぎを刺した。

「さてどうすっかなー……げっ歯類……となるとアレをやってみるチャンスかも……」

　獲った魔ま物ものの耳を摑んで、その姿をまじまじと観察する悠はすぐに自分の世界に入り始める。

　趣しゆ味みに没ぼつ頭とうする男性──というとアリシアは自分を取り巻く環かん境きよう、会話一つなく研究に没頭するザオ教の者達を思い出したが、悠は彼らとは全く違うと感じる自分自身に驚いた。

　やがて答えが出たのか、悠はよし、とつぶやく。

　その瞳ひとみは、心なしか──

「寒いし、今日は汁しる物ものといこうか！」

　アリシアの眼めにも、光って見えた。










　　　第十九話　ちたたぷちたたぷ







「ううん……でも、改めて見るとこの魔物、ちょっと可愛かわいいかも……？」

　調理を開始した悠の横で、それを手伝うクララは本日の晩ごはん候補を見て、ふとそう漏もらした。

　血で汚よごれてはいるものの、その造形は丸っこく、いかにもマスコットに相応ふさわしい様相だ。今は死に濁にごっていて恐ろしさが勝つものの、やはり攻こう撃げき性を感じさせない丸々とした瞳もポイントが高い。

　ウサギの様な、チンチラの様な。愛くるしさを感じさせる見た目と言っても良いだろう。

「まあちょっと思ったけど、極圏じゃそんなこと言ってる暇ひまもないからなあ。キツいならテントの中にいてもいいぞ？」

「あ、いやって訳じゃないんだけどね」

「生き物の命をいただく、だったか。糧かてとなる自然の一部に感謝しておきたいという気持ちはあるのでな」

　食肉に加工されたものならばともかく、生前の可愛らしい姿を想起させるに容易な姿は、流石さすがに今まで食べてきた魔物達とはまた違った衝しよう撃げきがあった。

　だがだからこそ、クララ達はそれを見ておこうと悠に付き添そう。自然の命をもらうということが、地球とは異なる世界の人々にも伝わったことで悠は嬉しくなった。

「……とはいえ、まさかこんな球状の生物がいるとはな。世界は広いものだ」

「岩場を跳はね回ってホント大変だったんだぜ。柔やわらかいけど重いのがスゲー勢いでぶつかってきてさ。『硬こう質しつ化』がなけりゃキツかったかもしれねえ」

　しかしその生態にまで話が及およぶと、悠は顔を顰しかめた。

　そう、この魔物、血が抜けた今でもそれなりの重量があるのだ。

　生きていた頃ころの重量は少なくとも二キロ以上はあったろう。そんなものが、視認するのもようやくの速度でぶつかってくるのだ。

　物理的なダメージに強い『硬質化』があったからこそ然さ程ほど苦戦することなく倒たおせたものの、何の対策もなければその物理エネルギーを受けた時にどうなるかは想像に難かたくない。

「これがここらじゃ完全に非捕ほ食しよく者なんだってんだから驚くよ。流石に『極圏』だな」

　仮にあの峡きよう谷こくの中や四方を壁かべに囲まれた部屋の中で戦うのならば、地球上の肉食動物の殆ほとんどを打だ倒とうしうるだろう。

　象などの大型動物が相手だった場合、勝つのは難しいかもしれないが負けはない。

　せいぜいがバスケットボール大の生物が持つ凄まじいスペック──そして見慣れないであろう生物と対たい峙じした際に迷わず逃とう走そうを選ぶような『立ち位置』に、悠は興奮と戦せん慄りつを交えて身体を震わせる。

「よし、解体完かん了りよう。それじゃあ、と」

　そして──その味に、期待を膨ふくらませた。

　これほど小さい魔物でも、あれほど強いのだ。この世界の魔物は基本的に強ければ強いほど美う味まい。ならば味にもきっと期待ができるだろう。

　皮をはぎ、部位を切り分けてしまうと可愛らしい姿はなくなって『肉』になる。

　そうなれば後はもう食しよく欲よくだけが悠を駆かり立てる。

「汁物って言ってたけど、今日はどんな料理を作るの？」

「前に一回つみれを作ったろ？　アレの獣じゆう肉にく版になるかな」

「おお！　ツミレか！　大好物だ！」

　それはクララ達も同じ様で、先程までの険しい表情は消えていた。

　極圏で初めて食べる、極圏の魔物。その意義と期待は大きい。

　作る料理が決まった所で、悠は今日の料理の説明をしていく。

　感心するクララ達の反応も面白く、料理番組感覚で悠にとっても楽しい時間だ。

「じゃあ決定だな。まずは……こいつの肉をナイフで叩たたいていく。挽ひき肉にく状にしていくわけだな。そんで、今回はこいつの骨も一いつ緒しよに叩いていくぞ」

「骨？」

「ああ。岩場で跳ね回ってたからもしかしてと思ったんだけど──こいつの骨、軟なん骨こつ状になってる部分が凄すごく多いんだ。多分、普ふ通つうに硬かたい骨ばかりだと、岩場を跳ね回る衝撃で折れちまうんだろうな」

　今回注目するのは、その生態に連なる骨の部分だ。

　この魔物は、崖がけを跳ねる際には脚あしを使わず、そのまま身体を打ち付けて、その反動で跳とんでいた。それは、通常の生物なら地面と激げき突とつするのとさほど変わりない、本来ならば自殺行こう為い的な生態だ。

　普通ならば衝撃を和やわらげ、逃にがすために脚を折り曲げるなどして衝しよう突とつのエネルギーを分散させるだろうが、この生物はそれをしない。

　そこで、この骨だ。

　一部の硬いものを除き、この生物の骨は殆どが柔らかく弾だん力りよくに富む素材で出来ている。どの様に行動しているかなどは謎なぞが尽つきないが、それによって衝突の際の衝撃を和らげているのは間ま違ちがいないだろう。

「軟骨なら小さければ結構食べられるからな。小気味良い食感になってくれると思うぞ。そんなわけでタップ、タップだ」

　木をまな板代わりに、悠は骨と肉を細かく叩いていく──骨を食べると聞いて不安そうだったクララとカティアだったが、だんだん細かくなってくると、その不安も無くなってくる。

「あなたのりょうりはどくそうてきですね……」

「よく言われるよ」

　一人、アリシアはまだ心配そうにしていた。

　この辺りでは軟骨とはいえ骨を食べる文化はあまりないらしい。

　露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をしている辺りは、文化の違いでご愛あい嬌きようだろう。悠はあまり気にしない。

　なんだったら、地球で蛇へびやら蛙かえるを食べるほうがもっと冷たい目を集めたものだ。

「いい感じ。んで、ここに塩コショウ、そしてガリカの実を混ぜていくぞ。臭におい消しとか香かおり付けだな」

　確かな手て応ごたえに、頷く悠。

　……いま彼が作っているのは、アイヌの料理、所謂いわゆるチタタプだ。本来ならば生で食べる料理のため、ここで完成といったところだろうか。生食と言うと少し抵てい抗こうを感じるかもしれないが、いわばタルタルステーキの様なものと考えるとよいかもしれない。

　が、今回はまだ続きがある。アイヌの人々は冬季などの寒い季節にはチタタプを大量に作り、何日かかけて食べたという。その際に鮮せん度どが落ちてくると、つみれのように鍋なべに入れるのだ。

　チタタプとたっぷりの野菜を入れて煮に込むこれは『オハウ』という。今回はたっぷりの野菜を用意するわけにはいかなかったが、それでも雰ふん囲い気きだけは味わえると、悠は興奮で鼻息を荒あらくする。

　漫まん画がで見てからやってみたかったんだー。そんな気持ちを共有する相手はいなかったが、それでも一つ夢が叶かなった悠は嬉うれしそうだった。

「お、それは。ついに使うんだな？」

「へへへ、実は結構楽しみにしてたんだ」

「……？　それ、なんです？」

　そして、いよいよ煮込みの工程だ。

　悠は木の皮を削けずったモノを集めると、そこに何やら金属製のツールを構えた。

　買い出しの時に居なかったアリシアは、金属の棒と板の用よう途とがわからない。

「まあ見てなって」

　じゃり、じゃりと。砂利を擦こするような音とともに、火口に金属の粉が降りかかる。

　その行為に何の意味があるのかアリシアが疑問に思っていると、悠が一ひと際きわ強くツール──メタルマッチを擦る。

「……！　おお……びっくりしました」

　すると、メタルマッチから勢いよく火花が飛び出し、一いつ瞬しゆんで火口を燃え上がらせた。

　数秒の出来事に、アリシアは素直な感想を口にする。

「こんなかんたんに火がおこせるとは……こんなどうぐははじめて見ました」

「まだ出たばかりの道具だったみたいだからな。メタルマッチっていうんだ、便利だろ？」

「火の確保は、結構な手間だからな……騎き士し団の者達にも教えてやりたいくらいだよ」

「なるほど……しかし、このけいじょうで火を出すとは思いませんでした」

「ユウは見た瞬しゆん間かんにわかってたからねー。本当、色々なことを知っててスゴイなあ」

「なんと。ちしきのふかさはすなおにそんけいしますよ」

「俺の知識なんて、限られたモンだけどな……っと。火も起こしたトコで後は──乾かん燥そうさせた山菜と一緒に煮込めば完成！　それまで随ずい時じアクを取っていくけどな」

　クララ達の賞賛に気き恥はずかしくなって、悠は無理やり鍋の方に注意をそらした。

　鍋の方はもうほぼすべての工程を終えている。

　あとはせいぜいオハウに入れるというニリンソウに見立てた乾燥した山菜（持ち込み）を入れて煮込めば、料理は完成だ。

　それなりに多くのアクを取りながら、火で暖を取り、仲間と談話する。その時間は、実に幸せな時間だった。

「出来たぞ！　よっしゃよっしゃ、じゃあ取り分けていくからな」

　そうして暫しばらく待つと、悠は高らかに料理の完成を告げた。

　両手を上げて喜ぶクララに、そこまではいかずともうずうずと腰こしを浮うかせるカティア。

　そしてアリシアは──戦せん々せん恐きよう々きようと、つみれ汁じるが盛られた器を受け取った。

「……ほんとうに、ほねをたべるのですか。これだけおにくがあるのなら、あえてほねをまぜずともよかったのでは」

「えー？　美味そうだと思ったんだけどなあ……軟なん骨こつ抜ぬきも作っとくべきだったか」

　本当に骨を食べるのか。恐おそる恐る聞くと、悠は『抜き』を作っておくべきだったかと自らの失態であるかの様に振ふる舞まう。

「……む、それはききずてなりません」

　それが、アリシアの逆げき鱗りんに触ふれた。

　悠としては本当に何気なく──地球でも料理店では珍めずらしくもない『抜き注文』の可能性を提示しただけだ。

　しかしそれはアリシアにとっては、子供っぽく見える自分が子供のように扱あつかわれた、という風に映った。

　実際は何のことはない、自分が気にしているからそう思っただけなのだが──これでもアリシアは結構意地っ張りらしい。

　不器用にフォークを握にぎり、つみれに突つき立てる。

　湯気の立つそれは湯気に抱ほう負ふな香こう辛しん料りようの匂においと甘い脂あぶらの香りを乗せ、立ち上ってくる。

　ナッツ類などの軽食しか摘つままなかった空腹にはあまりにもダイレクトにクる匂いに、アリシアはくらくらするようだった。

　それでも砕くだいた骨が入っていると思うと、抵抗があったが──

　ここで一つ自分に子供のような扱いはふさわしくないと、証明しなければならない。

　意地と使命感で、アリシアはつみれにかぶりついた。

「こ……これは……っ」

　瞬間──世界が、広がった。

　軽く力を入れただけでほっくりと割れ、断面から熱とともにさらなる湯気と肉にく汁じゆうを噴ふん出しゆつさせる食感。

　口の中でほろほろと崩くずれ、濃のう厚こうな超ちよう旨うま味みのスープで満たしていく味の本流。

　その淡たん白ぱくな味を彩いろどるのはガリカの実や胡こ椒しようの暴力的なまでに食欲を刺し激げきする香り。

　それでもクドさはなく、加えられた山菜が僅わずかに花の香りを漂ただよわせることで、さっぱりと纏まとめていた。

　そして、そして何より──

「こりこりとしたみわくてきなしょっかん！　かみくだくたびにほほをゆらすほどのかいおん……！　こまかくなるたびにすがたをかえていくしょっかんはあ、あまりにもみわくてき……っ」

「お、おお……意外に気合の入った食レポだな……」

　こんなものを食べるのかと思っていたはずの軟骨が、ただの肉団子を高次元の料理に引き上げていた。

　言う通り、最初はこりこりごりごりとした食感だった軟骨は、細かくなればぷつぷつとした食感へと変わっていく。

　それ自体には味はないのだが、それは肉が余りある力強さを持っていた。

　下味の段階で絶ぜつ妙みように調整された塩が肉を引き締しめて、肉汁を閉じ込めたためパサツキもなくジューシィ。

　形状によって閉じ込められた熱は身体からだの中から芯しんまで温める──

　上品にしていたアリシアが貪むさぼるように食べるさまを見ていると、悠達も慌あわてるように食事を始める。

「お、美味い！　山菜はこんな味か。苦味があってさっぱりしてていいな」

「んー！　お肉の脂が甘くって！　でもお野菜のおかげかしつこくないね！」

「美味い、美味い。ほくほくのツミレが冷えた身体に染み渡わたるな……」

　それぞれ特に気に入った場所が違ちがうのは、それだけこの料理が様々な魅み力りよくに満ちた料理だということだろう。

　こんな淋さびしげな土地で食べる料理とは思えないくらいの温かさを、少しでも失われる前に取り込むように、悠達はあっという間に完食した。

　ほう、と吐はくと出る白い息は、幸せで出来ているんじゃないかとさえ思えた。

　歩く疲つかれで押し出したそれと同じ色であるにもかかわらず、心地ここちはまるで違う。

「しょうじき、かんぷくです。これほどまでとは思いませんでした」

「でしょー？　悠の料理は、どんなに辛つらい場所だって幸せにしちゃうんだから！」
















「ああ、シンプルながら高級レストランに勝まさるとも劣おとらない味──それを、こんな極きよつ圏けんなんかで食べられるのは幸せなことだ」

「いや、それはどうかわからないって……」

　何な故ぜか悠を褒ほめると誇ほこらしげになるクララとカティアに、悠自身が苦笑する。

　アリシアはそんな二人を見て──なんだかいいな、と思った。

　そんな光景を見ていると、アリシアの胸がちくりと痛んだ。

　こんなに幸せなことを、さっきの自分は馬ば鹿かにしていた。それがとても罪深いことのように思えたからだ。

「しょくじなんて、ただひつようだからとるものだと思っていました。かたいパンとひえたスープでもじゅうぶんだと。……さっきはなんでこの人たちはたかがりょうりでこんなによろこぶのかとふしぎでしたが、これならなっとくです……」

　直接言わなかったにしろ、紛まぎれもなく料理という文化を馬鹿にしていた。そんな自分が申し訳なくて、アリシアは胸の内を打ち明ける。

　食事といえば質素なパンと必要な栄養だけを詰つめ込んだスープだけ。彼女の世界にはそれしかなかったし、それで十分だと思っていた。

　しかし、悠の作る料理は紛れもなくアリシアの『世界を広げた』。

　未知の味覚の発見は何よりの喜び。それを信条とする悠は、自然とつり上がる頰ほおを止められない。

　自分がその世界を切り開く一いつ端たんを担った。料理をする人間として、これ以上の喜びはない。

「そっか。でも、こんなモンじゃないぜ。もっともっとこの世界には美味いものがある──どうよ、楽しみにならないか？」

「……はい」

　食事に喜びを感じている自分に困こん惑わくしているアリシア。

　そんな彼女に笑いかけると、少しだけ緩ゆるめられた表情で、アリシアは簡素な返事を寄よ越こした。

　寂さみしげな白が広がる白の砂さ漠ばくで今、アリシアの世界は急激に彩りを取り戻もどしている。

「一回ドラゴンのステーキとか食べさせてみたいよなー！　アレは美味かった！」

「やめろ！　食べたばかりだというのに、また腹が空すいてくる！」

　談笑する悠達を見ていると、まだ自分とは住む場所が違う──と、思う。

　だがいつかはそんな輪に加われたらなと、密ひそかにアリシアは手を握りしめるのだった。










　　　第二十話　おにくに気をつけて







　極圏『白の砂漠』探たん索さく二日目。

　悠達は、今日も今日とて白の砂漠の奥地を目指して歩いている。

　二日目ともなれば、結構な距きよ離りを歩いている。一日歩き通した二日目では、疲ひ労ろうも中々のものだろう──

　が、不思議と道なき道を行く悠達の顔にはさほどの疲れは感じない。

　それは何故なのかというと──

「しかし、気持ち的には昨日よりも楽だな。歩けど歩けど目的の場所が近づかない──というのは、思ったよりも辛いとわかったよ」

「本当。こんな場所で一人だったら、気が狂くるっちゃいそうだね……」

　昨日とは違い、歩くごとに景色の変化を実感でき、どれだけの距離を来たかを確認しやすいという点にあった。

　人間はメンタルと肉体を切り離はなせない生物だ。

　いくら歩いても変化がないというのは、想像以上の疲れを感じさせていたらしい。

「まー確かにな。俺もただ歩くのって結構ニガテでさ。景色が変わるだけでもだいぶ楽だよなあ」

「……そうですね。気がらくというのはじっかんできます」

　それに加えて言うのならば、僅かにあった探り合いのような空気が無くなったのも大きいだろう。

「よ……っと。しかし段差を登るのは面めん倒どうだな。こういう時小さい我が身を呪のろう」

「ほんとうですね。おたがい、ないすばでぃをめざしてがんばりましょう」

「そうだなあ。その点アリシアはまだ可能性があって羨うらやましいよ。私はもう十九だから……っと、手を出せアリシア、引き上げよう」

「ありがとうございます。……まあ十九歳ともなると、あせるきもちはわかりますよ」

「……この手、放してもいいか？」

「わかげのいたりです」

　同じ釜かまの飯を食うとはよく言ったものだ、と悠は思う。特にカティアとアリシアは外見よりも実じつ年ねん齢れいが高いという点で苦労を共有しているせいか、積極的に会話を交わしているようだ。

　お互たがい、最初は警けい戒かい──まではいかなくとも、注意しあっていたフシがあったと見る悠は、二人が仲良くなったことに安あん堵どしていた。

　時に跳とび、時に登り、悠達が暫く歩いていると、一ひと際きわ高い岩がん壁ぺきが見えてくる。

　ここらで再び地形を把は握あくしておくのも良いかもしれない──悠は、一度後ろを振り返った。

「俺、ちょっくら上から確認してくるわ。待っててくれるか？」

「うん、いいよー」

　昨日と同じシチュエーション……だが、クララ達の反応は昨日と違う。

　昨日。苦労はなるべく共有したいと、全員で壁かべを登った悠達だったが、今回のクララ達の反応は悠だけが上に行くことを良しとしているようだった。

　だがそれは一度体験したのだからもういい、だとか。思ったよりも辛かったのでやらなくて済むならその方が──といったものではない。

　『それ』が悠にとって苦労たり得なくなったからだ。

　脚あしに意識を集中し、悠は深く曲げた脚を伸のばした。

「そいっ」

　すると、凄すさまじい瞬しゆん発ぱつ力りよくで悠は地面からかき消えた。

　一いつ瞬しゆんの後にその姿があるのは遥はるか上空。二、三十メートルはありそうな岩山は、今や悠の一飛で頭の位置より下になる。

　──『反発』。魔ま物もののつみれによって悠は新たな力に目覚めていた。

　それは一時的に自身をスーパーボールの様にする力とでも言うべきか、跳はね回る球状の魔物の生態をコピーした新能力だ。

「おー……ここからはまた砂漠かあ。でも川を辿たどっていけるだけマシかな」

　文明を探す。それがこの旅のもう一つの目的である以上、目印が途と切ぎれないのは良いことだった。

　一通り地形を確認すると、悠は『反発』の力を使って階段に落としたボールのように跳ねながら、クララ達の下もとへと戻っていく。

「ご苦労さま、ユウ。山の向こうはどうだった？」

「残念ながらまた砂漠だよ。でも川が続いてるだけマシだな」

「うへー……でも、水の心配をしなくていいのはありがたいね」

　カティアのねぎらいに悠が上から見た景色を伝えると、クララは肩かたを落とした。

　だが言う通り、川が続くということはひとまず水の心配はいらないということだ。

「水の心配はいらないし、こまめに水分は摂とっておけよー。んじゃ出発！」

　号令をかけると、再び悠達は川を辿って歩き出した。

　峡きよう谷こく地帯を抜ぬけると、そこは伝えられた通りにだだっ広い平面が広がる光景。

　思わず気落ちしそうになる一行だったが、会話が賑にぎやかな分、そして水分の枯こ渇かつというタイムリミットがなくなった分、その足取りは軽かった。

「そういえばユウ、出発前になにか食べ物を作ってたよね。あれってなんだったの？」

　そんな談笑の中で、ふとクララがある存在のことを話題に上げる。

　それは、出発前に悠が作っていたとある保存食のことだった。

　サプライズを狙ねらい、悠はその存在を隠かくしてきたのだ。

「ん、あー……まあそろそろ教えても良いかもしれないな」

　隠し事をし続ける、ということの居心地の悪さを実感していた悠は、リュックサックの中身を思い浮うかべる。

　リュックを降ろし、取り出したのは、小さな包みだった。

　正体不明の包みに、気がつけばカティアとアリシアの目も釘くぎ付づけだ。

　予想していたよりも大きい期待に、悠は胃が小さくなる思いだった。驚おどろかせるのは好きだが、がっかりさせるのは少しばかりよろしくない。

　葉を揺ゆらすようなざらざらとした音と共に包みを開けると、そこには──

「おおー！　ま、まさかこれ……！　ちょ、チョコレートでしょ、これっ!?」

「そう。チョコだ。でもただのチョコじゃない」

　棒状に見える、チョコレートバーが姿を現した。

　チョコレート。その存在に色めき立つ女性陣じん。

　市場を探索している内に悠が気づいたこと。それはチョコレートの存在だった。

　この世界でもチョコレートは飲料として人気があったらしいが、都会で流は行やりのお洒落しやれなお菓か子しとして、最近になって固形のチョコレートが出回っているようだったのだ。

　固形のチョコレート。その存在は旅人を通じて都会から遠い田舎いなかにも伝わっており、都会派の象しよう徴ちようとして少女たちの憧あこがれになっている──

　存在をにわかに知りながらもチョコとは縁えんがなかったクララとアリシアの興奮は凄まじいものだった。

「ね、ねえ！　これ、食べても良い……？」

「んー、まあいいっちゃ良いんだけどな。これでも、れっきとした保存食なんだぞ。もしもの時のためにとっておいたほうが良いとは思うんだがなー」

　甘くて香かおり高いチョコレート。包みを開ければその深みある芳ほう香こうが立ち上り、その正体を見てしまえば、その誘ゆう惑わくに抗あらがうのは難しい。

　悠が包みの中身を隠していた理由の一つは、ここにあった。

　ただのチョコではない。悠が言った通り、これはただの嗜し好こう品ではなくあるものにチョコレートをまとわせた保存食なのだ。

　加えて、万が一手に入る食材に飽あきてしまった時のためにと持ってきたいわば切り札的な存在である。

　このまま食料が順調に手に入れば問題ないが、その保証もない。となるとなるべくコレに手を付けるのは後にしたほうが良い。

「最初に幾いくつか念を押しておくぞ。一つ、これは保存食だ。チョコがかかってるのは外側だけ。中身は別のものが入ってる。カロリー満点で消化も悪くない、腹は満たされなくてもコレを食べれば暫しばらく動けるエネルギーになるだろうモノってこと。二つ、これはこの大きさを一人三つまで用意してある。それを食べちゃったら極きよつ圏けん滞たい在ざい中はたぶん甘いものは手に入らない。三つ、なるべく一日一個まで。満足に食料が手に入る状じよう況きようだとたぶん太るぞ……と。まあこんな感じかな」

　釘くぎ刺さしも目的の一つとして、悠は注意事じ項こうを説明した。

　これで我が慢まんができればいいが──

「じゃ、じゃあ一個だけなら大だい丈じよう夫ぶ、かなあ？」

　が、やはり効果は薄うすいようだ。

　こんな場所では恐おそらく甘いものは手に入らない──だからこそ、より食べたいという欲よつ求きゆうも強まるというもの。

　幸い、他にも保存食となるモノは用意している。それこそ一つだけなら構うまい、と悠は苦笑しながら頷うなずいた。

「わあい！　それじゃあ、いただきますっ」

「最初は齧かじるくらいにしといたほうが良いかもな。チョコはともかく中身が結構好みが分かれるかもしれない味だから」

　付け加えられた注意を聞いて、クララは小さな口でチョコレートバーにかじりつく。

　すると──嚙かんだ位置から軽くひび割れるチョコレートの中にあったのは、まさに甘かん露ろと言うべき甘さの、ねっとりとした何かだった。

「んん～……っ！　あまーい！　ぽりぽりしてて、ねっとりしてて……もしかしてこれ、ナッツ？」

「そう、ヌガーっていうんだ。砕くだいたナッツを砂糖と水みず飴あめで煮に詰つめたお菓子だな」

　そう、その中身はヌガー。

　大量に買い込んだのにいつの間にか常識的な量になっていたナッツの使い道は、この糧りよう食しよくだった。

　チョコレートをまとわせたのは、べたつくヌガーを携けい行こうしやすくするためでもあり、味のためでもある。

「ちょっと甘すぎるくらい甘いけど、糖分が不足しがちなこんな場所ならそれもまた愛いとおしいもんだ。動いている最中でも気軽に食べられるしエネルギーもたっぷりだぞ。……その脂し質しつと糖分は暴力的さ」

　栄養価に優れるナッツと、不足しがちな糖分。それを持ち運びやすく食べやすくしたのが、悠の持ち込んだヌガーであった。

　地球では、濃こいチョコレート色にスタイリッシュな英語を刻印されたパッケージが有名だ。

　甘いものはエネルギーになりやすく、手っ取り早く体力を回復できる他、血糖値の低下による体力の減少を防げるとして、例のお菓子は登山家などから密ひそかな人気を集めている。

　その性質は一言で表すのならばまさに『脂質と糖分の暴力』だ。

　それ故ゆえにこういった場面では行動食・保存食として優ゆう秀しゆうなものの、普ふ段だん運動をしないような者が常食すれば即そく座ざにおにくに変わってしまうような代物である。

　太る。それは若さ溢あふれる少女たちにとってはあまりにも強きよう烈れつなプレッシャーを放つ言葉だった。

　クララ以外にもヌガーを頰ほお張ばっていたカティアとアリシアが、びくりと動きを止める。

「ま、だからあとは必要な時にだけ食べるといいな。保存食とはいったけど、バテてる時なんかはすぐ力が湧わいてくると思うから、その辺りは各自の判断に任せるよ。食べないで帰っても勿もつ体たいないしな」

「んむ……確かに、元気が出そうな味だね。あまー！　って叫さけびたくなる感じ！」

「あまい……あまい……なるほど、たんじゅんだからこそというあじもあるのですね」

「でも太るというのは怖こわいな。私なんかは仕事にも響ひびきそうだ」

「すぐ太るってわけでもないさ。今回なんかはずっと動いてるし、食べ過ぎなきゃヘーキヘーキ」

「しかしなるほど、携行用の即そつ効こうエネルギー食か……興味深い。こういう概がい念ねんは、是ぜ非ひ他の騎き士しにも教えてやりたいな」

　しかし、だからこそこういう旅では役立つというのも事実なのだ。

　要はなんだって使いようだと語る悠に、特に感心しているのはカティアだった。

「相変わらず、キミの考えには驚かされるよ。まるで何百年も先を生きているようだ」

「え、あ、そうか？　い、言い過ぎだって」

　ザオ教の騎士たちは極きよつ圏けんへは行かずとも、遠えん征せい任務というのはまれにある。それこそ、ドラゴンなどの『はぐれ』が現れた時に討とう伐ばつへ赴おもむく時などがそうだ。

　心身ともに癒いやせる甘いお菓子というのは、この時代の行軍を変えるに十分たる概念だった。

「ま、包みの中身についてはこんな感じだ。太らないためにもきびきび歩こうな」

「あはは……太るのはちょっと嫌いやだもんね」

「せっかくとり入れたえねるぎーをむだにするのも、おしいですしね」

　実際にはこれ一本でどうこうということはないだろうが、その存在は大きなやる気になったようだ。

　ならばとりあえずはこれでいいかと思いつつ、悠達は足を速めた少女たちに並んで速度を上げるのだった。



















　　　第二十一話　白の衝しよう撃げき







　白の砂さ漠ばくを行く旅は続く。

　一本の川沿いを歩いているためとりあえずは道に迷う心配もなく、水の確保も万ばん全ぜんだ。

　川を行くという行こう為いそのものが目的──ヒトの痕こん跡せきを探すというのに一番の近道ということもあって、全体的に白の砂漠の探たん索さくは良い方向に進んでいると言えるだろう。

　当面の心配がなくなると、旅のムードはだいぶ良くなっていた。

「うーむ、しかしさっきから注意深く見てるつもりだけど、中々生き物がいないな」

　ここで後は食料の保証が得られれば、万々歳と言ったところなのだが。

　遠くまで目を凝こらすも動きのない風景に、悠ゆうはため息を吐つく。

「本当だね。やっぱり寂さびしい所なんだなあって思うよ」

「ここが極圏とされているのはその瘦やせた地形もあるのだろう」

「かもしれねえなー。また向こうに岩場が見えるから、最悪その辺りでなにか手に入ると良いけど……」

　けど、と締しめただけあり、その岩場はまだまだ遠い。

　食事が一番の娯ご楽らくであるからこそ、食事抜ぬきというのは避さけたいものだ。

　幸いまだまだ保存食には余よ裕ゆうがある。腹は減っても動けはするだろうが、こんな寒いところだと温かい食事が何よりの励はげみになるというのがある。

「あ、皆みんなちなみに蛇へびとかってイケる？　蛇って割と色んな所で見るし、このままめぼしいのが見つからなかったらそういうのを食べる機会もあると思うんだけど」

　手て持もち無ぶ沙さ汰たに、ふと悠はかつて自分が地球で好んでいた生物の名を口にする。

　地球でそれを言えば、割合多くの人が否定的な反応を見せるだろう。

　悠はそれを嫌って趣しゆ味みを誇ほこれずにいたのだが──何気なくそれを口にできるというのは、彼女たちへの信しん頼らいの表れだった。

　それを聞かされたクララ達の反応は様々だ。

「へ、蛇か。まあ……いけるかどうかで言えば、いけるな」

「いいい、蛇はちょっとなあ……でも文句は言えないし、言わないと思う」

「わたしは、べつに。たぶんユウさんの出すものならへいきでしょう」

　その反応は三者三様。しかし、結論はどれも『食べられる』だった。

　別にそれを狙ねらって獲とろうというわけではないが、蛇は生息している地形が多く、割と何ど処こにでもいる。その上案外食べられるものも多いということで、いつか食べる機会が来るであろうと思っていた食材の一つだ。

「とりあえずはイケる、ね。いや、安心したよ」

　もしそこらを這はっていたら捕つかまえるのもいいだろう。比ひ較かく的自然に近い環かん境きようで育ってきたクララが一番否定的な反応をするのは予想外だったが、その辺りはやはり好みの一言に尽つきるだろう。

　もしも食べられそうな獲え物ものを見つけたら、たとえそれがゲテモノ寄りでも獲っておこう。

　……悠が、そう決意した瞬しゆん間かんだった。

「……あん？　なんかアレ……なんだ、砂が盛り上がってない？」

　進行方向、視界のずっと先で、何かが動いている。最初に見えたのはそんなあやふやな表現しかできない奇きっ怪かいな光景だった。

　悠の言葉につられ、クララがなんとなく──カティアが戦せん闘とうに備え、指さした方へと意識を向ける。

　すると確かに、悠の指す先では何かがうごめいていた。

　一見すると、確かに砂の隆りゆう起きだ。

　持ち上げられた砂が、徐じよ々じよにコチラの方に近づいてくる。

　隆起したことによって氷の魔ま力りよくが流され、遠くからは赤茶けた物体が移動しているように見える。

　それが近づいても、悠達はそれが生物だとは思えなかった。

　なにせ砂の塊かたまりにしか見えないのだ。だが隆起した砂は真っ直すぐに悠達の方向へと向かってくる。

「おいおいおい、なんだあれ……こっち目指してきてないか？」

「ええ、砂が……!?」

「い、いやまて……確かに、此方こちらへ向かってくる！」

　自然現象にしてはあまりにもピンポイントな狙いに、砂の塊に意思が存在していることを叫ぶのはカティアだった。

　いち早く戦闘態勢を整え、カティアは背にアリシアを隠かくす。

　しかし、アリシアの前へとカティアが立ちふさがる直前に、それは現れた。

　砂の中から、何かが眼めを出すように現れ、成長するように露ろ出しゆつしていく──

　それは、地面に突つき立てられた刃はのようにも見える──何かの背せ鰭びれだった。

　現代地球人として、教養の一部としてその知識を持つ悠が、その背鰭の形に思わず叫んだ。

　時折テレビで放映されては幼い子供に海水浴場への恐きよう怖ふを植え付ける存在。

「さ……サメだあぁぁぁぁ!?」

　サメである。

　獰どう猛もうにして狡こう猾かつ、凶きよう暴ぼうにして暴食。

　そんな海の殺し屋が、砂を泳いで現れたのだ。

　悠が鮫さめに抱いだくイメージはそんなものだったが、実際には鮫が人を襲おそう確率は低いと言われている。

　だが──

「でぃ、ディープホワイトだッ！　砂を泳ぐ白い鮫！　此方を狙っているぞ！」

　今回悠達が目まの辺りにした鮫は明らかにまっすぐと悠達を目指してきていた。

　鼻先が現れると、捕ほ食しよく者特有の鋭するどい瞳ひとみが顕あらわになり、そして──砂の地面を跳はね、その全容を現した。

　──その姿を一言で表すのならばまさに『白い鮫』。それ以外にありえない。

　しかし、その姿は地球で恐おそろしい捕食者として有名なホオジロザメに似ていて、かつ一回り大きかった。

「ま、マジかよ……さ、サメはやべえ……サメはやべえって……」

「どうした!?　珍めずらしく弱気だな！」

　探索隊の武ぶ闘とう派は二名は、喋しやべりながらも戦闘態勢を整える。

　だが珍しく弱気な悠に、カティアは困こん惑わくを振ふり払はらうように叫んだ。

　サメ。それは悠の居た地球では捕食者の中でも一ひと際きわ特別な捕食者だ。

「サメはやべぇ。竜たつ巻まきに乗って空を飛んだり、霊れい体たいになって壁かべをすり抜けたりするんだぜ……」

「な……なんだと!?」

　サメは数多あまたの映画で恐怖の主役を務めてきた、人々にとっては特別な捕食者である。

　ライオン、シャチ、ワニ──自然の頂点に座す捕食者は数あれど、サメほど多く物語を作られた生物は、いないだろう。

「でもまあ、それはサメの話なんだけど。鮫じゃあない」

「キミは何を言っている!?　ああもう、来るぞ！」

　急に冷静になる悠に、カティアは困惑したままだ。だが、とりあえず悠がディープホワイトと呼ばれる鮫に恐れ慄おののいているわけではないとわかると、カティアの握にぎる剣けんにも力が入る。

　跳ね上がったディープホワイトは水面に吸い込まれるように、砂の地面に消えていった。

　だが、そこからすぐに浮うき上がって、また背鰭を出して泳ぎ始める。

　悠達を威い嚇かくする様に、円を描えがいて牽けん制せいする──まるで、品定めをするような動きに、クララが小さな悲鳴を飲み込んだ。

「砂を泳ぐ鮫かよ……これも十分サメ映画だな……」

「……気をつけろ。奴やつは音を感知して獲物に襲いかかるそうだ」

　戦闘力で悠達に一歩退ひくクララとアリシアを互たがいの背に隠しながら、悠とカティアは冷静に会話を続ける。

　先さき程ほどのやり取りで、混乱は収まっていた。

　落ち着いて場を見る余裕が生まれると、色々とわかることが増えた。

　まずは、言う通り。ディープホワイトは音を聞いて獲物を捕ほ捉そくしているのだろう。カティアと言葉を交わす度たび、鮫の背鰭が描く円周が狭せばまるように歪ゆがむことを、悠は確認していた。

　砂を泳ぐ、潜もぐるモンスターは音で此方を見分けている──なんていうのはゲームの知識だが、現実にそれが役立ったことで、笑いたくなる気持ちを抑おさえた。

「……来るぞ！」

　情報の共有の際に発した声で、ディープホワイトは目標を定めて動き始める。

　狙いは悠だ。自分が狙われていることを察すると、悠は敢あえて音を立てて走りだした。

　最も狙いやすい獲物が現れたからだろう──ディープホワイトは一直線に悠へと向かう。

　その軌き道どうは自然の生物故ゆえかあまりにも愚ぐ直ちよく。来るコースがわかっている野球の球を連想する悠だが──

「……！　クソ、無理だこれ！」

　砂から現れた鮫の姿は、軽く見積もって七メートル以上の巨きよ体たい。

　たとえ真正面から刃で脳を断たったとしても飛び上がった勢いは衰おとろえず、一トン以上の巨体による押しつぶしが『確定』している。真正面から反はん撃げきに転じるのは、不可能だ。

　悠はとっさに左へと跳とぶと、その瞬間ギロチンを落としたような鋭い金属音が響ひびく。自分が居た場所で鮫が歯を打ち鳴らしていたことに気がつくと、今まで相手取ってきた魔ま物もの達を思い出してなお恐怖を感じる。

　地球に居た生物に似た魔物に襲われるというのは、やはり恐怖を感じやすい──悠は、なんとか躱かわしながらも冷静に分ぶん析せきする。

　潜っている時は隙すきがなく、その攻こう撃げきは攻こう防ぼう一体。ならば隙がありそうなのは『潜る時』。

　悠は即そく座ざに宙を舞まう鮫を追いかけた。

　今ならば後ろを取れる──狙うは着水砂点。無防備な背後から攻撃を加えようとする、が。

「ぶおっぷ……！」

　尾おびれが強きよう烈れつに砂を叩たたくと、強烈な勢いで砂の散さん弾だんが悠を叩きつけた。

　水でさえ、勢いが付けば凶きよう器きとなる。ならばそれが固形の砂であったら。

　身体からだを浮かせるほどの衝しよう撃げきに、素す肌はだを切る砂の刃。

　隙のない攻撃であった。

「大だい丈じよう夫ぶか、ユウ！」

「……大丈夫、ただいま」

　気がつけば、元いた位置に戻もどっていた──悠は複雑な表情のまま跳ね起きると、カティアと作戦会議を始める。

　どうやら、こうして密集していると鮫は向かってこないようだった。おそらくは悠達を警けい戒かいしているのだろう。自分よりも遥はるかに小さな身体の動物を相手にするには慎しん重ちようなことで……と思ったが、自然界ではその慎重さこそ武器になるのもまた事実だ。

　だが、一連の動きで悠もまた摑つかんでいた。

　砂に潜る、音を感知して攻撃、隙のない飛びかかり──これは長期戦になる。

　……いいや、ならない。

　そのルーチンの中には、攻撃対象は一番激しく動くものだということが窺うかがいしれた。恐らく砂上は見えていないのだろう、故にディープホワイトは音を立てるものを優先して狙ってくるのだ。

　ならば倒たおし方のセオリーもわかってくるというものだ。

　何かを投げて音を立て、攻撃に移った所を、突とつ進しんに潰つぶされないよう横から攻撃するのが良いだろう。しかし──

「考えてることは同じだろう？　だが──」

「何を投げるか、だよな。いやー……流石さすがに投げるための道具とかは持ってきてねえぞ」

　そう、持ち物は最低限。極きよつ圏けんで使うものしか持ってきていない。

　投げ捨てるための道具──なんて、ディープホワイトをピンポイントに狩かるための『荷物』は、持ち込んでいないのだ。

　となると。

　ある程度の音を立てられそうなのは武器かテントか、と言ったところだろう。

　他にもあるかもしれないが、それだって使いそうだと思うから持ってきたものだ。探たん索さく中に捨てるのは得策ではない。

　そこで、悠は思いついた。

　獲物と誤認させつつ、ここから離はなれた位置に落とせるものを。

「俺が行くわ」

「なにっ……？」

　それは──自分。

　言い換かえるのならば『捕食者』と言ったところだろうか。

　すべての食を制せい覇はする。それはある意味自然の命の頂点に立つようなものだ。

　避さけられない戦いに立ち止まっている暇ひまなどないだろう。

「まあ見てろって。チャンスを作るから、暫しばらく音を立てないでいてくれ」

　カティアだけでなく、クララ達にも言葉を向けつつ、悠は走り出した。

　固まっていた厄やつ介かいな『音』の中で、孤こ立りつしたモノが現れた好都合に、ディープホワイトはその軌道を大おお幅はばに修正した。

　向かうは悠。

　しかしこの鮫の俊しゆん敏びん性──まるで小魚のような瞬しゆん発ぱつ力りよくに、悠はぎょっとする。

　だが悠は常に敵の強さを高めに見積もっている。正確に力を測れなくても、それによって悠に油断はない。

「ィよっと！」

　鮫の背鰭が見る見るうちに近づき、悠を射程内に収める──その瞬間、悠は『反発』の力を発動させた。

　ごく僅わずかな動きで悠の体は一瞬で数メートル先へと運ばれていた。

　今は『かつて』悠が居た場所に、鋭く乾かわいた火打ち石をぶつけるような音が響く。

　顔を出したディープホワイトが、歯を打ち付けたのだ。

　その鋭い歯に、ひゅうと口笛を吹ふくと、それが標しるべとなって地中に帰ったディープホワイトは動き始めた。

　何度か同じことを繰くり返していると、やがて悠は徐じよ々じよに三人が固まる場所へと近づいていった。

　『その時』が来る時をただ待ちながら、カティアは静かに剣を構え直す。

　そして──

「今だッ」

「心得た！」

　ディープホワイトにとっては『最後の』跳ちよう躍やく。

　悠をめがけて飛び出したその軌道は、カティアの眼の前だった。

　鋭く、何よりも疾はやく──剣を一いつ閃せん、振り下ろすと、鮫の顔と胴どう体たいは分かたれた。

　明確な意思を失った鮫の身体が慣性に支配され始めると、悠はもう一度だけ『反発』を使用して返り血さえも避よけてみせた。

　砂を擦こする軽かろやかな音の直後に大きな音が二つ、地を揺ゆらすと、顔を上げた悠はカティアと微笑ほほえみあった。

「いぇ～い。さっすがカティア！」

「いや、キミの囮おとりがあってこそさ。素晴らしい俊敏性だったぞ、ユウ」

　そして近づき──ハイタッチ。

　ドラゴンとの戦いを経て、二人は徐々に息を合わせ、戦せん闘とうにおいては相棒と言えるほどになっていた。

「こ……怖こわかったぁ～……砂を泳ぐ生き物なんて、いたんだ……」

「……大きいというのは、おそろしいですね。しょうじき、ふるえています」

　悠とカティアの息があった強さの前に、ディープホワイトはもはや敵ではなかったと言ってもいいだろう。

　しかしその体たい軀く、対応しづらい足元──その更さらに下、地下から受けかねない攻撃の数々は紛まぎれもなく強敵だ。少なくとも大陸においては頂点さえ取りうる魔物──軽々とそんな『獲え物もの』を狩る二人に、クララとアリシアは羨せん望ぼうにも似た目で二人を見つめた。

「さて……思わぬ所で戦闘になってしまったが──ユウ、どうだ。これは食べられそうか？」

　だが、それも終わってしまえばかつてがどうであったかなど関係はない。

　ある意味それこそがシビアな自然の掟おきてそのものだ。

　カティアの視線に、悠は親指を立てて、言った。

「もちろん！　今日の晩飯、ゲットだな！」

　自然界では食うか食われるか。食う側が食われる側に回らないとは限らない。

　悠達でさえ、万ばん全ぜんを整えねば、思わぬ相手に遅おくれを取ることがあるかもしれない。

　だからこそ、こうして万全を整えるのだ。

　腹が減っては戦いくさは出来ぬ。だったら食えばいいだろ！

「いやー、ウデが鳴る！　ちょっと早いけど今日はここで飯にするぞー！」

　新しん鮮せんな鮫さめ。手に入れようとも中々手に入れることが叶かなわないソレを手に入れたことで、悠ははやる気持ちをごまかすように、ドラゴンナイフをくるりと回した。










　　　第二十二話　腕うでによりをかけて







「それじゃあぼちぼち始めていくかー」

　完全に沈ちん黙もくした巨きよ大だいな鮫を前に、悠は舌なめずりをした。

　傍そばに川はあれど、まさか砂さ漠ばくの上で魚を捌さばくことになるとは思わなかった──この奇きっ怪かいな現状に、上質の獲物に感謝しながら、悠は包丁代わりのドラゴンナイフを取り出す。

「さて、聞かれる前に言っておこう。今回の献こん立だてはシンプルにディープホワイトのムニエルと──刺さし身み。生魚だ！」

　期待の視線が集まる中、悠は鮫を前にそう宣言する。

　生魚──それはかつてクララとカティアを戦せん慄りつせしめた、この世界における『禁きん忌き』の一つである。

　地球の諸外国における扱あつかい以上に、この世界では『流通と鮮せん度ど』が邪じや魔まをして生魚を食べることは半ば自殺行こう為いの一つだ。

「なま……ですか。なんこつといい、けっこうげてもの好きですね？」

　一度はそれを食べたクララとカティアは問題ないだろうが、アリシアはまだ生魚は未体験。

　なんこつの様に『食べられるけど食べない』モノとは違ちがい、半ば毒のように扱われている生魚への抵てい抗こうはなまなかなものではない。

「なんこつも生魚も俺の国じゃ結構ポピュラーで人気なんだけどなー。でも抵抗があるのもわかる、ので最初に聞いとく。食うか？　刺身。無理して食わないでも、他に調理方法はあるからさ」

　それを見み越こして、悠は予あらかじめアリシアにその意思を問うておく。

　アリシアは──

「こどもあつかいしないでください。……少なくとも食べものにかんしては、しんらいしています」

　つみれを食べていなければ、その答えは逆のものだったろう。

　しかしアリシアは迷いなくそれを食べることを選んだ。

　嬉うれしい答えに、悠の口角が持ち上がる。

　美お味いしいという気持ちが百点ならばそれを共有できるという体験は百二十点。美う味まいものは皆みんなで食べたほうが美味い、それは悠の持論だ。

「よっし！　じゃあ調理開始だ！」

　気合を入れ直すと、悠はドラゴンナイフを構え、ディープホワイトの身体に対してまっすぐ精密に構える。

　解体用の刃はが欲しかったが贅ぜい沢たくも言っていられないだろう──今度なにか良い素材が手に入ったら、もう少し刃は渡わたりが長い刃を用意したいものだ。

　魔ま物ものの素材の調理器具が増えていったら面白いな、なんて考えながら、刃を走らせたその時だった。

「……！（うおお、すげえ抵抗なくすんなり入った……！）」

　硬かたい皮を持つにもかかわらず、ドラゴンナイフはいとも容易たやすく鮫の皮を、肉を斬きり進んでいく。

　予想以上のナイフの力に、作業も捗はかどる。

「ヒレ……ヒレもなあ、食べてみたいんだけども……」

「……？　たべれば、いいのでは？」

「いや、手間も時間もメチャクチャかかるんだ。今は設備も足りないし、時間の方も何ヶ月って単位だ。流石にこれは諦あきらめるしかない。高級食材ってんで、興味はあるんだけどな」

「ユウの国における高級食材か……それは少し、いやかなり興味があるな……」
















「いや、味自体は大したことがないらしい。食感がとにかく良くて、ぎゅんぎゅん味を吸うんだとさ。まあ、代わりになるものもあるかもしれないな。でもアラは取っておこう。後でダシにもなるしこれだけで汁しる物ものも作れる」

　途と中ちゆう、悠が何気なく呟つぶやいたのをアリシアが拾って談笑が始まったりしつつ──ようやく、ディープホワイトから大きな切り身を取り出すことに成功する。

「……すっげぇ。見ろよこれ。脂あぶらのノリ方が尋じん常じようじゃねえ……」

「うああー！　何これ、こんなの見たことないよ……！」

「きめ細かな脂がきらきら光って……ディープホワイトの凶きよう悪あくな顔からは想像できないな……」

　特にその白身の部分──それは、マグロの大トロに勝まさるとも劣おとらないほどの脂のノリ方であった。

　手がじっとりとぬめる脂の感かん触しよくも、これを見てしまえば些さ細さいなことだ。

　赤と白が作る魅み惑わく的な模様に目を奪うばわれる悠達だが、食べモノに対する興味が人一倍強いからこそ、興奮を振ふり切って先へ進んだ。

　……この世界の『魔物』にどれだけ通用するかわからないが、地球では死んだ鮫はアンモニア臭しゆうを放ち始めるのだ。

　そもそもそれは海水の中で暮らす鮫が身につけた生態ではあるのだが、姿が似ている以上警けい戒かいしておいて損はない。

　ドラゴンナイフを刺身に走らせていく。

　音もなく、乱れのない精密な動作──刺身はその見た目のシンプルさに反して、高い技術を要する『料理』だ。刃を走らせる際には身を切り崩くずさないよう──細さい胞ぼうを潰つぶすことにさえ気をつけながら行わなければならない。

「な、なんか今日は気合が違うね」

「ああ……美しささえ感じさせる動きだな」

「なるほど、これはりっぱな『ぎじゅつ』です」

　一糸乱れぬその動きは、悠が必死に習得したものだ。まだまだ鉄人たちの動きには敵かなわないものの、若者が扱う技術としてなら多くの者が舌を巻くだろう。

　さて、刺身を切り出した悠は葛かつ藤とうしていた。それは味付けである。ここで塩で決めてしまうか、あるいはオイルと併あわせ洋風に仕上げるかだ。

　醬しよう油ゆがなかったことをこれほど悔くやんだことはない。この肉質、そしてここからでも香かおる芳ほう醇じゆんな脂の甘み。一ひと滴しずく、たったそれだけ醬油があればきっとこの刺身は食べた者を天上へと誘いざなったはずだ。

　だがないものねだりをしても仕方がない──というのは、サバイバルで培つちかった思想か。

　仕方がない、味付けは塩だ。……しかし、その瞬しゆん間かん、悠の思考にある存在が稲いな光びかりに照らされるかのごとく浮うかび上がる。

「わさび……ワサビだ！」

　露ろ店てんで買った『魔ま除よけの根』。その香り高さが蘇よみがえり、脳裏にひらめく。

　そこに塩をぶつけ、即そく席せきの山葵わさび塩とする──これだ、と悠はほくそ笑む。

「それは、まよけのね、ですか？　……またゆにーくなものが出ましたね」

　取り出したるは『魔除けの根』。それを洗った石で細かくすりおろすと──鼻を貫つらぬくような鮮せん烈れつかつ清せい涼りよう感かんに満ちた匂においが解き放たれる。

　しかもその香りにはチューブのものとは違い、上品な甘ささえ感じさせる深みがある。

　そこに塩あん梅ばいよく塩を混ぜていくと、特製の山葵塩の完成だ。

　これだけでは味付けとしては心もとないので、刺身にも直接塩をふりかける──と、塩で身を引き締しめられた刺身が、一層その輝かがやきを増した。

　食わなくてもわかる──これは美味いだろう。悠は確信し、次の料理に取り掛かかる。

　刺身が上がれば、次はムニエルだ。

　此方こちらに使うのは赤身の部分である。

　塩コショウ、小麦粉をまぶした切り身をバターと共にフライパンで焼き上げる──

　ディープホワイトの身は、非常に多くの脂を含ふくんでいる。バターは香り付け程度の少量が良いだろう。

　小麦粉がカリッとした食感を生み出せば──完かん璧ぺきだ。

「出来上がり！　ディープホワイト刺さしと白砂鮫のムニエルだ！　刺身は好みで魔除けの根をおろしたモノをちょびっと付けて食べてくれ！」

「おおー……早い！　あっという間にこれだけの料理が……スゴイなあ」

「いつもながら舌を巻く。流石さすがだな。しかし──魔除けの根、ここで出てくるか……」

　今回は鮮度との勝負ということもあり、悠の気合は十分だった。

　その間、数分ほど。たったそれだけで、クララ達の前にはご馳ち走そうが並べられていた。

「これは……おいしそう、です。いちぶ、いろいろないみで気になるものもまざっていますが……」

　感動するよりも先に、アリシアは驚きよう愕がくしていた。

　生魚、これが本当にそうだというのか。赤と白が織りなすコントラスト。薄うす暗ぐらい砂漠にあってなお輝くような脂の輝き──立ち上ってくる甘い香りは上質なミルクさえ思わせる優しさを連想する。

　また、ムニエルの方もすごい。

　脂が差し込まれた赤身が焼けたその姿は、よく脂の乗った牛ステーキを思わせる色合いだ。

　ステーキの実物を見たことがないアリシアだったが、ステーキはこんな風なのだろうか──と思い浮かべた姿とドンピシャであった。

　それほどまでに、その二皿は抗あらがいようのない力で食しよく欲よくを引き出していた。

「それじゃ、いただきます──」

「あっ、い、いただきます……！」

　ただ漫まん然ぜんとそれを口に運ぶのは、罪ざい業ごうである。

　そう思わせるほどの威い圧あつ感かんに、アリシアは慌あわてて悠達に倣ならう。

　どちらからいくべきか。そのどちらもが究極を思わせる二皿は、人生の分かれ道さえ思わせた。

　だがそれでも敢あえて選ぶのならば──悠がしきりに鮮度を強調していた刺身の方。

　たっぷりの迷いは、アリシアを含む全員に正解を選ばせた。

「先に言っておくと、このわさび……じゃない、ザビィ塩、辛からいから注意してくれよな」

「あ、ああ、心しよう……」

　また、全員ともしっかりと山葵塩を付けている。

　この世界基準では魔除けの根を食べるというのはかなりのゲテモノ──というよりも珍ちん味みの範はん疇ちゆうか？──だろうが、全員が食べてくれるようで、悠への信しん頼らいを感じさせる。

　果たして、その味は──

「んむぅ……！　んんんん……ッ！」

　言葉を失うほどの味だった。

　融ゆう点てんの低い脂は舌の上で容易に溶とけ出し、嚙かむ度たびにその世界を膨ふくらませる。

　甘い脂が感じさせるのはただただ深さと、鮫さめの生態にも外見にもかすらないほどの優しさ──

　そして、山葵塩だ。濃のう厚こうな脂を、僅わずかな血の臭くさみを一切拭ぬぐい去り、裂れつ帛ぱくの気合を放つ指揮者の如ごとく完璧に味を纏まとめきっている。

「おいしいです……！　したでおせばとけてしまうほどのなめらかさ、あぶらのやさしいあまみ……！　くどさのかけらもなく、さらりとあとあじがきえていくさまはゆきどけのよう……！　これがあのさめのおにくだと言うのですか……！　し、しかしとくひつすべきはまよけのね！　このせんれつでさわやかなかおりは、おさしみをつぎのれべるへとうたつさせています……！」

「や、やたら詳しよう細さいな食レポありがとう……？　いや、でも驚おどろいた……塩だけでこんなに臭みがないものなのか。最高の馬ば刺さしでもこうはいかねえぞ……」

　基本的に、悠達は言葉のボキャブラリーが少ない。

　それでも悠は美味いということがわかれば十分程度に考えていたのだが、大絶賛を詳細に出力するアリシアのレポートは、それはそれで嬉しかった。

「いやー……でもこれはスゴイな。脂のノリ方が完璧だ……。魔除けの根のおかげでクドさの欠片かけらもない……塩で刺さし身みを食うってどうなのかと思ったけど、山葵塩は全然『アリ』だ」

　艶つややかに濡ぬれたような脂の輝きを堪たん能のうしながら、悠は刺身を観察する。

　濃厚な旨うま味み、脂の甘さ、そして臭みのなさ──トロや白身、様々な刺身の良さを寄せ集めたような味わい。それらを喧けん嘩かさせずに纏めているのが魔除けの根の働きだった。

　塩だけでは脂っこさが勝っていたかもしれない。奇き跡せきの出合いに、悠は感謝する。

「ムニエルの方はどうかな～」

　こうなると、もう一皿の方も気になるというものだ。

　薄うすい小麦粉の層にフォークを入れると、赤身は脂の層に合わせてほぐれるように崩れた。

　その柔やわらかな感触は持ち上げれば解けて落ちてしまいそうなほど。

　注意深く一口分をフォークに載のせて口へ運ぶと、そこにあったのはまた天国だった。

　強い脂の層がはっきりとしているせいだろうか、ムニエルは口の中に入れた瞬間、僅かな衝しよう撃げきでさえほろりと崩れていく。まるで蕾つぼみが開花するように、小さな塊かたまりが一いつ斉せいにはらりと開くと、口の中には繊せん細さいながら力強い、獣じゆう肉にくにさえ錯さつ覚かくする旨味が迸ほとばしる。

　赤身の力強さが、脂の甘味が、少し口を動かす度に一斉に咲さいては散っていく。連続で花火を打ち上げているかのような目まぐるしい旨味に、これもまた言葉を失った。

「やわらかい……あかみとあかみにさしこまれたあぶらのそうがとけてはあかみをすべりおとしていきます。かまずともたえまなくうまみがふきだしてくる。またバターのふうみがみるくのようなやさしいかおりによくあっていますね」

　一人、雄ゆう弁べんに語るはやはりアリシアだ。

　素材としてだけではなく、料理としても評価を忘れない辺りにアリシアの流りゆう儀ぎが感じられる。

　しかし長々と語っていては刺身の鮮せん度どは落ち、ムニエルの蕩とろけた脂も固まってしまうだろう。

　ひとしきり評価を下すと、後はもう全員が単純な感想しか言えなかった。

　美味い美味いと言いながら、それを食べ終わるのは、作る時と同じくらい早かった。

「っはー、満足……！　鮫の刺身、一回食べてみたかったけどこれはまた別格だなあ」

「たしか古くなると食べられないんだっけ？　極きよつ圏けんじゃないと味わえないんだねえ……」

　恍こう惚こつの表情で腹を擦さすっていると、今日はもうこのまま眠ねむりについてしまうのが一番幸せだろうと思ってしまう。

　だが実際にはテントも張っていないし、もう少し移動しておきたいというのもある。

　寒さに構わず今日一日を終えたくなってしまうほどの満足感は、ある意味で危険とさえ言えた。

「よーし、じゃあ満腹になった所でもうひと踏ふん張りといくかー……」

「そうだな。ならば早く動こう。じきに日が暮れてしまうぞ」

　それほどの満足感だからこそ、その充じゆう足そくは活力として悠達の身体からだを動かすのだった。



















　　　第二十三話　大空くう洞どうにて







　悠達極圏探たん索さく隊が『白の砂さ漠ばく』を訪れてから、四日ほどが経過していた。

　川をたどり、岩山を越こえ、無限の白を行く。

　なんだかんだで食料にも水にも困ることはなく、もはや一番の天敵は代わり映ばえのしない光景による退たい屈くつだ──というほど、悠達はこの環かん境きように順応していた。

　それでも病気などはやはり恐おそろしいし、どうしても取りづらい栄養素もある。今は平気でもこの淋さびしげな大地でずっと生きていくのは難しいだろう。そういう所が『極圏』たる所以ゆえんなのだと嚙み締めながら、悠達は行進を続けていた。

　島の中心部に近づくにつれ、辺りは少しずつ寒くなり、現在の気温は氷点下。

　吸い込む空気の冷たさに白い息を吐はき出して辺りを見ればひたすら広がる白の世界。

　その光景には世界の終わりを連想しながらも、仲間の存在に背中を押され、歩き続けてきた。

　しかし──そんな無限の世界にも、終わりはあるようだ。

　ひたすら辿たどってきた川は、とある場所で途と切ぎれていた。……いや、途切れていたという言い方は正しくない。

　ちゃんと表現するならば『地表から見えなくなった』とでも言うべきか。

「おお……マジか」

「洞どう窟くつ、だね」

　川はまだ続いている。

　ただし──その先は、洞窟の中に。

　ゲームなんかだとお約束の地形。だが、悠がその入り口を見て最初に感じたのは恐きよう怖ふだった。

　まるで大口を開けて獲え物ものを待つ生物のよう──そんな喩たとえを最初にしたのは誰だれか。なるほど、確かにその喩えは的確だ、と悠は冷たい汗あせを流す。

　それでも、笑えみが浮うかぶのは冒ぼう険けん家気質の現代っ子の性さがだろう。

「俺は、入って調査したいと思う。皆みんなはどう思う？」

　昔の人類の中には洞ほら穴あなで暮らしてきた者もいる──だとすれば、滅ほろんだと思われる文明の痕こん跡せきくらいはあってもおかしくないのではないか。

　少しのロマンと、クララのルーツを見つけてやりたいという気持ち。そしてひとにぎりの勇気が、悠をそこへ駆かり立てた。

　僅かな逡しゆん巡じゆんの後、クララとカティアは頷うなずいた。

「……一人のこされるという方がきけんでしょう。どのみち、みなさんとともにこうどうするということはきめています」

「アリシアちゃん……ありがとう」

　アリシアはというと──憎にくまれ口を混ぜつつも、この分だと最初からついていく気でいただろう。

　妙みような所で素直じゃない少女に苦笑しつつ、悠は洞窟を見み据すえる。

「満まん場じよう一いつ致ちが出た所で行くか……と、いきたいところだけど。洞窟に入る前には、何個かやることがある」

　早速洞窟探たん索さくを開始しようとするクララを制し、悠はおもむろに手て頃ごろな石を手にとった。

　そしてそれを、洞窟の中へと投げ入れる。

　洞窟内に小石が跳はねると、軽い音が反はん響きようし、重なって聞こえる。

　悠が声を潜ひそめていると、クララ達もそれに倣ならう。暫しばらくの間そうしていると、悠はクララ達へと振ふり返った。

「こういう地形──洞窟なんかに入る時は、こうやって中に何かいないか確認してから入ったほうが良いんだ。暗くら闇やみで大型の獣けものとバッタリ、ってのは怖こわいだろ」

「そ、それは怖い……教えてくれてありがとう、ユウ」

「用心に越したことはないということか」

　洞窟は雨風を防げる関係上か、好んで寝ね床どことする動物も多い。

　地球上の砂漠のように暑い地域は熱も防げることが多く、もしも遭そう難なんなどすればその日の宿とするには最適だ。だが人間にとって心地ここちよいのなら、それは地上で生活する動物にとっても同じだ。『先客』との無用なトラブルを避さけるにも、こうして確認することはしておいたほうが良いだろう。

「と、もう一つ。視界の確保もあるけど、洞窟内では必ず松たい明まつを用意すること。火があれば有毒な気体があった時、察知しやすいんだ。まあ明かりなしで洞窟に入る機会もなかなかないと思うけど、一応な」

　そして、洞窟に入る前にすべきことの二つ目が火の用意だ。

　有毒なガスがあった場合、二酸化炭素に満ちていた場合──火は、それらの気体に顕けん著ちよに反応する。

　火が燃え盛る、逆に消えるなどの反応でその場に何が在るかを確認すれば、対処の取りようもあるというものだ。

「それじゃ準備が出来た所で──行くか」

「うん」

「そうですね」

　こうして最低限の準備を紹しよう介かいし終えると、悠は洞窟の中へと向かう。

　先頭を歩くつもりだったが、隣となりにクララが並ぶのを見留ても、悠は何も言わなかった。

「なんだこれ……光る苔こけか」

　洞窟の中を歩き始めると、最初に悠が気に留めたのは壁かべを覆おおう苔の様な植物だった。

「ヒカリゴケだな。暗所の闇やみの魔ま力りよくを吸収して、光を放つという変わった植物だよ。こんな場所だとよく生えているが、他よ所そから持ち込めば勝手に繁はん殖しよくするくらい生命力も強いらしい」

「これが……ねえ。実際に見てみるとちょっと感動」

　その名は見ての通り、ヒカリゴケ。

　ただし、カティアの説明を聞く限り、地球にあるそれとは大きく生態が違ちがうようだ。

　──悠は完全にファンタジーの世界のみの植物だと思っているようだが、実は地球にもヒカリゴケという植物は存在する。そちらは、非常にデリケートで、厳密には自力で発光しているわけではないようだが。

　思いの外洞窟内が明るいことに感動する悠だが、松明の炎ほのおは消さず、揺ゆらめかせている。

　ふと、何かが気になったのか悠は足を止めた。

　にもかかわらず、松明の炎は一定に揺らいでいる。ということは──

「風の音──この洞窟、どこかに通じてるのかもしれないな」

　空気の流れが存在する、という事だ。

　少なくとも一箇か所、どこかに外とつながった場所がある。

　それは小さな穴かもしれないし、何ど処こかに通じる抜ぬけ道かもしれない。

　不覚にも、悠は自分が楽しんでいることに気がついた。

　誰も来ないような砂漠の奥地、洞窟を抜けた先は──なんて考えると、少年心が疼うずく。

　ヌガーを齧かじりながら、悠は洞窟を観察する。

　洞窟の中は光が差し込まないというのにヒカリゴケのおかげで明るい。それに伴ともなってか心なし外よりも暖かく、また川まで流れている──

　あらゆる条件が、生物が住むのには適していると言えた。

　雨風を凌しのげて水の心配がない、それだけでもヒトが身を寄せる理由たり得るほどだ。

　しかし、そこにはヒトはおろか魔物の気配すらない。

　そればかりは、少し違い和わ感かんを覚えた。

　滞とどこおりなく、しかして慎しん重ちように洞窟を進んでいくと──やがて、悠達は巨きよ大だいな空くう洞どうに出た。

　正確な高さはわからないが、数十メートルといっても差し支えないくらいだ。横も同じ──まるで、岩山の中身をくり抜いた様な空間だった。

「うおおおおおお……っ！　すっげえ！　なんだここ！」

「わああ……！」

　自然が作ったとは思えない、しかしヒトが作りようもないくらい雄ゆう大だいな空洞に、思わず悠とクララは感かん嘆たんの叫さけびを上げた。

　ただの空洞だが、その規模が、大いなる存在を意識せずにはいられなかったからだ。

「見事な場所だな……集落くらいなら作れてしまいそうだ」

　カティアが言う通り、この広さならば小さな集落くらいなら快適に暮らせるだろう。

　もしかしたら、ここにヒトが居た痕跡があるかもしれない。カティアの言うことを考えれば、ここに痕跡があっても不自然ではないだろう。

　進行は一いつ旦たん中断して、辺りを探してみるのも良いかもしれない。

　ヒカリゴケくらいしか見えないにもかかわらず、言葉も失って大空洞をくまなく見回しているアリシアに倣ってみるか──と、悠は微笑ほほえましげに息を吐く。

　……だが、それが、探たん索さくが実行されることはなかった。

　突とつ如じよとして、アリシアの動きが止まったからだ。

　放物線を描えがくボールが空中でぴたりと停止するかのような急な動きに、悠はアリシアの視線の先へと首を動かす──

　そう、考えてもみれば当たり前だ。

　悠はその姿を確認した時、先さき程ほど思い浮かべた違和感を思い出す。

　こんな好条件が揃そろった場所に、ヒトはおろか魔物の存在さえないのは、おかしい。

　その場所を狙ねらうものが多くとも、この環境で生きるためなら奪うばおうとさえしそうな場所──そこに、生命が根付かなかったのには、理由がある。

「ひっ……何、あれ……っ！」

　その姿を悠とアリシアに遅おくれて確認し、引きつった声を上げたのはクララだった。

　……視線の先にあるモノ。それは、高さにして三メートル以上はある、巨大な甲こう殻かく類だった。

　細く鋭するどい鋏はさみに多脚。横に広い身体には幾いくつもの棘とげ──そしてその背後には蠍さそりの様な尾おを持った、巨大な蟹かに。

　身体から飛び出た、感情の存在を感じさせない瞳ひとみが、ただ淡たん々たんと悠達を捉とらえていた。

　数年ぶりの、餌えさとして。










　　　第二十四話　フルメタルシザーズ







「う、おおおッ！」

　化物。まさにそう形容するに相応ふさわしい存在が、鋏を打ち鳴らして向かってくる──あまりにも異様で現実離ばなれした捕ほ食しよく者の存在に、悠ゆうは叫び声を上げた。

　あるいは恐怖から、あるいはそれを打ち払はらうため。どちらもがないまぜになった叫びが、洞窟内に木こ霊だまする。

「な……なんだこの化物は……！　こんな魔物、聞いたことがないぞ!?」

　困こん惑わくしながらも剣けんを抜き放はなつのはカティアだ。

　悠達極きよつ圏けん探たん索さく隊の中で、極圏及およびそこの生物に──比ひ較かく的と付ふ随ずいするものの──最も詳くわしいのはカティアだと言っていい。

　そのカティアが取り乱すほど、未知。知られざる怪かい物ぶつを前に、悠はつばを飲んだ。

　異容の怪物を一言で表すのならば蟹だ。

　しかし、蟹──とはいうが、その姿はドラゴンさえ打ち破った悠達を恐きよう怖ふさせるに余りある。

　怒いかり、困惑。ドラゴンの瞳からは確かにそれらの感情が感じられた。

　だがこの怪物はどうだ？　青みがかった灰色の甲殻、規則的に動く多脚、そして感情の存在を否定するかのような眼めは『機関』を思わせる。

　そう、まるで機械のようなのだ。エネルギーの補給のため、餌を摂せつ取しゆする。それだけのためだけに動いているかのような『生態系を実行するための機械』。

　それが、眼前の存在に悠が抱いだいた印象だった。

「……っ！　来るぞ！」

　異質の存在を前に、いち早く指示を出したのはカティアだった。

　巨きよ大だい蟹がその歩みの速度を上げると、まるで悪あく魔まが歯を打ち鳴らすような音とともに巨きよ体たいが急激に接近する──！

　悠はクララを、カティアはアリシアを。それぞれが近くに居た二人を抱かかえて後方へと飛ぶと、一いつ瞬しゆん前まで悠達が居た場所を、巨大蟹の鋏が叩たたきつけた。

　空洞内どころか洞どう窟くつの入り口まで届きそうな音とともに、砕くだけた石の地面が飛散する。

「なんてぇ威い力りよく……！」

「道理で洞窟内の生物が居ないはずだ……！」

　洞窟の主が如ごとき生物を恐おそれて近づかなかったか──あるいは、この怪物に喰くわれたか。これほどの好立地に生物がいなかった理由を悟さとった悠とカティアは、強く歯は嚙がみする。

　思えば気づいておくべきだったと。しかし今となってはもう遅おそい。

　こうなった以上は、戦うだけだ。

「カティア！」

「わかっている！」

　二人声を掛かけ合い、並び立つようにして巨大蟹と対たい峙じする。

　恐怖と不快感がないまぜになった戦せん慄りつをかなぐり捨てて、悠とカティアは武器を構えた。

「作戦は！」

「盾たて役囮おとり役は俺！　カティアは一発ももらうな！」

「相変わらず無茶を言うなあキミは！」

　軽口を飛ばし合うと、二人の息はぴったりと合って、恐怖も何処かへ吹ふき飛んでいく。

　向かってくる巨大蟹を挟はさむように、二人は散開する。

　蟹の瞳は、左右がそれぞれ逆の方向へと向けられ、悠とカティアを絶え間なく監かん視ししている。

　悠はすかさず『誘ゆう引いん』と『硬こう質しつ化』を発動。囮として必要な能力を揃えるに至る。

　だが──

「む……っ！」

　巨大蟹は、それでもなおカティアの方へと向かった。

　戦いは常に何が起こるかわからない──その心構えが、薙なぎ払われる刃はを回かい避ひさせる。

　後方宙返りで鋭い刃を避さけると、カティアは叫んだ。

「恐らく『位置』だ！　攻こう撃げきしやすい者を優先的に狙っている！」

　『誘引』が効かず困惑していた悠は、カティアの報告で我に返った。

　感情がない様──と感じていた巨大蟹は、正しくそのとおりなのかもしれない。餌として魅み力りよく的であるように見える悠よりも、近くのカティアを優先する。それは感じた印象通りに機械的だ。

「接近する！　隙すきを窺うかがってくれ！」

「了りよう解かいした！」

　声を掛け合い、悠とカティアはお互たがいの距きよ離りを保つようにして、悠は接近、カティアは後退を同時に行う。

　カティアの距離が鋏の射程外に出ると、巨大蟹は予想通り、悠へと鋏を振ふり上げる。

　石の地面を破は砕さいするほどの一いち撃げきだ。『硬質化』を使っても無事ではすまないだろう。

　今回はいままで以上にちゃんと避ける必要があるというわけだ。

　そう考えている間にも地を砕き、破片を飛ばす蟹に舌打ちをしながら、悠は相棒の攻撃を確認する。

　飛びかかったカティアが、蟹に剣を突つき立てんとする──が。

「ぐっ……！　硬かたい！」

　巨大蟹の甲殻は凄すさまじい硬こう度どだった。

　その音の頑がん強きようさは、ギッシリと詰つまった大岩を叩いたかのようだった。

　頭上へと反はん撃げきする巨大蟹の初期動作を見て、迅じん速そくに回避行動に移ったカティアは、音もなく着地すると痺しびれた手を二、三払う。

　カティアが離はなれたことで標的が自分に切り替かわると、悠は左右から交こう互ごに繰くり出される鋏の攻撃を避けるために大きく距離を取った。

　それでもなお、距離は悠のほうが近い──巨大蟹は再び悠へと接近してくる。

　──その瞬しゆん間かん、悠が未知の恐怖を感じ取ったのは、野生の一部として身を晒さらした経験のおかげかもしれない。

　蟹といえば鋏。

　種によってその用よう途とは違ちがうが、カニという生物を知る者ならば、まずはその両手のそれを連想するだろう。

　だが、この『カニ』はそれだけではない──背部から伸のびる、蠍の様な尾。

　後退する最中で、悠はそれが鎌かま首くびをもたげる蛇へびのごとく、自分に向けられるのがわかった。

　あれはやばい。

　その危険性を直感で感じ取った悠は、出来るだけシンプルな自分への注意喚かん起きと共に、全力で身を横へと『回避』させる──！

「う、おおおッ!?」

　その瞬間、何かが奔はしった。

　何かが──身体からだを反らすほんの一瞬前まであった場所に『何か』としか言えない速度が駆かけ抜ぬけていく。

「ユウ！」

「大だい丈じよう夫ぶだ！　……けどこれは」

　視線のみを動かし、何かが迸ほとばしった後を見る。

　……そこには、まさに一いつ閃せん。『何か』が通った後はバターにナイフを通したような跡あとが走っており──同時に、凍こおりついていた。

　はっと何かに気づいたように、悠が巨大蟹へと振り返る。

　中でも視線は、その禍まが々まがしい尾に注がれていた。

　尾からは液体のようなものが滴したたり落ちていた。

　そこから何かが放たれたのは明確だ。

　ならば、まさか──

「冷れい凍とう液……！」

　先程の攻撃は、凄まじい勢いで体液を噴ふん出しゆつさせたものだった。

　そして、その体液は──極ごく低温の性質を持っている。

「尻尾しつぽに気をつけろ……！　これだけは、受けちゃダメだ！」

　威力自体もさることながら、触ふれたものを凍いてつかせる性質から防ぼう御ぎよは不可能だ。

　怒ど鳴なるような悠からの指示にカティアは頷うなずき、一層尻尾への注意を深めた。

　しかし、どうすべきか。

　巨大蟹の防御力は高く、まともな攻撃では傷一つ付けられない。

　悪い状じよう況きようをごまかすように、地球でもカニを食べるのは苦労したな──なんて、悠は笑う。

　だが、その時に気づく。

　カニを食べる時、どうしていたかを。

「関節だ」

「……？」

「関節のつなぎ目なら、もう少し防御力が低いはず！　いけるか！」

　悠は此方こちらに迫せまる巨大蟹を見み据すえながら、カティアに指示を飛ばす。

　関節。悠の言葉に、カティアはプレートメイルを連想する。確かに、いくら鎧よろいは強固でも、動きを制限しないよう、関節には繫つなぎ目があるはずだ。

「……やってみよう！」

「任せた！」

　力やスピード、要素ごとに抜き出していけば、悠のほうがカティアに勝まさる部分は多い。

　だがカティアには悠が持っていない戦せん闘とうの技術がある、経験がある。

　メインのアタッカーをカティアに任せ、悠は前線で巨大蟹の注意を引きつけることに専念することにした。

「っっっっっぶね！」

　開き、突き出されるようにした鋏はさみが眼の前で閉じると、悠は冷たい汗あせが流れるのを自覚した。

　『硬質化』こそ途と切ぎれさせていないものの、鋭するどい鋏があの巨体の剛ごう力りきで挟まれれば──無事でいられると思うほど、悠は楽観的ではなかった。

　そもそも、捕つかまったらアウトだ。

「おわっ、ちょおま、マジでやめろ！」

　巨大蟹には冷凍液の噴ふん射しやがあるのだから。

　捕まえた獲え物ものに浴びせれば、それだけで終わりだ。

　先ほどとは違い横よこ薙なぎに奔る冷凍液を避けるため、悠は敢あえて前へと身を躱かわした。

　高所から発射されているため、冷凍液による攻撃は巨大蟹の近くに安全圏けんがあるようなのだ。

「斬きるッ！」

　鋏の連続攻撃と、尾おの冷凍液。一息の切れ間を見つけると、カティアは身を小さくして、低い位置にある関節の裏側を斬りつけた。

　鉄の板を割さくような音が、火花と共に散る。

　確かな手て応ごたえに笑えみを浮うかべるまでもなく、カティアは飽あくまでも集中を切らさずに離り脱だつした。

「通るぞ！　関節の裏は比ひ較かく的柔やわらかい！」

　それでも、あの音を聞けばわかるように、強固ではあるようだったが──名めい剣けんではあるものの、普ふ通つうと言って差し支えない金属の剣けんでもダメージを与あたえられる。

　その事実が、闘とう志しの炎ほのおに火をくべた。

　巨きよ大だい蟹がにから痛みや危機感のようなものは感じない。だが、極きわめて規則正しかった動きには乱れが生じる。

　大きな傷を与えれば『性能の低下』は発生するらしい。何ど処こまでも機械の様な冷たさを感じさせる魔ま物ものに、悠は武器を構え直す。

　だが──飽くまでも、巨大蟹も生物なのだ。

　その動きは、規則性だけでは縛しばれない。

「なにっ！」

「お……おい！」

　突とつ如じよとして、巨大蟹は悠達を無視し、クララ達の方へと向かっていったのだ。

　戦闘に慣れていない二人が狙ねらわれたことに、悠とカティアは焦あせりを隠かくしきれなかった。

　巨きよ大だいな体たい軀くは鎧が歩くような音を立てながら、クララ達へと向かう──

　しかし、彼女たちとてただこの旅についてきているというわけではない。

　クララは目を瞑つぶり、歌うように何かを詠よんでいる。

　──詠えい唱しようだ。力のある言葉を、魔力に乗せて出力することにより、足元には輝かがやく魔ま法ほう陣じんが描えがかれていった。

　やがて伸びていった曲線が円を描くと、クララが両手を、球状のものを包むようにかざす。するとそこに強い光が集まり始めた。

　魔法、おそらくは魔力を放出してダメージを与えるタイプ。まるで手に小型の太陽を生み出したかのような、強い輝きが灯ともる。

　ただそれに夢中でいるのか、クララは接近してくる魔物にも動じない。

　もう、あと数歩で巨大蟹の鋏はクララ達に及およぶだろう。

　その瞬間、巨大蟹の体勢ががくりと沈しずむ。

「思ったとおり。とうそうしんも何もないあいてになら、少しだけ『とおり』ますね。クララさん」

　アリシアの『まどろみ』だ。

　強力な魔物であったため完全には入らなかったようだが、極きよく端たんに感情が薄うすい巨大蟹にならば、その一片は通るようだ。

「『バリスタ』！」

　そして、体勢を崩くずした魔物へと、クララの魔法が放たれる──！

　巨大な矢に姿を変えた魔力が、巨大蟹の頭部へと向かう。

　巨大蟹は僅わずかに身を捩ねじってそれを避さけようとする。ソレだけの力を秘めているのだろう、初めて見せた回かい避ひ行動であった。

　しかし、緩かん慢まんな動作では避けきれなかったようで──飛び出た眼めを、魔法の矢が吹ふき飛ばす！

「す、すげえぞクララ！　アリシア！」

　心の何処かでは非戦闘員だと思っていた二人の見事な攻こう撃げきに、悠は賛辞を送る。

　しかしアリシアの『まどろみ』は意思さえあれば打ち破れること、クララの攻撃は野生との戦闘においては致ち命めい的ともいえる隙すきがあることから、二回目はないだろう。

　だが離脱するにはそれで十分、そそくさと引いたクララ達は、悠に激げき励れいを飛ばす。

「私達は大丈夫だから──だから、頑がん張ばって！」

　その一言で、悠は今までクララの感じていた苦しさのようなものを感じ取った。

　あとで謝ろう──未来に思いを馳はせると、もう怖こわいものはなかった。

　巨大蟹に追いついた悠達が、猛もう烈れつな攻撃を加える。

　二つに分けて死角をなくしていた眼が片方欠けたというのは、完かん璧ぺきなコンビネーションを行う悠とカティアを相手取るには致命的と言えた。

　嵐あらしが意思を持ったかのような苛か烈れつかつ正確な攻撃に、巨大蟹は為なす術無く体中の関節を壊こわされていった。

　呼吸も忘れて舞まう悠とカティア。

　しかしそれは、合図を境に終わりを迎むかえる。

　巨大蟹の巨きよ体たいが沈み、地を揺ゆらす。

　……ついにその脚あしの全てが破は壊かいされ、身体を支えておけなくなったのだ。

　こうなっては、もう移動は不可能だろう。

　時折身体を持ち上げようとするも、関節が破壊された脚ではそれも叶かなわない。

　しかしまだ必殺の尾が活いきている。

　息を荒あららげながらも、悠達は油断なく巨大蟹を観察する──

　だからこそ、気づけたのだろう。

　巨大蟹の尾が、先さき程ほど離脱していったクララ達の方向──アリシアを正確に捉とらえていることに。

　遅おくれて、アリシアもそれに気がついたようだった。決定的なまでの死の矛ほこ先さきが自分に向けられているということを。

　その破壊力は、一度見たら忘れられないだろう。

　『死』。アリシアは幾いく度ども実な験か体まを飲み込むそれを見てきた。

　死を迎えた者の中には、仲の良い者もいた。だがどこか漠ばく然ぜんと、遠い世界のようにそれを見送ってきた。

　だが違ちがう。それを突つきつけられれば身は凍り、体中に亡者の爪つめが突き立てられたかのような痺しびれが走る。

「い、や」

　知らず口から漏もれるのは、絶望。

　そんなことをしている間に逃にげれば──ほんの少し、きれいな形で死ねただろうか。

　二つに分かたれた自分のビジョンが浮かぶと、アリシアの身体から力が抜ぬける。

　だが『死』の前に、少年が立ちはだかった。

　アリシアと巨大蟹の尾を結ぶ一直線の軌き道どうに立ちふさがるように、悠がその身を滑すべり込ませる。

　それと、尾から冷凍液が噴出されるのは、同時のことだった。

　瀕ひん死しのためか、それに先程の光線のような勢いはない。

　自分を貫つらぬいてアリシアを──ということはないだろうと安あん堵どしたのは悠。わけもわからず、悠が身代わりになることを避けようと叫さけぼうとするのがアリシア。

　そして──同時に勝算を感じたのも、また悠だった。

　大きく息を吸い込んで、身を反らす。

　イメージするのは地じ獄ごくの業ごう火か。肉まで焦こがし骨を煮に立たたせる闇やみの火か炎えん。

　『ドラゴンブレス』。極低温に対して悠が放ったのは、極限の高温であった。

　紅あかと蒼あお。熱と冷。相反する存在は互たがいに近づいていき──激げき突とつする。

　刹せつ那な巻き起こったのは、耳をつんざくような蒸発音と、爆ばく発はつ的な水蒸気の拡散。

　文字通りに爆発が起きたと言っていい。その衝しよう撃げきに吹き飛ばされる悠だが──

　彼は、自らの無事を誇ほこるように、叫んだ。

「カティアァァァァァっ！」

　その叫びと同時に、カティアは巨大蟹の口にロングソードを突き立てた。

　悠の無事を、勝利を予見していたカティアは既すでに動いていた。

　そのまま脳天へと通り抜けた刃はは、蟹かにの内臓を躍おどりかき回す。

　それは痛みを感じずとも関係がないような、圧あつ倒とう的な『破壊』であった。

　勢いよく剣を引き抜くと、巨大蟹からは濁にごった泡あわが噴ふき出してくる。

　最後の生命を焼き尽つくすように巨大蟹がもがくと──ぱたり、と。死神の構える鎌かまのような尾が、倒たおれた。
















「や……ったァ……！」

　吹き飛ばされたままの体勢、二つの脚の間から、悠は声を絞しぼり出した。

　小さく気合を入れてカティアの方へと視線をやれば、清すが々すがしいまでのサムズアップ。

　悠は威い勢せいよくサムズアップを返すと、立ち上がろうとした。

　……しかし、それは後回しになる。

「なんで、たすけようとしたんですか」

「……あー」

　申し訳が立たない気持ちと、する意味がないことをされた困こん惑わく、そしてごく小さな怒いかり。

　辛つらそうな──今にも泣き出しそうなアリシアに、ただそう問われて、悠は頰ほおをかいた。

　きっとメリットはないはず、だとか思っているんだろうな。なんとなくアリシアの気持ちがわかる悠は、少しだけ、どう伝えるかだけを考えてから答えを返した。

「仲間だからな。まあなんで怒おこってるかはわかるけど、メリットがなくても多少無理をしても、俺が助けたかったから助けた。それだけ」

　理り屈くつで言えば無茶苦茶だし、仲間とは言うが仮にもリーダーという立場でそれをすべきではないだろう。

　言いたいことはたくさんあったが、アリシアの頭の中は今まで感じたこともないような感情の絡からみ合いでパンク寸前だった。

「その、ありがとうございます」

「ん」

　ようやく絞り出したのは、小さなお礼だった。

　正直まだ戦力的にも、旅における重要度などからも、自分を助けるために動いた悠はバカだという怒りがあった。

　……けれど、何な故ぜ自分がそんな事実に対して怒っているかを考えると簡単に答えが出てしまって。アリシアは顔を逸そらす。

「あああー、疲つかれた！　でもまあ、皆みんなお疲れ様さま。今日はここでメシにするぞ！」

　答えるべきことに答えると、悠の調子もすっかり元に戻もどった。

　目立った怪け我ががなくて良かったと安堵するクララ、さすがは悠だと『生命の象しよう徴ちよう』のタフさに頷うなずくカティア。

　だが、その宣言の意味を理解すると、その興奮は辺りにも波は及きゆうしていった。

「今日は蟹づくしといこうじゃないか！　食うぞー！」

　勝てば、繫つながる川の流れのように、食事がある。

　極きよつ圏けん探たん索さく隊の面々はこの旅でそれをしっかりと理解していた。

　蟹づくし。この世界ではまだ蟹を食べるという考えは普ふ及きゆうしていないが、悠にとってはその言葉は、贅ぜい沢たくの象徴の一つだった。

　この辺りは海にいるような生物が多いな──なんて思いながら、悠はドラゴンナイフを構えた。










　　　第二十五話　かにざんまい







　さて。

　蟹を倒した悠ゆうはナイフを片手に悪あく戦せん苦く闘とうしていた。

　蟹の殻からはやはり硬かたく、ドラゴンナイフをもってしても容易に切り裂さくことは出来なかったのだ。

　やはり極きよつ圏けんの魔ま物もの、それも恐おそらくこの洞どう窟くつを統すべる主あるじの様な存在──その調理は一ひと筋すじ縄なわではいかない。

「ダメだこりゃ。ディアルクの剣けんとか使ったほうが早いな」

　となると出番がやってきたのはディアルクの両りよう刃ば剣けんだ。

　関節を断たつように万力を込めて振ふり下ろすと、簡単にとはいかずとも、スムーズに工程を進めていける。

　動いている状態でその渾こん身しんの力を発揮するのは難しかったろう。そう思うと、激しく動く蟹の関節を剣一本で裂いていったカティアは大したものだと悠は感心した。

　関節を断ちながら脚の一本を切り落とすと、突き立てた剣を缶かん切きりのように動かしていく。

　そうして強固な殻を開くと──そこには、ルビーと見み紛まがう様な鮮せん烈れつな赤が、てりてりと輝かがやいていた。

「うっはー……！　こりゃあスゴイぞ……！」

　普ふ通つうの蟹と違うのは、やはりその量だ。

　太い脚にパンパンに詰つまった肉。骨に気をつけて、こまめに殻を割りながら。

　細心の注意を払はらって身を引きずり出す──そんなせせこましいことは女め々めしいと言わんばかりに豪ごう快かいな『蟹の肉の塊かたまり』。

　その美しさは同じ量の宝石を見てもこうはならないのではないかというほど悠を興奮させた。

　一度切り出してしまえば、後は楽だ。

　ドラゴンナイフは手に馴な染じみ、同じ様な肉質の蟹肉の塊に多様な加工を施ほどこしていく。

　今回悠が作るのは三つ。刺さし身みと焼きガニ、そしてカニしゃぶだ。

　さて。クララ達の国では、蟹という生物は知られながらもあまり食べられていない。

　だがそれは、アレが嫌きらいコレが嫌いという話ではなく、その食文化を拓ひらいていないだけだ。

　最初は蟹ということでさほどの興奮を見せていなかったクララ達だったが、悠の調理工程を見ていくごとに、その期待は膨ふくらんでいた。

　ドラゴンナイフが切り開く、蟹の身の美しさ。網あみに載のせた蟹が焼けていく香かぐわしい匂におい。鮫さめのアラとカニ殻をガンガンに炊たいた濃こいだし汁じるの魅み惑わく的な香かおり──

「ずず……はっ。これは、おみぐるしいところを」

　気がつけば、アリシアはよだれを垂らしていた自分に気づき、慌あわてて口を拭ぬぐった。

　だがクララとカティアもそれを笑う気さえ起きなかった。気がつけば、自分たちの口の中も期待でいっぱいだ。

　今回は鮮せん度どをそこまで気にする必要はない。

　悠の仕事も自然と速さより丁てい寧ねいさを重視したものとなる。

　それでもてきぱきと手際よく調理を進める悠だが、夢中な悠とは違い、ただ待つクララ達にとっては永遠にも感じるような時間だった。

　しかし、それもそこまで。

「出来たぞ！　巨きよ大だい蟹がにのカニづくし！　完成！」

　もとより手て際ぎわの良い悠、そもそも蟹という素材を活いかすことこそが主眼となる調理のシンプルさも助けて、料理はすぐに完成した。

　並べられたそれは、感動そのものだった。

　炎ほのおとヒカリゴケの光に照らされて、きらきらと輝く赤はルビーと比べても遜そん色しよくはない美しさ。

　本当に食べてしまってもよいのだろうかと、本来の目的が罪に感じてしまうほどだ。

　ほっくりと焼き上がった焼きガニはごく僅わずかな焦げ目を付けられていて、美術品の美しさこそ失われてしまっているものの、食物としては限りなく食しよく欲よくをそそる。

　だが、悠が宣言した三品には一品足りなかった。焼きガニと、刺身と刺身──クララ達の眼めには、そう映る。

　しかしこの内一品はまだ仕上げの工程が残っているのだ。

「こっちの蟹は、この鍋なべに一度くぐらせてから食べてな」

　カニしゃぶである。

　切り込みを入れたカニの身を、最後にさっと熱湯にくぐらせることで、花開く。それがこの料理だ。

　出だ汁しは鮫のアラとカニ殻から取った濃のう厚こうな海かい鮮せん（砂鮮？）ダシ。生中な具材ではその波は濤とうのようなダシの強さに飲み込まれてしまうだろうが、今回その輝きのスープを纏まとうのは圧あつ倒とう的存在感を誇ほこる超ちよう肉厚のカニの身だ。

「それじゃあ、食べようか！　……いただきます！」

「いただきます」

　それ以上は、説明は要いらなかった。

　悠の掛かけ声に、あと三つの同じものが重なると、悠達は一いつ斉せいに刺身へと手を伸のばした。

　生食への抵てい抗こうが薄うすくなったクララ達の反応を嬉うれしく思いつつも、今の悠には再優先事じ項こうがある。

　これを口の中へと運ぶこと──まるで命令されるかのような抗あらがえない魅み力りよくは『誘ゆう引いん』なみだ。

　箸はしを下げる様な重さを感じながら、悠はそれを口に含ふくむ。

　瞬しゆん間かん、世界が色づく気がした。

　こんな暗い洞窟の中だというのに、まるで花畑にでもいるような──爽さわやかな甘みと香りが、世界を錯さつ覚かくさせた。

　飽あくまでもさっぱりと──しかし濃厚な、栗くりや芋いもにも似た上品な甘みが駆かけ抜ぬける。

　その香りは爽やかで、濃厚な旨うま味みを飽きさせない。嚙かむ度たびに劣れつ化かしない快感が真新しく生まれ続けるのだ。

　その歯ざわりも、まさに甘美というしかない。

　ねっとりと、舌に甘えるように絡みつくさまは大人のキスの様。それを経験したことがない彼らには表現する言葉が見つからないくらい、ただ愛いとおしい。

　しかし無限に続くかと思われる幸せも、咀そ嚼しやくする内に消えていく。それがまた、ひとときの出会いのようで、切なささえ感じさせた。

　だが、ここにはまだ新しい出会いがある。

「～……っっ！　ほくほくで、甘くって……！」

「こたえられません……っ」

　焼きガニを一口頰ほお張ばれば、また違ちがう世界が待っている。

　爽やかな香りは鮮烈に焼き付くほどの香こうばしさに姿を変え、その甘味は一層引き立っている。

　水分が減って凝ぎよう縮しゆくされた身は、少し歯を入れると一本一本の繊せん維いが解ほどけ、旨味のエキスが迸ほとばしる。

　その旨味はまるで大波。岩場に打ち付ける白波のように強きよう烈れつだ。

　そして最後は、カニしゃぶ。

　本来ならば上質のダシでいきたいところではあるが、この場にそれはなく、ただ熱を通すだけ──

　しかし、それで十分だ。むしろ生半な海鮮だしは、これほどの香りに釣つり合いは取れない。

　悠は意い気き揚よう々ようと、クララ達はあんなに美う味まい刺身を湯に通していいのか？　と葛かつ藤とうしながら、鍋に蟹かにの身をくぐらせる。

　そうすることで、花が咲さいた。

　悠はカニしゃぶ用の刺身にナイフを幾いく度どとなく走らせていた。

　熱湯にさらされた蟹の肉は収縮し、傷つけられた箇か所しよからほつれ、花が開くように解放されたのだ。

「わあ……！　花が咲くみたいに……！」

「おおおお……かんげきです……！」

「これは、見た目にも楽しいな」

　一層引き締しめられた身、そして花開く見た目の美しさ。

　見み惚とれるのもそこそこに食らいつけば、口の中でまた花が咲く。

　切り込みによって花開いた身はたっぷりと出汁を絡からませ、刺身や焼きガニの繊せん細さいさとは真逆の、打ち付ける白波の如ごとく豪快な旨味を弾はじけさせる。

　火の通った部分と生の部分が生み出す食感のハーモニーも絶ぜつ妙みようだ。濃厚な海の味と合わせて、深海を連想する深さである。底を見たくて泳いでもたどり着けないような──味に溺おぼれる感覚が、悠を突つき動かした。

「……」

「…っ…」

　気がつけば──皆みな、無言。一言も発さずにただ蟹を食らう、食らう。

　時折幸せに停止しては我に返ってまた食べる。

　何かを言おうとするが、止まらないのだ。

　……蟹食べてる時って皆静かだよな。

　巨大蟹の身はたっぷりと肉厚で、調理の段階で切り出してしまえば殻を剝むく必要はない。だというのに言葉も忘れて貪むさぼってしまうのは喋しやべる分の処理能力が惜おしいのか、何かに突き動かされるようだった。

　かくいう悠も、ただ詰め込むように蟹を食らっている。

　『蟹を食べる時、人は静かになる』悠が地球のあるあるを思い出すのは──もう入らないというまで蟹を食べて、用意した皿が空になる頃ころだった。

「美お味いしかった……なんかもうそれだけしか言えない……」

「これはうまくけいようできませんね……」

　蟹は語ご彙い力を殺す。悠はまた一つ学んだ。

　圧倒的な満足感は、悠達を夢見心地ごこちから離さない。

　誰だれともなくテントの準備を始め、緩かん慢まんに動き始める。

　時折──美味かったな、うん。そんな、同じ内容の会話を何度も繰くり返かえしながら、悠達は寝ね床どこに付いた。



















　　　第二十六話　閉じた世界のおわりに







　巨大蟹との戦いから一日。洞どう窟くつの中で時間感覚を失いながらも、用意した時計に従って悠達は朝から歩みを続けていた。

「いやー、昨日の蟹美味かったなあ」

「食べた後、完全におかしかったよねえ」

「ないと思うけど、あのザマじゃ疑うよな……」

　目指す先は洞窟の更さらに奥。

　先日の気の緩ゆるみを正すかのように、悠達は警けい戒かいしながら洞窟を行く。

　大空くう洞どうの先にも洞窟は続いていた。揺ゆれる火に導かれるように、『先』へと向かう。

　ここまで、距きよ離り自体は大したことはないだろう。だがごつごつとした足場の悪さや、外の砂さ漠ばく以上に彩いろどりのない光景が、疲つかれを煽あおる──

　しかしそれでも歩き続ければ、道は開ける。

　悠達が再び眼にしたのは、大空洞。

　これほどの空間が二つもあるのか？　そんな疑問も忘れて、悠達は目的の場所に『到とう達たつ』したことを疑わなかった。

「家……？　む、村だ……っ」

　その大空洞には──幾いくつもの家屋が建ち並んでいたのだから。

　ヒトが住めないと言われる極きわまった環かん境きよう、極きよつ圏けん。

　悠達は、その中にヒトの痕こん跡せきを見つけた。




　　　　　　　◆




「誰か居ませんかー！　誰かっ！」

「やっぱ、反応はない……か」

　空洞の村を発見して、すぐさま駆け出すクララを見守りながら、悠達はその村に人の気配を探した。

　……だがやはり、そこに人はいない。

　当たり前といえば当たり前だ。木造の建築は殆ほとんどが朽くちかけており、経年劣化で潰つぶれたものさえ存在する。

　見てわかるほどに、その光景は『終わって』いた。

　捨て去ったか、あるいは──ここで途と絶だえたか。そこは飽くまで人の遺のこした跡あとであった。

「……仕方がないよね」

「だが、ここに人が住んでいたことは確かだな」

　もしかしたら誰か──マオル族の人に会えるかもしれない。ムダだとはわかっていても、クララの落らく胆たんは大きかった。

　へたり込む彼女をカティアが起こすと、悠は辺りを見回す。

　……水脈を中心として建つ家、水車。華か美びなんてものは一切ない、ギリギリの最低限。

　そして空洞内の壁かべに点在するヒカリゴケは、まるで星空のようで。夜という終わりが永遠に続く世界のようだった。

　それでも、人々は生きていたのだ。

　僅わずかながら、無事な家屋の中には確かに人が息づいていた証あかしがあった。

　それらを見ると──ここは捨てられたのではなく、終わったのだと実感できた。

　生きていくのがギリギリで、それでもダメだったのだろう。

　じわじわと終わりへと向かってゆき──そして、途絶えた。

　最後の最後まであがいた証。それらはここに残り──何よりも悲しく。

　そして最後まで諦あきらめなかったという美しさを残ざん滓しとして残していた。

　悠がふと上を見上げると、ここよりだいぶ高い位置、とても登れないような所に光が差し込んでいるのが見えた。

　外は近いのだろう。だが、きっと個々の人々は外に出ることが出来ずに死んでいった。

　まるで寒空。『次』を、外の世界を感じながらも出られない。それは檻おりのようにさえ感じられた。

　が、感傷に浸ひたっているばかりでも仕方がない。

　悠は立ち上がったクララに頷うなずくと、目的をマオル族の捜そう索さくから痕跡の調査に切り替かえて、再び村──いや、遺い跡せきを調査し始めた。

　その面おも影かげこそ残っているものの、ほとんどの建築物は崩くずれてしまっていて、残っているものがあっても──家の中身は殆どなにもないと言ってよかった。

　せいぜい見つかるのはツボのような、空の容器くらい。

　ここでの生活がどれほど過か酷こくだったかを物語っている。

　このまま探していても、大した手がかりは無いだろう。

　……そう、このままでは。

「やはり──最初からここを調べるべきだったかもしれないな」

　たった一つ。

　この遺跡には、崩れた建築物群の中でたった一つだけ、明らかに他の建築物とは違ちがうものがあった。

　それは崩ほう壊かいした村の中にあって、唯ゆい一いつ完全な姿を残していた。

　その理由はひと目見てわかる材質の違いにある。

「これ一つだけ石で出来てるんだね」

　たった一つ完全な姿を残している建築物。それはこの村に幾つもある木造の家とは違い、石のような物質で出来ていた。

　ひと目見れば明らかに他と違うとわかる以上、その建築物の調査の優先度は高かったろう。

　それでも悠達がこの建物の調査を後回しにしたのには理由がある。

「明らかに怪あやしいのはわかるけどさ、どうやって開けるんだ、これ」

　それは──開かないのだ。

　ドアと見られる部分はあるが、押しても引いても、スライドしようとしてもビクとも動かない。それほど強固に封ふうじられていた。

「力ずくしかないかもしれませんね。ユウさんが思いきりぶつかればあくのでは？」

「おおう……意外と過激派？」

　これを見つけたのは悠とカティアだ。この中では比ひ較かく的力のある二人が開けようとするも、歯が立たなかった。そうして、自然と後回しになったというわけだ。

　だがこれ以外の建物を調べ尽つくしてしまった以上はここを調べなければならない。

　過激派とはいうものの、もうアリシアの意見に従うほかないかもしれない。

　悠とカティアはその扉とびらの堅けん牢ろうさを知っている以上、アリシアの意見に同調するのも早かった。

　しかし、事態は急変する。

　クララが扉に手を触ふれようとした瞬しゆん間かん、扉が輝かがやき始めたのだ。

「わ、と、なになに!?」

「光って──いや、これは魔ま法ほう陣じん……！」

　輝きは線を描えがき、線は規則に従って模様を作る。

　カティアが叫さけんだ通り、紫むらさき色いろの光は魔法陣を描き上げた。

　出来上がった魔法陣はまるで──鍵かぎを回すかのように回転を始める。

　そして──

「ひ、開いちゃった……」

　石の扉は、重々しい音をたてて、上へとせり上がっていった。

「（う、おおお……！　すっげえ……！　封ふう印いんされし古代文明だ……！）」

　溢あふれんばかりの男のロマンに興奮する悠だが、敢あえてその気持ちは外には出さなかった。

　古代文明──もしも本当にこの建築物がそれによって作られたものならば、その文明とは。

　その可能性が僅かでもある以上、適当でない気持ちだと考えを振ふり払はらうように頭かぶりを振る。

　それよりも、今はその建築物の中にあるものが重要だ。

　石造りの建物の中はヒカリゴケの光も届かず、暗い。

　注意しながら悠が辺りを照らすと、そこには──他の家とさほど変わらない光景が広がっていた。

　いや、生活の跡が見えない分、より質素かもしれない。一際立派にさえ見えた石造りの建築物の中にあったのは、同じく石の机だけだった。

　……いや、違う。その机の上には、他の家とは違う、決定的な違いがあった。

　それは──

「本……!?　本だ！」

　書物。

　たった二冊ではあるが、そこには本が置かれていた。

　その存在を見つけた時、クララを除く三人は、一いつ瞬しゆんで総毛立つのを感じた。

　失われた文明、滅ほろんだ種族。今では亡ない『過去』が記された本。

　価値だとか、そういったモノを考えたわけではない。しかし触れることさえはばかる存在であることは、わかる。

　しかし、クララは三人とは違う反応を見せた。

　まるで導かれるように、二冊の本を手にとったのだ。

「……！　いや、そうか……」

　最初は悠も、そのことについて声を上げようとした。

　だがもしも、もしもこの本が探している通りの存在ならば彼女にはそれに触れる権利がある。

　……いや、彼女以外には、だれもその権利を持たないかもしれない。

「外……っていうのもおかしいけど、ここを出よう。暗くちゃ読めないだろ」

　火の明かりでも、文字を読むことくらいは可能だろうが、古い本の近くで火を掲かかげるのは恐おそろしかった。

　悠の提案にこくり、と頷いたクララは、二冊の本を抱だきしめるように抱かかえて、悠に続く。

　石の建物を出た悠達は、ヒカリゴケのある壁かべ際ぎわまで寄り、本を並べた。

　……特別なところはない。装そう丁ていもなにもない、ただ売っているものを買ってきたような本だ。

　しかしそれをこんな場所で手に入れるのは不可能だろう。

　──大陸からやってきた何かが、ここに残していった。そう考えるのが自然だ。

　だが、そこに書いてある文字は、特とく殊しゆだった。

　読めないのだ。此方こちらの世界に来て日が浅い悠はもちろん、カティアも。

「表紙は──読めないな。悠はどうだ？」

「いや、俺そもそもコッチの字は少ししかわからんし……」

「日記」

　だが──クララには、それが読めるようだった。

　その表情は凍こおりついている。自分自身、なぜそれがわかるのかわからないのだ。

「日記って書いてある、と、思う……」

「よめるの、ですか」

　アリシアが信じられない、と疑問を口にすると、クララはしっかりと首しゆ肯こうを返した。

　……もはや、疑う余地もない。

　クララは表紙をめくると、そこに書かれた文字を読み始めた。

「この本は存在しない言語で書かれている。同どう胞ほうにのみ『翻ほん訳やくの魔ま術じゆつ』がかかるよう魔術を施ほどこしている、だって。……『マオルの大樹から各地へ伸のびた枝、その内一本の終わりを伝える』──」

　そこに書いてある文字を箇か条じよう書がきに纏まとめ、クララは末まつ尾びの文をそのまま、口に出して読んだ。

　……大陸から散るように逃にげ出したマオル族、そのうちの一団がここにたどり着き、そして途絶えた。

　この日記は、かつてのマオル族が残した『終わりの記録』だった。

　そして──それを読めるということは。

　本を読み進めていくうちに、クララは涙なみだを流し始める。

　クララは涙が本に落ちないよう、滅びた人々が残した最後の記き憶おくを汚よごさないように、少しずつ本を読み進め、やがて読み終える。

　終わりの記録を読み終わったクララは、あふれる涙を何度も何度も拭ぬぐいながら、泣きじゃくった──




　　　　　　　◆




「……やっぱり、ここに居たのはマオル族の人達だったみたい。治ち癒ゆの力に不老不死を見出され、王国を追われてたどり着いたのが、ここ。最初はここを見つけて順調に暮らしてたみたいだけど、昨日の大きな蟹かに『グランキオーン』が住み着いたことで外に出られなくなった。そして食べ物も、なにも手に入らなくなって──滅んだ。そんなことが、書いてあったよ」

　しばらくして、ようやく心を落ち着けたクララは、さり気なく自分を励はげますように寄より添そってくれる悠の優しさに微笑ほほえみながら、本の内容を語った。

　実際には、そこには飢うえて死に向かっていく人々の嘆なげきが詳しよう細さいに書かれていて──届かない太陽の光を求めて死んでいった、そこまでが仔し細さいに記されていた。

　マオルの記した文字を読めない悠達にはわからなかったが、クララの反応を見れば、それが凄せい絶ぜつな内容であったことは容易に想像が付けられる。

　立ち直ったクララが体勢を正すのを見て、悠はクララからそっと離はなれた。

　その瞳ひとみはまだ赤く腫はれていたが、光が戻もどった──そう形容できるくらいには、気持ちを切り替かえられたのがわかったから。

「ということは、やはりクララはマオル族──だったのか」

「えへへ……そうみたい」

　何ど処こか遠い世界のように、確認するのはカティアだ。

　クララ自身も、口に出してさえ実感はない。だがこの本を読めるということは、その血を引いているのは確実だったらしい。

「だから、ここに居た人達に代わってお礼を言うね。ありがとう、ユウ。彼らの──ううん、私達の敵を討うってくれて」

「……そうだな」

　そう、クララが笑う。

　悠はその姿の後ろに、何人かの人ひと影かげが見えたような気がして、目を瞑つぶる。

　気の所せ為いか、一瞬だけ繫つながった何処かからのメッセージか。後者であることを祈いのりながら目を開くと、その視界は今を見直すためのものに切り替えられた。

「それで、こっちの本なんだけど……」

　マオルの人々の代わりに礼を言うと、クララもまた気持ちを切り替えたようだ。

　もう片方の本を手に取り、開くクララ。

　そこに書かれていた文字はやはり悠達にはわからなかったが──

「も、文字が光ってる……!?」

「魔ま本ほんか！」

　クララが開いた本の中に記された文字の一部が、蒼あおく光っていることを確認すると、カティアが上ずった声をあげる。

　魔本。それは魔法を補助する器具の一つだ。予め詠えい唱しようを刻んだ文字に魔力を通すことによって、魔法を発現させる。

　マオルの残した、失われた魔法。

　それが今、ここに蘇よみがえろうとしていた。

「『アイシクル』……！」

　その名を解き放つと、クララの視線の先に、巨きよ大だいな氷柱が発生する。

　高さにして、十メートルはあるだろう。

　大人数が、儀ぎ式しきを必要として行うような大魔術。規模にして、それと遜そん色しよくのない魔術だった。

「おおおお!?」

「魔本のサポートがあるといえ、名前のみの発言でこれだけの魔術を……！」

「……っ」

　その魔術が、どれほどのものか。途と方ほうもなさを理解できるカティアとアリシアは、まさに絶句と言った様子だ。

「『アイシクル』──これ自体は、古いマオル族が編み出した魔法だったみたい。古代から生きる強力な魔ま物ものの属性マナを取り込む、ううん『食べる』ことで、使えるようになる大魔法。……多分『グランキオーン』を食べたから使えるようになったんだと思う。コレさえあればあの怪かい物ぶつとも戦えたかもしれないけど、これを使うためには奴やつを倒たおさなきゃいけない、みたいなことが書いてあったよ」

　一瞬で、凄すさまじい規模の氷柱を発生させる魔法。成る程、確かにコレがあればあの巨きよ大だい蟹がにとも渡わたり合えるかもしれないと、悠は冷ひや汗あせを拭う。

「『古代種』って言われる魔物を食べることで使える『古代魔法』。マオル族が逃げたのは、これを大陸から持ち去るためでもあったんだって」

「……『古代種』を食べることで対応した属性の魔術を使うことができる、か」

「まるでユウさんのようですね」

　カティアとアリシアの言葉に、クララは頷うなずく。

　思わぬ所から話が自分へ向いたことで、悠は思わず自分を指さした。

　……だが、確かにそうだ。食べることで力を得る能力。

　対応する属性マナを取り込むことで発動できる、強力な魔術。その在り方は、確かに似ている。
















「ひょっとしたら、関係があるのかもしれない。魔導書……古代魔法は『風ふう竜りゆうの角を振ふるって暴ぼう嵐らんを統すべる男より着想を得た』って書いてあるんだ。これって、ユウの『チャージ』がそっくりだと思うの」

　しかしカティアが読み上げる古文書の一節を聞けば、似ているなどとは言っていられない。

　正しく、それはクララの言う通りだった。驚きよう愕がくに悠の目が見開かれる。

　魔物の一部を武器とすることで、強力な魔物の能力を扱あつかうことができる──それは、悠がコピーできなかったと思っていたディアルクの『チャージ』を発動させた時のそれと符ふ合ごうする。

「同じだとは限らないよ？　ひょっとしたらその男の人も魔ま術じゆつ師しだったのかもしれないし。……でもね、この魔術書には『ディアルク』のことも書いてあるんだ。『雄お々おしき脚あし、力の蓄ちく積せき、光統べる鹿ろつ角かく』って。だから、もしかしたらユウが使えない力は、その魔物の身体からだの一部を武器にするといい……のかもしれないね」

　なんとなく、実感はしていた──『魔物の武器』を使うことで扱える魔物のチカラ。その条件は定さだかではなかったがクララから『古代種』という言葉を聞くと、悠は自分の胸の高鳴りを抑おさえることが出来なかった。

　やってみたい。対応する武器を持たなければ使えない強力な魔物の力。ならば昨日の『グランキオーン』も？　いっぺんに情報が駆かけ巡めぐっては、渋じゆう滞たいを起こしている。

「……すげえ」

　やっとそれだけ絞しぼり出すと、悠は頭かぶりを振る。

　そのことについてはあとでじっくり考えればいい。

　いまはそれよりも、クララの方だ。

　興奮に笑えみを浮うかべる悠を含ふくめ、カティアやアリシアとは違ちがい、笑みを作りながらもクララはそれでも悲しげだ。

「どうしたんだ？」

　その瞳が見ていられなくて、つい悠は声をかける。

　すると、カティア達もクララの瞳に湛たたえられた感情に気がついたようだ。

「うん……日記の方に話を戻すんだけどね……」

　日記には、これを読める者に魔本を託たくすとあった──マオル族の生き残りとして、自分が受け継ついでいかなければならない。

　そう、クララは語る。

「できるかな、私なんかに。……私は多分、ここの人達みたいに、最後まで誰だれかのために何かを残すなんて出来ないと思うし、ユウがいなきゃ、こんなにつらい世界で生きていくなんて出来ないと思う……」

　マオル族の人々は、結びつきが強かったらしい。

　そんな彼らが各地へ散ったのは、どうあってでもマオル族の血と知識を残すためだったのだろう。

　それはクララにとっては重圧だった。

　特別な技術は持たず、身体を動かすのが得意というわけでもない。治癒の魔術だって、マオル族ならば当たり前にできたことだ。

　だが──

「だったらいいじゃねーか。現に俺達はここにいるんだからさ」

　その傍そばには悠達がいる。

　足りないものがあっても──臆おく病びようでも。

「クララぁ！　ハッキリしろ！　やるか、やらねーか！　使命を果たす、立派なことだ！　俺は全力でサポートするぞ！　でも無理やり押し付けられたもんを無理することはねー！　他の誰のでもない、お前の人生だ！　若もしくは！」

　煮にえ切らない態度に業ごうを煮やしたふりをして、悠はクララに摑つかみかかる。

　一いつ瞬しゆんの豹ひよう変へんにクララは眼めを点にしてうろたえている。

　そんなクララにニッと微笑んで、悠は続けた。

「生き残りを見っけておっかぶせるのもいいかもしんねーな！　さあどうするクララ！」

　まくしたてるようで様々な選せん択たく肢しを提示する悠。

　飽あくまで選択を委ねつつ、それを手伝ってくれるという悠に、クララは──

「……やるよ。魔法も継ぐ、生き残りも探す！　だから力を貸して、皆みんな……！」

　立ち上がって、悠だけではない、カティアとアリシアにまで懇こん願がんした。

　その吹ふっ切れように、カティアは犬歯を見せて攻こう撃げき的に笑う。

「……いいぞ。今のキミは、とてもいい」

「のりかかったふねですし。まあ、てきどに力をかしましょう」

　それにアリシアまでが乗っかると、クララは再び悠と向かい合った。

　その瞳に熱いモノを感じると、悠は満足げに笑う。

　……自分のルーツを探す旅。クララはそれに後ろめたさを感じているフシがあった。

　後ろめたさの根底にあるのはやはり「自分なんて」だ。

　そのクララが、今半ば自己中心的なまでに要望を口にし──己を出した。

　それが、悠には嬉うれしかった。

「よっしゃあ！　じゃあやるぞ！　世界中の美う味まいモンを食って、その古代魔法って奴を全部使えるようになってみようぜ。世界中巡る内に、マオル族の生き残りだって見つかるかもしれない。クララを生んだ人だって、まだどっかにいるかもしれないしな」

　だったら全力でサポートしてやりたいと思う。

　全員を巻き込んでまで叶かなえたい願いがあるのなら、力を貸すのが仲間というものだ。

「そのためにも、帰るか！　帰るまでが探たん索さくだ。気ィぬくなよォ！」

　悠が拳こぶしを握にぎり込むと、クララとカティアも同じようにし、アリシアが慌あわてて小さな拳を固める。

　事あるごとにやってきた行動だ。

　意味がないと言えばない行動だが、それは固めた拳のように、凸でこ凹ぼこな悠達の結束を固めていく。

　掛かけ声に合わせて拳を突つき上げると、大空くう洞どうには大きな鬨が響ひびき渡った。

　寒々しい空さえも、震ふるわせるほどに。










　　　あとがき







　まずは『異世界チートサバイバル飯』二巻を手にとっていただきありがとうございます。赤石あかし赫かつ々かくです。




　イラストレーターの東とう西ざいさま、担当さんや校正の方、そして皆みな様さまのおかげで無事に二巻をお送りすることができました。本当にありがとうございます。

　今回も期限的に色々とギリギリ限界パワーでお送りしています。ご迷めい惑わくをおかけいたしましたことをこの場を借りてお詫わびいたします……！




　さて、今回の『サバ飯』は如何いかがでしたでしょうか。

　基本的なトンデモサバイバル術から冒ぼう険けん要素まで、色々と詰つめ込んでみたつもりでございます。

　砂さ漠ばくで海産系の食材が多く出せたのはお洒落しやれポイントかなあなんて。

　そのぶん、色々と資料集めには時間がかかったりしました。

　苦労したぶん……とは言えませんが、それでも楽しんでいただけていたら嬉うれしいなあ。




　ところで、皆様この頃ごろはゲームなど楽しんでいらっしゃいますでしょうか。

　私の方は子供の頃からゲームが趣しゆ味みでして、今年は特に楽しんでおります。

　というのも、某ぼう狩かりゲーに某七つの球を集める漫まん画がの格かく闘とうゲームに、蒼あおのタッグ格ゲーまで（わからない人、申し訳ございません）本当に色々出てしまいまして……正直に白状いたしますとこれらのせいで原げん稿こうがギリギリだったりします。

　いや、結局最後は自制心のなさが問題ではあるのですが。そろそろいい加減強い心を手に入れたいものですね……




　とはいえ、ゲームというのも最近のものは本当にすごくて、特に某狩りゲーなんて感動さえ覚えるほどでした。

　息づくような緑に、肌はだが熱く感じるほどの火山。もちろんモンスターもスゴイのですが、凄すさまじいグラフィックで描えがかれる自然にはただただ圧あつ倒とうされまして、こんな世界を描いてみたいと思ったほどです。

　ゲームというと大人になって……と言われることもある世の中ですが、遊んだ人の世界を広げることもある。僕としては紛まぎれもなくよい『体験』だったと思います。




　ゲームや小説、漫画などなど。僕もまたそういった創作の世界で生きているのだと考えると、なにか熱いものがこみ上げてきますね。

　未熟な身ではありますが、最初は小さい『そういえばお腹なかが減ったな』くらいでいいので誰だれかになにか、想おもっていただけるといいなあ。

　やるぞー！




　と、言ったところで今回は筆を置くことといたしましょう。

　願わくは、三巻でまたお会いできることを祈いのっております……！





赤石赫々










赤石赫々

●あかしかっかく



日々を好奇心で過ごすモノカキ。珍しい食べものとか格闘ゲームを好む生態がみられる。趣味ができて十年間、更に十年後も同じことをしているのではないかという疑問がいよいよもって実感を得てきた今日このごろ。
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